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未来へつなぐ私たちのまちづくりの集い 

～第３９回松本市公民館研究集会・令和５年度松本市地域づくり市民活動研究集会～ 

開催要項 
 

１ 趣 旨 

社会経済環境の急速な変化や人々の価値観、生活スタイルの多様化等を背景に、地域

はいま、様々な困難に直面しています。 

本集会は、こうした状況を乗り越えるため、各地で取組みを展開する住民・職員が一

堂に会し、身近な地域や生活・暮らしの課題について共に考え、互いに学びあうことで

“気づき”や“つながり”を持ち帰り、再び地域の実践に生かしていくことを目的とし

て開催するものです。 

 

２ 期 日  令和６年２月１８日（日）※1日開催 

 

３ 会 場  松本市中央公民館（Ｍウイング）他 

（松本市中央１－１８－１ 電話:32-1132／FAX:37-1153 

※ 第２分科会：芳川地区みなみ福祉ひろば(イオンタウン松本村井 2階) 

(松本市村井町南 2-21-45) 

第５分科会：Creative Art Village Aida ムム(松本市会田 77-1) 

 

４ 主 催  松本市、松本市教育委員会、松本市地域づくり研究連絡会 

 

５ 主 管  未来へつなぐ私たちのまちづくりの集い実行委員会 

 

６ 日 程 

9:00 9:30～9:45 9:45～11:50 11:50～13:00 13:00～16:30 

受付 開会式 全体会 昼食 分科会 

 

７ 開催内容 

⑴ 開会式 

⑵ 全体会(基調講演) 

ア 演 題  「ふるさと」をつくる公民館～松本市町内公民館調査からみる公民館

の新たな可能性～ 

イ 講 師  牧野 篤 氏（東京大学大学院教育学研究科教授） 

ウ 内 容   

  社会教育は、これまでのような学校教育を主流とする社会において、学校教育との対比

において定義される営みではなく、むしろ、これからの社会の基盤である人々のかかわり
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を耕しておく、社会にとってなくてはならない営みであると定義され直したのです。そし

て、この社会基盤をつくる営みである社会教育の基盤となる施設が公民館です。しかも、

公民館はいわゆる条例公民館だけでなく、草の根の地域社会に根ざした自治公民館（町会

公民館）が各地につくられ、社会づくりに力を発揮してきました。 

  コロナ禍後の新しい社会づくりに果たす公民館の役割と可能性を、みなさんとともに考

えたいと思います。 

 

⑶ 分科会 

 

８ 集会の配信について 

集会の模様は、後日編集後 YouTubeにて配信予定です。 

 

９ 参加申込について 

２月９日（金）までに、専用フォーム（LoGoフォーム）へお申し込みいただくか、最

寄りの地区公民館または集会事務局（中央公民館）へメール、電話、ＦＡＸ、窓口でお

申し込みください。 

※ 申込み時の確認内容：氏名／住所／電話番号／参加希望分科会 

※ 手話通訳、要約筆記通訳、託児保育が必要な方は参加申込み前にご相談ください。 

※ 第５分科会希望の場合は、和田公民館(0263-48-5445)へ申し込みください。 

【集会事務局】 

〒390-0811 松本市中央１－１８－１ 松本市中央公民館（Ｍウイング） 

電話：0263-32-1132／FAX：0263-37-1153 

E-mail:gakushu@city.matsumoto.lg.jp 

 

10 その他 

 松本市営中央駐車場（Ｍウイング北棟）は有料です。公共交通機関等でのご参加にご

協力ください。 

 分科会テーマ 

第１分科会 
【こども・若者】地域と若者 

～みんなが参加したい、参加してよかったと思える地域づくり～ 

第２分科会 【おやこ】おやこのみなさん、公民館へようこそ！ 

第３分科会 
【担い手不足】担い手人材はどこにいる？ 

新たな担い手とつながるために 

第４分科会 
【町内公民館】つながる・つなげる、松本らしい“つどいの場” 

～地域づくりの事例から～ 

第５分科会 【居場所づくり】新たな視点から考える地域づくり 
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基 調 講 演 

 

〇演題 

「ふるさと」をつくる公民館  

～松本市町内公民館調査からみる公民館の新たな可能性～ 

〇講師 

牧野 篤 氏（東京大学大学院教育学研究科） 

 

1960年愛知県生まれ。名古屋大学大学院教育学研究科博士課程（教育学）修了。現在、中央教育

審議会生涯学習分科会委員。社会教育や地域づくりの現場で自治体と共同調査を行い、これから

の社会教育・公民館の在り方について研究を続けている。著書に「公民館を再発明する」、「公民

館はどう語られてきたのか」や「社会づくりとしての学び —信頼を贈り合い、当事者性を復活す

る運動—」（いずれも東京大学出版会）など多数 

2018年度からは松本市と協同で多世代参加型地域コミュニティづくりモデル事業を実施し、町

会へのヒアリングや現地調査を複数回実施 

 

皆さん、おはようございます。牧野です。

よろしくお願いいたします。 

最初に、今年元旦に発生しました能登半

島地震の犠牲になられた方々にお悔みを申

し上げるとともに、被害に遭われた方々の

一日も早い日常生活の回復をお祈りしたい

と思います。 

すでに１カ月以上が経っていますが、私

たちは何度も何度も思い返しながら、お話

をしなければいけないのではないか。発災

は防げませんが、災害が起こったあとの避

難所経営や様々な二次被害を防いでいくと

いうことも含め、公民館が非常に大きな力

となっている。しかも、日常的に社会教育活

動や公民館活動が活発な地域ほど、避難所

経営がうまくいっているということ。そし

て支え合いながら命をつないでいくという

ことがなされている、といったことも分

かってきています。 

その意味では、今後やはりこの社会にお

いて、公民館、さらには社会教育といったこ

とを、例えば防災という観点から、改めて押

さえておかなければいけないのではないか。

今日はそんなことも含めてお話をさせてい

ただきます。 

今回私の方から提案させていただいた

テーマは「『ふるさと』をつくる公民館」で

す。そして、あとから少しお話をしますが、

松本市内の町内公民館を調査していますの

で、「町内公民館調査からみる公民館の新た

な可能性」ということでお話ができればと

思います。 

先ほどご紹介もありましたが、松本市と

私の研究室とで「多世代参画型地域共生コ

ミュニティづくりモデル事業」という共同
写真：牧野 篤 氏 
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研究を行っています。コロナ禍がなければ、

もうとっくに終わっているはずのものです

が、三年計画の最終年度にコロナ禍があり、

延長、延長、延長で来て、ようやく今年度が

最終年度になります。 

2018年度に市内20地区、56町会にヒアリ

ングをさせていただき、2019年度に、三つの

モデル町会が選ばれ、そこへの訪問を繰返

してきました。2020年度に活動が停止して

しまい、今年度再開させていただいたとい

うことになります。 

そういう経過がありますが、今日最初に

お話をしたい大きなテーマとして、「Well-

being」という言葉をまず置いておきたいと

思います。 

この「Well-being」とは一体何なのか。最

近、国のいろいろな政策文書にもたくさん

書かれるようになってきた、よく分からな

い言葉です。 

例えば、私たちも関わってきました新し

い教育振興基本計画が、昨年６月に閣議決

定されましたが、そこでも「Well-being」と

いう言葉が多用されています。 

作った側としても、一体何のことなのか、

曖昧だとよく批判をされるのですが、一般

的に考えれば「よりよく生きる」ということ。

「Well」と「Being」で、よりよい自分の生

を実現していく、となるわけです。 

何となく積極性を感じられる反面、いや、

私たちはそんなに強い人間なのか、といっ

たことが問わなければいけないのではない

か。自ら積極的に、自らの生を、幸せを実現

していく。よりよく生きていく。確かに極め

て能動的でポジティブな良い意味があるよ

うに受け止められますが、では、本当に私た

ちはそんなに強い人間なのかと考えていく

と、いや、どうもそうではないのではないか。 

もう少しいえば、「そこにちゃんとよい状

態で置いてもらえる」といったことから出

発をするということも、あってよいのでは

ないか。自分の周りの環境がとてもよい環

境であって、そしてそこに幸せを感じると

いったことがなければ、実は積極的に生き

ることもできないのではないか。 

そう考えていくと「Well-being」というの

は、「よりよくそこに置いてもらえる」とい

うこと。一見とても受身ですが、そういうこ

とがあることによって、実は積極的に生き

ていくことができるようになる、そう考え

られないだろうか。 

「Well-being」というと、よく個人のもの

だといわれますが、今回の教育振興基本計

画も「協調的 Well-being」という言い方を

していて、まず良い関係を作りましょう、と

いうことから入っている面があります 

例えば、今日この場もそうですが、皆さん

がこういう場を準備してくださって、ご依

頼があったので、私は伺っている。私一人が

皆さんにお話をしたいと言っていても、こ

ういう場を作っていただかなければ、お話

ができなかった。 

そして、皆さんもこういう場があること

によって、今日この集会に参加をしようと

一歩足を踏み出された。その意味では、やは

りよい環境があって、自分で選び、一歩足を

踏み出すという能動性が生まれてくる、と

いうことだと思います。 

そう考えていくと、この「Well-being」と

いうことも、自分が幸せを感じられるよう

な、または自分が一歩足を踏み出すことが

できるような条件を、ちゃんと整えてもら

えてある、それをお互いに作っていきま

しょう、というようなことを基本に考えら

れないだろうか、ということなのです。 

 

 

１ 「よきこと」に気づき実践する 

：コロナ後の社会への希望 

 

いくつか前提の話をしたいと思います。 
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一つはコロナ禍です。先ほど私たちの共

同研究も３年間停止していたという話をし

ました。そして今まだマスクをしている方

もたくさんいらっしゃいます。 

このコロナ禍、いかがだったでしょうか。

大変だ。三密を避けろ。例えば学校の子ども

たちは、給食を食べる際、みんな同じ方向を

向いて早く食べて、しゃべってはいけない

などと言われ、ある意味ではとてもきつい

思いをした。 

さらに、私の大学もそうですが、３年間ほ

とんどオンラインで授業をしましたので、

２年間の学生たちに関しては、実は赤門を

一度もくぐったことがないまま送り出した。

彼らは赤門に憧れて来たのに、１回も大学

に来ていないということなのです。お互い

にオンライン越しで顔を知っているけれど

会ったことがない。卒論指導も全てオンラ

インで行ったのです。そういう生活を強い

られてしまった。 

そこで、人々の孤立や孤独といったこと

が露わになり、色々な問題が起こったのだ

といわれているわけですが、その反面で、私

たちはこういう経験もしています。 

私たちはコロナ禍前から、岐阜県岐阜市

で、小学校、中学校、それから地元の方々と

のいい関係を作ることをとおして、コミュ

ニティスクールづくりに取り組んできまし

た。 

そして、2020年の新年度、一斉に休校措置

が取られました。子どもたちは学校に行け

なくなってしまった。さらにその時、マスク

が足りなくなり、覚えていらっしゃいます

でしょうか、「アベノマスク」と呼ばれるよ

うな政策もとられました。 

子どもたちも、どうしようか困っていた。

そうしたら、子どもたちが自分たちで布マ

スクを縫って地元の高齢の方々に届けた、

ということが起こったのです。 

すると、地元の高齢の方々がとても喜ん

で、今度は子どもたちに何かしたいという

ことになり、地元の方々に声掛けをして、学

校内の地域ルームでマスクを縫い、全校児

童１人２枚行き渡るようにして届けた、と

いうことが起こったのです。 

私たちはこれにびっくりしまして、子ど

もたちに、なぜそんなことを思い付いたの

か聞いたのです。そうしたら、こういうふう

に言われました。学校が休みになって、マス

クもなくなってしまって、自分たちは寂し

い思いをしたし、困った。家でもお父さんお

母さんが心配だねって話ばかりするように

なった。その時にふと、仲良くしてくれたあ

のおばあちゃん、あのおじいちゃん大丈夫

かなと思ったって言うのです。 

一人暮らしだし、薬局に行ってもマスク

が売っていないし、もしかしたら家から出

られなくなってしまっているのではないか。

何かしてあげたいと思っていたのだけれど、

どうしていいかよく分からなかった。そう

したら、テレビで布マスクの作り方をやっ

ていて、これならできそうだと思った。だけ

ど、縫ったことがない。それで、お母さんに

「こんなことをやりたいんだけど」って

言ったら、「縫い方を教えてあげるから練習

しなさい」と言われた。そして、一生懸命練

習したら縫えるようになってきた。友達と

一緒になって縫って届けたら、とても喜ん

でもらえてうれしかったって言うのです。 

そこで、私の方からもう一歩踏み込んで、

「縫っている最中は、どんな気持ちがした

の？」と聞きましたら、こう言うのです。仲

良くしてくれたおばあちゃん、おじいちゃ

んの顔が浮かんできてうれしかった。届け

たらやっぱりすごく喜んでもらえて、とて

もうれしかった、と言います。 

それに対して、高齢の方々がお返しにマ

スクを縫ってくださったのですが、この

方々にもどんな気持ちがしたのかお聞きし

たのです。 
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そうしましたら、こんな大変な時に、親御

さんたちも心配で仕方がなかっただろうに、

自分たちのためを思って子どもたちがマス

クを縫ってくれた。このことに、まずもう感

激をした。それだったら、私たちも子どもた

ちのために何かしなきゃということで、声

掛けをしたらこんなに集まってくださった。

ちょっと距離を取りながら、マスクをしな

がらだけれども、久々にみんなで集まって、

世間話でゲラゲラ笑いながら一緒になって

マスクを縫った。やっぱり縫っている最中

に子どもの顔が浮かんできたって言うので

す。そして、届けたら喜んでもらえた。こう

いうことができる自分たちに対してもやっ

ぱりうれしかった、という言い方をされた

のです。 

これは新聞報道にもなりましたが、やは

り相手のことを 慮
おもんばか

って、「何かしてあげた

い」と思ったわけですし、それから相手のこ

とを慮って「うれしい気持ちがした」といっ

ています。 

ここでちょっとまたまた英語になってし

まいますが、「Compassion」という言い方が

あります。この「Compassion」は、よく「共

感」と訳されますが、実は二つの部分から

なっていて、「Con(m)」と「Passion」とに

分かれています。 

「Passion」は一般に「情熱」や「感情」

と訳されますが、元々は「悲しみ」や「苦し

み」という意味なのです。「Con」は「共に

する」「共有する」と訳されますが、本当は

「分かち合う」という意味になります。 

ですから、苦しみや悲しみを分かち合う、

相手を慮って我がこととしてそれを受け止

めていく、ということが「Compassion」の基

本です。 

そういうことが起こる中で、相手のため

に何かしたい、そうすることが実は自分に

とっても良いことなのだという感覚を持て

るようになっているのではないか。それは

日本語でいうと「恩送り」のようなものなの

です。「恩返し」ではなくて「恩送り」。 

高齢の方々がなされたのは「恩返し」かも

しれません。送ってもらってうれしかった

からお返しをしたい、ということでした。で

は、子どもたちは高齢の方々にマスクを

縫って贈る時に、何か返ってくることを期

待していたのかというと、期待をしていな

かったはずです。 

おじいちゃん、おばあちゃんのために何

かしたいと思い、できることを探した。そし

て、マスクを縫って渡したらうれしかった、

喜んでもらえた。高齢の方々も、これにお返

しをするという形ですが、子どもたちにマ

スクを贈ったことによって、何か返ってく

るという期待をしていたわけではないはず

です。 

その意味で、もらった恩を次へ渡してい

くという言い方をします。恩を送っていく。

恩を返すのではなくて、送っていく。そんな

ことが起こっているということではないで

しょうか。 

しかも、何かのときにこういうことが起

こる。それは先ほど申しあげた、例えば被災

地の公民館で起こっていること、さらには

お互いに助け合っていこうと、いろいろな

関係のあり方を考えていく、そんなところ

にも起こっているのではないか。それが実

は、私たちがこの社会を作っていることの

基本なのだといわれたりします。 

ここで求められてくるのが、相手への想

像力、そして良いことに気づくということ

です。何かしたい、相手の身になって考えて

みたら、実はこんなことができるのではな

いかと思えていく。そんなことが子どもた

ちの中にも、高齢の方々の中にも起こって

いた。そうしたことを、私たちはやはり見て

おかなければいけないのではないかと思い

ます。 
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コロナ禍で大変だった。確かに人々が孤

立をし、新しい生活様式といってもなかな

か馴れない。そういう中で、私たちがこの社

会を作っていることの本質、人間的な基礎

といったりしますが、そんなことを垣間見

ることができたのではないか、とも思いま

す。 

実は昨夜こちらに伺ったのですが、久し

ぶりに来たので松本城を見ようと思い、何

も知らずに行きましたら、プロジェクショ

ンマッピングをやっていたのです。ちょう

どよかったと思って見ていましたら、こん

なことが起こりました。 

私の隣に若いご夫婦がいて、ちょっとヤ

ンキー風なのですが、子どもを二人連れて

来ていた。ご夫婦ともちょっと背が低くて、

前に人がいたので見えなかったのです。子

どもが下のほうで、「お城の屋根しか見えな

い」と言ってぐずっていたのです。そうした

ら、お父さんが何と言ったか。 

「ちょっと待っててね、我慢してね」と

言って待たせていると、プロジェクション

マッピングが始まってしまったのです。子

どもは「見えない、見えない」と言って騒い

でいる。そしたらお父さんが、「肩車してあ

げるからね。１回だけだよ」と言ったのです。

分かりますか、なぜ１回だけなのか。「ずっ

とじゃないよ、後ろの人が見えなくなっ

ちゃうからね」って言ったのです。 

ちょっと驚いたのですね。驚いた自分に

も驚いたのですけれども。こういう相手へ

の想像力といったことが、本来であれば普

通にあっていいことではないか。 

私はずっと東京にいますが、朝から不機

嫌な方々と付合っていると、どうもそうい

うことがどこかへ行ってしまう。喧嘩腰で

電車に乗っている方々を見ていると、「相手

のことを配慮しているのだろうか」といつ

も思うのですが、それが普通になってしま

うと、かえって昨日のような出来事に驚く、

というか感動する。さすがに松本だなと、一

瞬思ったのです。 

ただ、その一瞬思いながら、普通はこうな

のではないかなと思ったのです。そうした

ことが実は日常生活の中で起こっているの

ではないか。 

相手のことを慮って、お互いが気持ちよ

く過ごせるように良い環境を作ろうとする。

当然、お互いプロジェクションマッピング

を見たいでしょということなのですよね。

自分だけが見えればいいのではなくて、み

んなが見ることでお互いに楽しみましょう

よという関係ができていく。そういうこと

があるのではないか。 

 

 

２ 転換点の社会 

 

ここを押さえておいていただいた上で、

今の社会がどうなっているのかということ

なのですが、「転換点に入った」といわれて

もう長いのです。 

日本はバブルがはじけた頃、1992年、93年

ぐらいから、転換点だ、転換点だといわれて

もう30年経ってしまいました。その転換点

と呼ばれ続けたのが「平成」という時代です。 

最近うちの学生が「今年昭和99年ですね」

と言うのです。「来年昭和100年です。いつ

まで昭和なんでしょうか？」と。どういうこ

とかというと、「いや、なんかずっと昭和の

ような感じじゃないですか」って言うので

すね。「君ら平成の生まれでしょ？」と私が

言うと、「いや、年号はそうなんですけど…」

「平成ってあったんですか？」と言います。 

しかし、見てみれば「平成」って激動の時

代なのです。例えば２度の大震災があった。

これに関しては、ついこの間、ある著名な評

論家の方と対談したときに、こういう議論

がありました。 

関東直下型地震がもうじき来る、それに
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備えよ、と。実は昨年が関東大震災100周年

だったんですね。日本は関東大震災を機に

国の構造が変わり、人々の生活も大きく変

わった。我々は次に来る関東大震災に備え

よ。もっといえば、子どもたちをそういうふ

うに教育して、社会の変革に備えなければ

ならない、とその方はおっしゃったのです

ね。 

私は不思議に思ったのです。では、例えば

東日本大震災は大震災ではなかったのか。

または、その前の阪神淡路大震災、これも平

成時代に起こっていますが、大震災ではな

かったのか。 

国の構造が変わるから備えよといいます

が、大震災では、人がたくさん亡くなるわけ

ですよね。過去の関東大震災では変わった

けれども、東日本や阪神では変わらなかっ

たのか、と質問をしました。そうしたら「い

や、それは首都じゃないからね」と言われた

のです。 

ということは、日本の人たちは東京が何

か被害に遭わなければ変われないのか。さ

らにいえば、多くの人の命を犠牲にして初

めて変わることができるのか、ということ

を問うたのですが、答えてもらえませんで

した。 

何が大事なのかといったことが、どこか

に行ってしまっているのではないか。平成

時代に阪神淡路があり東日本があった。２

度の大震災を経てまでも、実は社会の構造

は変わっていない。学生たちに「いつまで昭

和ですか？」と言われるようなことになっ

てしまっている。 

最近、株価がバブル後最高値になったと

いわれていますが、バブルの当時、東京23区

の値段でアメリカの全土が買えるといわれ

たぐらいの経済力を持っていました。それ

が急転直下、株価が暴落をする。アメリカに

次いで２位だったＧＤＰが中国に抜かれ、

最近ではドイツに抜かれたといわれている。

このように規模で考えることがいいかどう

かは別として、経済発展という観点から見

れば、停滞したままになっている。 

さらに、地下鉄サリン事件があったり、東

西冷戦構造が終わったりと、いろんなこと

が起こっていたわけですね。それでも「この

社会は変わっていない」と、若い人たちが感

じてしまうのは一体なぜなのか。 

そうこうしているうちに、いわゆる危機

の時代、「根源的な危機の時代」に立ち至っ

てしまったといわれています。 

例えば今日も暖かいです。二、三日前、東

京は20度ぐらいあって、もう４月か５月だ

といわれた。私は一昨日まで北海道にいた

のですが、北海道は、これから農業はいいで

すよと皆さんが言う。これからマンゴーも

作ります、というくらい暖かい。 

この気候変動について、例えば東京大学

の名誉教授の岡村さんがこうおっしゃって

いる。50億年後には太陽が膨張するから、地

球が飲み込まれてなくなることは予測がで

きている。それから、本当にごくわずかな可

能性ではあるが、数か月後に天体衝突で人

類が滅亡するかもしれない。 

ただ、ほぼ確実なのはこれなのです。100

年後のこの世界で、日本は、私たちは、私た

ちの子孫は、毎年夏に40度を超えるような、

そして冬にはどか
・ ・

雪が降るような中で生活

をしなければならなくなる。 

なぜそうなってしまったのかというと、

人間の経済活動や生活のあり方がそうして

しまった。少しでもこの地球を冷やしてい

くことを考えるのであれば、今すぐに生活

様式を変えなければならない、というふう

にいい始めています。 

これはちょっと分かりにくい絵ですが、

一番右のところが1900年から比べて平均気

温が４度上がっている状態です。1.5度上

がって、そこを超えてしまうと後戻りがで

きないといわれていますが、今はもう1.3度
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から1.4度のところです。私の知合いの天文

学者たちは、今から変えないともう無理だ

ろうといっています。 

さらに、これは教育にも関わりますが、安

倍政権の頃に「ムーンショット型研究開発

制度」というものが作られています。「ムー

ンショット」というのは、月を射るように難

しいけれども当たればすごいですよという、

そういう研究開発ですが、32項目ぐらい出

されてきたのです。 

そのうち私たちに相談があったのがこの

８項目です。ほとんど理系の方々が考えて

いるので、文系的に見てどうですかという

相談がありました。 

今話題になっているChatGPTという生成

人工知能が出てくるより前の話ですが、例

えば、「どこでも医療アクセスの実現」とい

うものがあります。 

朝スマホで自分の顔を20秒ぐらい撮ると、

私の血圧、体温、脈拍、自律神経つまり交感

神経と副交感神経の動きが全て測定できる

仕組みがある。それを１回か２回撮ってお

くと、バックグラウンドで動いていきます

ので、「牧野さん、今日はちょっと情緒的に

乱れていますね」とか、「緊張していません

か」とか、スマホが言ってくれるのです。 

そうしてデータを取っていく中で、例え

ば血圧が高かったりすると、医薬品メー

カーに連絡が行って、そこで私向けの薬品

が調合されてドローンで飛んでくるように

なりますよ、と。もうかかりつけ医や薬局が

いらなくなるのではないかというようなこ

とが、もうじき実現できるということなの

です。 

教育という面から見て、これで何が起こ

るのかというと、「私が私であることを強く

意識しなくても、外部の人工知能が『あなた

ですよ』と言ってくれるようになる」という

ことなのです。 

こういうもので実用化されているものが、

すでにたくさんあります。例えばマッチン

グアプリなど、結婚紹介のアプリがありま

す。仮に私の年齢や性別、さらには学歴、職

業、自分の好きなことを入れていくと、「あ

なたはこういう人間です」と外部が言って

くれます。そして、あなたに合った女性はこ

ういう女性ですといって紹介してくれて

「マッチ度は99.8％です」とか言ってくる

わけです。 

そこまでマッチしている人を紹介されて

うまくいかないと、私が駄目な人間なのか

相手が駄目なのか、みたいなことになって

しまう。うまくいかなければもう１回やり

直しで、ゼロに戻してということになると、

何が起こるか。 

笑っていらっしゃいますが、笑ってい

らっしゃる方も、駆け引きをされてきたは

ずです。いかがですか。自分が好きになった

女性がいたとして、その人に振向いてもら

うために、手練手管を繰り出し、駆け引きを

されたのではないでしょうか。 

駆け引きをしてゼロであったものが10に

なり、20になり、50になり、80になり結婚と

なっていったものが、今は最初からマッチ

した人が紹介されて、ゼロか100ですと言わ

れてしまう。あなたはこういう人間ですよ

と外部が言ってくれるようになる、という

ことです。 

そうなると、常に完成品でなければなら

なくなってしまう。もっといえば、試行錯誤

ができなくなっていってしまう。そして、

「私が私である」といったことを強く意識

しなくても、外部のシステムが「あなたです

よ」と言ってくれるようになる。簡単にいえ

ば、自我や自己意識といったものが要らな

くなるかもしれない。そういう社会でよろ

しいか、ということなのです。 

アニメや映画でもありますが、職業など

も自分に合ったものを紹介してくれて、人

生を外部のものが決めてくれますよという
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ような社会がやってくるかもしれない。そ

うなると、個人の意思はほとんど問題にな

らなくなる。それがあと二、三十年でやって

くるかもしれない。 

これは国がいっていることですが、社会

変動のスピードが大きくなってきている。

今までは一生涯に一度、運悪く社会変動に

出くわして失業する、といったことが起

こっていたわけですが、これからは10年に

１度ぐらい、そんなことが平気で起こるよ

うな社会になってしまう。 

これはあとから申しますが、子どもたち

の平均寿命は100歳を超えていますから、彼

らは人生のうちで、10回ぐらいは大きな変

動に見舞われるのではないか、といわれ始

めています。 

そういうことの中で、今いろいろな政策

がコミュニティに下りてきています。 

日本の政策は、ある種の癖を持っていま

す。どんな癖かというと、国がイケイケどん

どんで、みんなが一つの方向に向かって動

いているときには、国土計画であったり経

済発展の計画であったりと大きなことを言

いますが、国の枠組みが動揺すると、すぐコ

ミュニティに手をつけるという癖です。 

例えば、明治維新で最初にやったのは、や

はり小学校を作って、草の根から社会を

作っていくことでした。それから、明治から

太平洋戦争の敗戦まで、日本は10年に１度

ぐらい対外戦争を繰り返し、そのたびに経

済が疲弊するのですが、そのたびにやって

きたのも全てコミュニティで始末をつける

という政策でした。戦後、新しい社会を作る

ときにも、公民館や社会教育を活用しなが

ら、コミュニティ活動を組織してきました。

さらに、高度経済成長が終わって社会が動

揺した時、これも明らかにコミュニティと

いう名前を使った政策が作られました。そ

して、バブルがはじけたあとも作られ、最近

もそういう形になってきています。 

総務省が、それから厚労省、国交省、経産

省、農水省までもが、コミュニティを焦点化

し、社会教育が大事なのだという言い方を

し始めています。 

一つだけ例を挙げますと、いま農林水産

省が農村ＲＭＯ、日本語にしますと「農村地

域づくり事業体」というものを作っていこ

うとしていて、私もそこのアドバイザリー

に入っています。 

何をやろうとしているかというと、農水

省はもう農山村、特に山村を維持すること

は困難であると考え始めた。一つは少子化・

高齢化、さらに人口減少、担い手不足です。

それからもう一つ、農業では食べていかれ

なくなっているということがある。 

ではどうするのか。廃村にすればいいの

か。そういう議論もありますが、農水省はそ

う考えていない。なぜかといいますと、日本

のこの国土の自然の豊かさは、人が手を入

れることによって保たれているし、多様性

がより豊かになっているということが分

かってきているからです。 

簡単にいうと、人が手を入れなくなると

力の強い木だけが大きくなり、上を覆って

しまうので下草が枯れ、とても単調な森林

になってしまう。それを人間が切って保全

をすることで、豊かな多様性が保たれてい

るということが分かっている。そうすると、

そう簡単に農山村は廃村にせよ、とはいえ

ない。では、どうしたらよいのか。農林業で

は食えなくなっている。 

そこで農水省がやり始めているのが、農
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業と文化、農業と観光、農業と福祉、そうし

たものを絡めて新しいライフスタイルを作

りつつ、農山村が維持できるような方策を

考えましょう、と。その時に大事になってく

るのが、社会教育や公民館活動なのだと

いっています。 

彼ら関係者も全国を調査し、農山村が活

発に動いているところは、実は社会教育活

動が活発だということを発見してきている。

住民の方々が自分たちでその村を治め、都

市やいろいろなところと交流をしながら、

新しい生活のあり方を模索している地域が

あることが分かってきている、ということ

なのです。 

そういうことの中で、各地でコミュニ

ティ政策が展開しているわけですが、もう

一つ、「戦争」がありますよね。 

今回の戦争も温暖化に貢献しているとい

われます。あれだけ大量の農地を焼いてし

まうわけですから、当然、二酸化炭素がたく

さん出ます。その意味で、彼らは温暖化に貢

献していると批判されていますが、しかも

そうしたものが今、ＳＮＳやスマホなどを

通して、子どもたちの掌に入ってくる時代

です。 

悲惨な状況が子どもたちの掌に入ってき

て、それによって動揺している子どもたち

が多くいることも分かっていますが、そう

いう意味では、先ほど申しあげたような大

きな社会変動、さらには根源的危機といわ

れるような気候変動の問題、さらに戦争と

いうようなことを、私たちは日常生活で引

き受けなければいけなくなった時代に生き

ていると、考えざるをえなくなっているの

ではないか。 

そういった中で、私たちがいかに新しい

生活をして、自立していくのかが問われて

いる。しかも、その自立は一人ひとり強い個

人が、俺が俺がと言って生きていく社会で

はなく、一緒になって協働していくような

社会のあり方を考えなければいけなくなっ

ている。そうなると、やはり「学ぶ」という

ことが大事になってくるのではないか、と

いうことなのです。 

 

 

３ 人生100年時代の到来 

 

さらに、人生100年時代が到来しています。

今年高校３年生の子どもたちの予測平均寿

命の中位数は107歳。これは世界的によく知

られていることです。特にリンダ・グラット

ンさんの『LIFE SHIFT』の中で紹介されてか

ら有名になりました。今年生まれた子ども

たちの予測平均寿命は112歳だそうです。人

間の限界が120歳だそうですから、もうほぼ

限界に近づいているのです。 

そこまでいかなくても、2016年の数字で

死亡最頻年齢、一番たくさん亡くなる方々

は、もう91歳なのです。そこを超えないと長

生きとはいわないという社会に、私たちは

入っている。 

いかがですか。まだ大丈夫ですね？ 私

もあと、どうでしょう、20数年、30年近くあ

りますけども。 

人口構造がこうなることは、もう皆さん

ご存知のとおりです。あのピラミッドと呼

んできたものもピラミッドではありません。 

あと30年経つと子どもは全体の１割くら

い、高齢者は約４割を超えるという、そうい

う社会がやってくることが予測されていま

す。 

人口もこのように推移をしていて、今す

でに減り始めています。毎年ほぼ70万人ず

つ減っていて、もう少し経つと100万ずつ減

るという予測が出ています。今世紀半ばに

は１億を割り込み、今世紀末には約5,000万

人になるだろうといわれています。 

（グラフの）反対側の山の斜面を見ると、

明治維新から今年が157年なのです。明治維
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新以降、急速に人口が増えた。 

これには理由があります。簡単にいえば、

経済発展をして、栄養が行き渡り、さらに医

療も発達し、環境が改善されたということ

なのですが、実はもう一つ理由があります。

戦前の人口増は多産によるものなのです。

たくさん子どもを産んだのです。戦後の人

口増は、少子化ですけれども長生きになる

ことによって増えた。 

この推移を見て悲観的になり、もう駄目

だという議論がずっとあったのですが、

ちょっと見方を変えるとどうでしょうか。 

これは日本人の平均寿命の伸びです。戦

後70年間で約35歳延びています。明治期・大

正期の人口急増期には、平均寿命は約40歳

で、ほとんど変わっていません。終戦直後で

も50歳ぐらいでした。 

なぜかは、お分かりだと思います。明治・

大正期は子どもがたくさん亡くなる社会で

あり、戦争を繰返していましたから、若者を

消費する社会であった。しかも、経済発展の

果実が国内に回ってこない。簡単にいえば、

みんながお腹いっぱい食べられたり、栄養

を改善したり、医療を発達させたりするこ

とが十分にできなかった社会。そこで多産

であることによって人口が増えたけれども、

平均寿命は延びませんでした。 

戦後はどういう社会かというと、約80年

間戦争したことがない国、稀有な国だとい

われます。経済発展の果実を、人の生活の向

上に使うことができた社会に、私たちは生

きています。 

栄養が改善され、医療が改善・発展し、生

活環境がきれいになって、衛生的になった

ことよって、みんなが長生きする社会を

作ってきたのです。これは悲観的になるべ

きなのかというと、ある意味では、よい社会

を作ってきたということなのですね。 

今度は逆に見ます。乳児死亡率を取りま

すが、どういう数字かといいますと、新生児

1,000人あたりで、１歳前に死んだ赤ちゃん

の数です。現在、日本は1.9人で、世界で一

番少ない国の一つです。 

今回のコロナで、よく100年前と比べられ

ています。100年前はちょうどスペイン風邪

の頃ですが、この頃は約10人に２人の赤

ちゃんが１歳にならなかったのです。いま

や1,000人に２人なのです。本来、これはゼ

ロになるのが一番いい数字ですけれども、

残念ながら生物学的にゼロにはならないと

いわれていています。 

いまや日本は、子どもが生まれれば、特別

な事情がない限り、ちゃんと大人になれる

と、誰もが信じ込むまでもなく普通に思え

ている社会になった。 

皆さんいかがですか。お子さんをお持ち

の方で、お子さんが生まれた時、「いや、こ

の子は大きくならないかもしれないからも

う一人」と思った方はいらっしゃいますか。

多分いないと思います、 

その意味では、ごく自然に子どもは大人

になれる社会を作ってきた。いい社会のは

ずです。たくさん産まなくても、自分の家族

がつながっていくし、社会がつながってい

くと思える社会を作ってきたということな

のです。これが少子化の大きな要因です。 

そうした中で、今まで産め産めと言って

いた経産省が何といっているかというと、

もういいんじゃないですか、と。いい社会を

作ってきたのだから、名前を変えましょう

よといい始めた。「超高齢社会」というから

何となく悲観的になってしまうのであって、

「健康長寿社会」と名前を変えたらどうで

すか、といい始めているのです。 

さらに彼らは、明治維新から250年間の日

本の人口における年齢の割合を示す図をつ

くっています。これ実数ではありません、割

合です。これは、予測も入っていますが、三

つの部分に分かれます。左側と真ん中と右

側です。約80年ずつぐらいなのです。 
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少子化とは一体何なのか、私を例にお話

をしたいと思います。 

私は1960年の生まれ、今年64歳で、来年定

年ですが、ちょうどこの真ん中のところの

入口ぐらいに生まれています。私の両親が1

930年ぐらいの生まれです。私の祖父母が19

00年ぐらいの生まれです。だいたい一世代3

0年です。 

私が1960年に生まれて、少子化の世代で

す。なぜ少子化なのかというと、私はきょう

だいが私と妹しかいません。２人です。 

1930年に生まれている私の両親は、何人

きょうだいがいるかというと、私が知って

いるだけで15人います。母が９人きょうだ

いの真ん中で、父が６人きょうだいの５番

目なのです。 

すでに母も父も亡くなっていますが、母

が健在な頃に話を聞いたことがあるのです。

９人もきょうだいがいるあなたが、なぜ２

人しか子どもをもうけなかったのかと聞い

たら、何と言ったか。 

「あんた大人になったじゃないか」って

言うのです。当時は、跡取りとして男の子が

欲しかった。だからまず男の子が生まれる

まで産み続けたのです。私の父を見てみろ

と。６人きょうだいの５番目で長男。ですか

ら、上４人が女なのですね。とにかく男の子

が産まれるまで産み続けた。 

今の時代だったら男の子が産まれれば、

「これで安泰だ、もうこれでいいだろう」と

なりますが、当時は「死んじゃうかもしれな

い」と思っていた。周りもきょうだいが10人

ぐらいいたけれど、２人や３人亡くしてい

るのだ、と言うのです。実は母も上に２人兄

がいたのですが、母が生まれる前に亡く

なっている。そうすると、男の子が産まれて

も安泰ではないので、普通はこの子たちが

小学校に上がるぐらいまでは産み続けた。

そこに女の子が入ってきてしまうと、うち

みたいにいっぱいになるんだ、って言うの

です。 

だけどあんたの頃は、と言うのです。私が

生まれた頃は、子どもが死ぬなんて考えた

こともなかった、と。だいたい一男一女もう

ければ幸せだといわれていた。うちも私と

妹が生まれて一男一女で、もうこれでいい

よねってことになったのです。 

私も子どもが２人しかいませんから、少

子化の世代が少子化で、どんどん減ってい

くことになる。 

そういう社会だった。簡単にいえば、死に

やすいからたくさん産んできた。いまや、

ちゃんと子どもが大人になれるということ

をすごく素朴に感じられる社会になり、た

くさん産まなくても大丈夫になってきたの

だ、ということです。これが、少子化の根本

的な要因です。 

しかし反面で、今は産みたくても産めな

い方がいらっしゃることも分かっていて、

これは政治の問題ですから何とかしなけれ

ばいけませんが、少子化が必ずしも悪いこ

とではないし、何か怠けているからそう

なったということでもないのです。 

みんなが長生きする良い社会。子どもが

亡くなるのは悲しいし辛いし、何とかした

いといって社会を変えてきた結果、子ども

が死なない、そして少なく産んでもつな

がっていく社会を作ってきたということで

すから、ある意味ではとてもいいことでは

ないでしょうか。 

さらに例えば、私の母方の祖母の話をす

ると、11人子どもを産んだという人生は、ど

のような人生だったのでしょうか。15歳で

結婚しています。統計上の子どもは14歳ま

でです。子ども期を終えると15歳で結婚し、

16歳から子どもを産み始めて、11人目を33

歳で産み終えています。計算するとすごい

ですよ。１年半に１人ぐらい産んでいるこ

とになりますから、毎年お腹に赤ちゃんが

いた感じになります。 
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グラフの真ん中に赤い線が入っています。

（40ページ参照）これは50歳の線です。どん

な意味があるかというと、最後の子どもが

自立をする年齢に入る。例えば、その子が結

婚して家を離れる。就職をして離れる。祖母

を例にすると、33歳で産んだ子が17歳にな

り、家を離れていくような年齢に、親がなっ

たということです。 

見ていただくと分かりますが、50歳を超

えてからの人生のある方が、こんなに少な

い社会だったということです。つまり、子ど

も期を終えると家庭を持たされて、出産と

育児と家計の維持で一生懸命になって、子

どもが手を離れた、ああやれやれ、これから

私の人生だと思ってふと気がつくと、もう

人生残っていませんというのが、この時代

の生き方だったということです。 

私の祖父も働いていましたし、自分で家

業を持っていましたが、私が生まれた時に

はもう亡くなっていて、生きていれば60歳

であるはずでしたが、いませんでした。です

ので、私は祖父の顔を写真でしか知りませ

ん。そういう時代だったのです。 

言い方を変えると、子ども期は親元にい

ますから当然家庭の中にいて、自立をして

も家庭の維持で一生懸命になって、一生を

終えてしまうような人生の方が多かっただ

ろうということなのです。 

では、これからやってくる社会はどうか

というと、今多くの女性が働いていて、学歴

も高くなっている。35歳ぐらいで１人目か

２人目を産んで、産み終えていて、または産

まない方もたくさんいる。50歳になった頃

に、その子たちが高校や大学に入って手が

離れていく。家庭の維持は全自動の機械で

あったり、様々な社会サービスがあったり

するので、過去ほど大変ではない。 

そうすると、多くの女性が社会で活躍で

きるような条件が整ってきた。しかも50歳

を超えた方のほうが多い社会というのは、

自分の時間やお金、さらには様々な価値を

持った方々が社会で活躍できるということ

でしょう。そうしたものをうまく活用でき

るような社会システムに変えていけば、

もっとこの社会は豊かで、もっと人々がい

きいきと生きられる社会になっていくので

はないでしょうか。 

それを過去のちょうどこの図の真ん中の

辺り、私たちの子どもの頃から高度経済成

長のような形で、規模を拡大していくとい

うふうに考えていくと、高齢の方が増えて

いく社会というのは、また人口が減ってい

く社会というのは、負担が大きくなると考

えがちですが、もっと価値が多様化し、もっ

と違う生活の仕方ができるのだと考えるこ

とによって、新しい社会が見えてくるので

はないか、ということですね。 

 

 

４ 「かかわり」が大切な社会へ 

 

そうしたことの中で、今何が問われてい

るかというと、一つは「かかわり」というこ

とです。 

今、高齢化社会ですから、高齢の方々の死

亡リスクに関する研究が増えてきています。

運動と栄養と社会参加は、以前から死亡リ

スクを減らすといわれていますが、これが

どれくらい有効なのかを検証した10年間に

わたる追跡研究の結果がこの図です。とて

も簡単でシンプルな答えが出てきています。 

運動というのは、どこかフィットネスか

何かに行って、毎日、身体にすごく圧力をか

けるということではなく、散歩かジョギン

グ程度。栄養についても、少し減塩するなど

ちょっと気を付けるぐらいです。さらに社

会参加も、ちょっと町内会の活動に出てみ

るとかその程度です。 

そういった習慣がない方の死亡リスクを

100とすると、運動と栄養によい習慣がある
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方のリスクは３割下がる。さらにそこに社

会参加が加わると、５割下がるという結果

が出ました。 

しかも、このあとの追跡研究があって、運

動の中のどんな要因が、栄養の中のどんな

要因が、社会参加の中のどんな要因が一番

死亡リスクを下げるのに有効なのかという

ことを検証していくと、実は全てに渡って

良好な人間関係がある方のほうが、死亡リ

スクが下がるという結果が出たと報告され

ています。 

それを受けたのが、こういう研究です。ご

飯の食べ方と死亡リスクに関する研究なの

です。家族と同居していて、一緒にご飯を食

べている方々の死亡リスクを１とすると、

という研究です。 

男女とも一番右の方々が高い。一人暮ら

しで、一人でご飯を食べているとリスクが

高まっています。 

ただ、もっと高まっているところがあり

ます。特に男性です。家族と同居しているの

に一人でご飯を食べている人の死亡リスク

は、約１．５倍になるという結果が出ていま

す。しかも、これを統計処理すると、ここだ

けに＊印がついています。簡単にいうと、こ

こだけ意味がある違いですよということで

すが、お分かりになりますか。 

よく冗談で言うのですが、ご主人に早く

逝っていただきたい奥さんたちは、ご主人

に一人でご飯を食べさせておくと早く逝っ

てくれるそうですよ、と。そういう結果が出

たということなのです。身に詰まされてい

る方はいらっしゃいませんか。奥様に「私忙

しいんだから、あんた一人でご飯食べとい

て」とか言われていませんか。 

そうしたら実は、男女ともリスクが減っ

ている方いらっしゃるのです。一人暮らし

だけど、仲の良い友達とご飯を食べている

と、死亡リスクが減るということが分かっ

てきています。しかも、男性の方が減り方が

激しい。ということは、奥様に冷たくされた

ら友達とご飯食べてください、と、そういう

話なのです。やっぱりいい関係があると長

生きです。 

これはアメリカの研究やシンガポールと

の共同研究でも全部同じ結果が出ています。

アメリカの研究は、例えば喫煙者と非喫煙

者では、当然喫煙者の方が寿命が短いので

すが、喫煙者でもいい人間関係がある方の

ほうが長生きであるという結果が出ていま

す。その意味では、良好な人間関係が生き死

にに関わっていることが分かってきた、と

いうことなのです。 

さらに、こういう結果が出ています。今度

は頭、認知能力のことですが、私たちが知っ

ているのは、この山型になっている能力で

すね。これは記憶力を基本にした、今までの

工業社会で役に立つ力です。学校で教えら

れたことを一生懸命覚えて、それをテスト

や社会生活で出していくという形で使われ

る能力です 

この能力は訓練すると伸びますし、年齢

とともに上がっていきますが、40歳から50

歳を超えると、脳の構造上、下がっていって

しまうことが分かっています。ですから、今

までの経済の在り方では、定年があります。 

私たちも、ゼミ生の顔と名前が一致しな

くなったら定年といわれていますが、私も

怪しい。一回会っただけでは覚えられなく

なっている。来年定年ですよということに

なっているわけですが、そうではない力も

あることが分かってきた。 

二つあります。言語運用能力と、それから

対人関係の形成能力、または生活上の問題

解決能力といわれているものです。言い方

を変えると、口うるさくなるだけという話

もありますが、これらは良い人間関係があ

ると一生涯伸びるのではないか、また、この

能力があると、良い人間関係を作るのに貢

献できるということがいわれ始めています。 
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短期記憶といわれている記憶力は、いま

人工知能が全部やってくれる。一生懸命覚

えても敵わないのですね。だけど、言語運用

能力や対人関係形成能力は、今のところ人

工知能にはできないといわれていて、むし

ろこういう力を使って社会で様々に活躍で

きるような仕組みに変えていくことによっ

て、人工知能と共存できるのではないか。

もっといえば、高齢の方々も活躍できる社

会になるのではないか。 

さらに、こういうこともいわれています。

ボランティアの経験は、大学生のメンタル

ヘルスにとてもよく、高齢の方々もボラン

ティア活動をしていると、鬱になる率が下

がるといわれています。 

さらに子どもたちも、幼い頃からボラン

ティア活動をして、ある意味大人の中で揉

まれていくと、社会貢献意識が高まり、将来

的に誰かのために何かしたいという気持ち

を強めることが分かってきています。 

大人とうまく関わっていろんな活動をし

ていくと、まず自分を大事にしてくれた大

人に対する信頼感が生まれ、その場所を提

供してくれている地域社会に愛着や誇りが

生まれ、最終的に自分が生きている社会や

国に対する誇りを持つようになる、そうい

う言い方がなされ始めています。 

さらに最近、医療でも社会的処方という

言い方が出てきている。医療行為の中で対

人関係を整えることによって、いわゆる病

態を安定させるという手法がとられ始めて

います。 

例えば、睡眠障害で夜寝られないんです

といってお医者さんに行くと、今まで睡眠

薬をくれたのが、この新しい考え方ではそ

うではない。「どこにお住まいですか」と聞

いてくださって「どこどこです」と言うと、

地元にこういう活動している団体があるの

で参加してみませんか、ボランティア活動

をやったりウォーキングやったりしていま

すから、と言う。一緒にウォーキングへ行く

と体も動かしますし、参加するといい関係

ができてくる。いい関係ができてくるので、

精神が安定して眠れるようになっていくし、

薬を出すまでもない。そういうことが言わ

れ始めているのです。 

さらに、人生を終える最後のところも、私

の知合いの癌の訪問医たちが始めています

が、いま病院は最後まで置いてくれません

ので、病院を出されたあと、公民館や空き家

を使って、地域で良い人間関係を整えて、共

感的な関係で一緒になって生活ができる場

所を作っていく。そうすると、最後を迎える

時に、いろいろあったけども、いい人生だっ

たなと思って終えられるということが分

かってきている。そうしたこともきっちり

処方していかなければいけないといい始め

ています。 

人は「かかわり」の存在でもある。今まで

は「量」をベースに考えていた社会でしたが、

これからもっと「質」のことを考えていく。

しかも、その「質」にはいろいろあるのだ、

多様でいいのだということになっていく。

そんなことを考える必要があるのではない

か、ということなのです。 

 

 

５ 人は何が大切なのか 

 

そういうことの中で、一体私たちは何が

必要なのか。 

例えば過疎化の問題について、知合いの

明治大学の小田切さんという方が、こんな

ことをおっしゃっています。 

「過疎地では三つの空洞化が起こる」と

おっしゃるのです。一つは「人の空洞化」で、

人が減っていってしまう。過疎化です。二つ

目は、土地が使われなくなるという意味で、

「土地の空洞化」が起こる。耕作放棄地の増

加です。三つ目は、集落機能が低下していく
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ので、「集落の空洞化」が起こるというので

す。小田切さんは、普通はこの三つが起こる

とその集落は駄目になってしまうと思うで

しょう、というのです。 

だけど、彼は全国の集落を歩いていて、い

や、実はそんなことはないんですよという。

一生懸命生き延びようとしているのです、

と。ただ、どうしても駄目になってしまう時

が来る。いつかというと「諦め」が来る時で

す。「誇りの空洞化」が起こると、ガタガタ

と悪くなって、放棄されてしまい、無住化し

てしまう。集落が消えてしまう、といったこ

とが起こる。 

そのため、「人の空洞化」や「土地の空洞

化」「集落機能の空洞化」が起こる過程で、

誰かが寄り添いながら支えていく関係を

作っていくと、その集落は持ちこたえてい

きます、ということをおっしゃっています。 

これは、ついこの間、先ほどの農水省の事

業で全国からいろいろな地域の方に集まっ

ていただいた時にも言われました。 

「行政っていうのは、今までは水道の蛇

口みたいなものだった」って言うのです。

「ひねれば補助金が出てくる。だけど、都合

が悪くなると上水で止められてしまうんだ」

と。そうすると、我々は干上がってしまう。 

それを何とかしようと次に出てきたのが、

マラソンの給水所みたいな行政です。困っ

ていると訴え続けると、給水所がやってき

て水をくれた、って言うのです。 

最近また金がなくなっている。そこで何

が起こったかというと、補助金漬けになっ

ている状態で、補助金が止まると死にます、

と言っていました。給水所で水を飲んでき

たけど、もう１回苦しくなって給水所があ

るかなと思っていても、「ない」となってし

まうと、そこで倒れてしまいます。 

では、本当に必要なものは一体何です

か？と聞いたら、何とおっしゃったか。 

「伴走です」とおっしゃいました。「マラ

ソンで一緒に走ってくれること。お金では

ありません」って言うのです。簡単にいえば、

一緒に走って、一緒に悩んで、考えてくれる

こと。そして、いつまでも自分たちがそこの

主役なのだと思えるように支えてくれるこ

と、それが大事なのだと。 

つながりが切れてしまっても、行政が関

わることで、様々なサービスを提供してく

れます。これは大事なことです。ですが、そ

れがあまりにも過度になってしまうと、受

ける側はある意味では受けざるをえなく

なっていくし、お客様化してしまう。消費者

になってしまう。「もっとくれくれ」になっ

ていってしまう。なぜかといえば、それは

「楽」だからです。これを責めることはでき

ないと思います。 

ですが、気が付いてみると、もらうことし

かできなくなっていて、一旦それが切られ

てしまうと、もう自分では何もできなく

なってしまっているという状態ではないで

しょうか。 

本来、私たちはそこに生きることによっ

てプライドを持っていますし、当事者性と

いうものを持っていて、自分ならこれがで

きるよ、といったことが分かっているはず

です。そうすると、自己有用感、役に立てる

のだという気持ちが湧いてきていて、それ

がさらに誇りにつながっていくので、自分

たちでやろうする、ということが起こるは

ずなのです。 

最初に申し上げた「Well-being」につな

がっていきますが、「行政サービス」という

言い方をして、「何か渡しますよ」「やって

あげますよ」という関係にどんどん入って

いくと、それを受けることしかできなく

なっていく。それは言い方を変えれば、生き

る意欲を奪ってしまう。少しきつい言葉で

すが、そういうものは「生きる意欲を奪う暴

力」ではないか、ということなのです。 

それに対して、やはり私たちは、自分がプ
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ライドを持って生きている、そのことを認

めてほしいわけですし、認められることに

よって、これができるよ、あれができるよっ

ていうふうになっていく。そんなことが本

当は起こるのではないかということなので

す。そこに自治の問題が関わってきますし、

そうなっていけば、問題が起こりにくい社

会ができてくるのではないか。 

例えば、「コロナ禍で孤立が…」といいま

すが、コロナ禍で孤立したわけではなく、孤

立していることが、コロナで露わになった

と見たほうが良いのではないでしょうか。 

そうすると、孤立していない状態をちゃ

んと作っておけるかが問われるので、むし

ろ良い関係、それは簡単にいえば自分たち

でちゃんとできるよという関係にしていく。

そこに自分が誇りを持てたり、人々との良

い関係の中で楽しんだり、嬉しくなったり、

そんなことが起こるということが基本では

ないか、ということなのです。 

さらに、それには文化というものも関

わっている。この間、平田オリザさんという

劇作家の方にお話を聞く機会があったので

すが、平田さんもよくおっしゃるのです。 

例えば、いろんな事件や震災が起こると、

文化芸術は不要不急のものだからといって

予算が切られていってしまう。強烈な不満

があるとおっしゃるのですね。 

だけど、結局、不要不急で、お金を回すべ

きところが他に出てくるので仕方がないで

すよねって話をしていましたら、こんなこ

とおっしゃるのです。 

我々がやっているような舞台にお金を出

すのは確かにそうかもしれない。だけれど

も、我々のこの舞台芸術が発展をするため

には、お金以外にもっと大事なものがある

のだと。 

何かというと、地元の伝統芸能や伝統行

事、お祭りなのだと言うのです。そうしたも

のがしっかり発達をしていないと、その上

にある高等芸術といわれているようなもの

は発展しませんと。 

簡単にいえば、それは各自治体がきっち

りと地元の文化を育成できるかどうかとい

うことに関わっている。その意味でお金と

いっているのだ、というのですね。そういう

ものまで、不要不急だといって、切ってし

まってよいのか、ということです。 

それはよく分かる話なのです。例えば、東

日本大震災の後、私は半年後に現地へ入っ

て、約３年間地元の方々に伴走してきまし

た。学生たちを連れて毎月１度、３日から１

週間ぐらい訪れていました。 

日常生活が回復してくる過程で、地元の

方々が何とおっしゃるかというと、獅子舞

のような虎の舞があるのですが、その「虎舞

がやりたい」と言うのです。そうすると、外

部から入っていたボランティアの方々が叱

るのです。何言っているんですか、こんな大

変なときに遊びなんて、と。 

違うのですよね。虎舞をやること、自分た

ちがその地域でつないできた虎舞ができる

のだといったことを表現することで、お互

いの関係性を確認し合いたいということが、

まずあるのです。さらに、そうしたことを通

して子どもたちを育成し、自分たちがコ

ミュニティを新たに作って行こうという気

持ちを一つにしていきたい。こういうので

す。 

それは先ほどの「恩送り」と同じなのです。

何か見返りがあるわけじゃない。一生懸命

やることで、みんなが喜んでくれることが

自分の喜びになり、つながっていくことを

再現したいということなのです。 

それで、私も学生たちにお囃子や太鼓、笛

を習わせて一緒にやってきましたが、そう

すると、お互いに尊重し合える関係ができ

てきて、そして受け止め合っていくことに

なる。 

「共通善」と書きましたが、みんなにとっ
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て良いことが分かってくる。みんなのため

に良いことをすると、自分のためにも良い

ことなのだといったことが分かってくるよ

うになる。自分への見返りを期待しなくて

も、どんどんやりますよといって、次へ進ん

でいくのです。 

それが自分の出番を準備してくれたり、

居場所を作ってくれたりする。お互いに認

め合い、巻き込み合っていく形でさらに尊

敬し合う関係ができて、結局良い関係がで

きていく。 

そうしたことを社会教育がやってきてい

るし、公民館活動がやっているのではない

か。社会の基盤を「耕す」という言い方をし

ますが、社会教育はそういうことを担って

いるのではないか、ということなのです。 

 

 

６ 社会教育の概念を問う 

 

そして社会教育の概念も今、少しずつ変

化してきています。 

今までの教育は、教育行政という範疇
はんちゅう

の

中で、学校教育と家庭教育支援と社会教育

という、例えば場所によって分けてきたと

いうことがあります。 

それに対して、昨年６月に出された教育

振興基本計画では何といっているかという

と、基本コンセプトとして、「持続可能な社

会の創り手」の育成。持続可能な社会を創ら

なければいけないので、担い手ではなく、そ

の社会の創り手を育成していくということ。

それと先ほど申しあげた「ウェルビーイン

グ（well-being）」が出てきます。 

そして、教育こそがまず先に進んで、教育

が社会を牽引していく、引っ張っていくの

だ、ということが明記されました。今までは

経済発展したあとに、お金を教育に回して

発展させるという表現が多かったのですが、

これからは教育を先に発展させなければこ

の社会を引っ張っていけない、という表現

に変わってきています。 

そして、社会教育について何といってい

るかというと、「『学び』を通じて人々の『つ

ながり』や『かかわり』を作り出し、協力し

合える関係としての土壌を耕しておく」と

いう表現が入りました。 

文学的な表現ですけれども、社会教育は、

学校や家庭という場所によって分けた言い

方ではなく、社会の基盤となるような人々

の関わりの土壌を耕しておくべきものであ

る、そういう営みなのだという言葉が入り

ました。そして「持続的な地域コミュニティ

の基盤となり、ひいては社会全体の基盤に

なる」といっています。 

社会教育が人間関係の土壌をちゃんと耕

しておくと、そういう土壌を持ったコミュ

ニティが、この大きな社会の基盤になって

いく。言い方を変えれば、社会教育こそがこ

の社会の中で日常的にちゃんと営まれてい

ないと、この社会は底が抜けてしまうので

はないですか、ということが書かれてある

ということになります。 

さらにこういっています。「社会教育は、

地域住民が共に学ぶものであり、地域コ

ミュニティ形成の営みという性格を強く有

している」と。教育とはいっているけれども、

それは教育や学びを通して、地域のコミュ

ニティを作っていくものであり、さらに防

災や福祉、産業振興、文化交流など、広義な

まちづくり、地域づくりにそれらは関わっ

ているのだといっています。 

ですから、いわゆる教育行政の範疇だけ

に収まるものではなくて、教育を基本にし

ながらも、私たちの日常生活全てに関わる

問題として、社会教育がちゃんとあるので

すよといったことが、初めて計画の中に書

き込まれました。 

そして、これらの一般行政施策は、地域コ

ミュニティがちゃんと維持されていてこそ
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機能する。当然ですよね、人々の関係がしっ

かりしていることによって、初めて行政が

様々な機能を発揮することができる。その

ための基盤として、社会教育が役割を持っ

ているのだということが書かれたことにな

ります。 

社会教育の概念や定義が変わってきてい

るということなのです。もう少しいえば、社

会教育が土壌を耕すことで、この社会が豊

かな基盤を作ることになり、それが防災や

福祉、産業振興、文化交流といった一般行政

がきちんとと機能することにつながってい

くのだということが書き込まれたのです。

少し踏み込んだ言い方をすれば、「一般行政

の社会教育化」というようなことがいわれ

ることにもなってくるということです。 

その基盤は何かというと、住民自治とい

うことになり、住民自治が大事だというこ

とになります。 

 

 

７ 地域をつくる公民館・社会教育 

 

そうしてみると、地域をつくる公民館、社

会教育ということになっていくわけですが、

今年は公民館構想78周年で、社会教育法が

制定されて75年になります。 

元々公民館はこういうものとして構想さ

れました。社会教育機関、社会娯楽の機関、

自治振興の機関、さらに産業振興の機関。次

が大事なのですが、次の世代を育成する場

所である、ということが最初の構想にある。

あらゆる社会教育、娯楽、自治振興、産業振

興、青年の育成を目的とした地域の中核機

関なのだと書かれてあります。 

そして、その後少し経ってから出された

『公民館図説』というものがありますが、公

民館の機能を体現した絵が６つ描かれてい

ます。簡単にいえば、公民館は社会教育機関

であり、戦後の新しい社会を作る民主的な

ことを勉強する場所でもあった。さらに産

業振興の場所でもあり、文化交流の場所で

もある。郷土を振興するための拠点施設だ

といい、さらにこれが描かれている。 

「村の茶の間」と書いてあるのですが、こ

れがいい絵なのでちょっと好きなのですけ

れど、囲炉裏を囲んで、おじいちゃんおばあ

ちゃんから乳飲み子まで描かれています。

和気あいあいとみんなで話をしている風景

ですが、よく見ると全ての世代が描かれて

いる。おじいちゃん、おばあちゃんが孫世代

までちゃんと面倒見ながら教育をし、育て

ていく場所なのだということが描いてある

のです。 

戦後、日本は７年間主権を失っていて、連

合国に占領されていました。その時に日本

人を教育するための映画が作られました。

ナトコ映画という映画です。約400本作られ

ていて、200本ぐらい見つかっているらしい

のですが、１本、『公民館』というのがあっ

たのです。これは当時の優良公民館を取材

して作った映画です。その中の一部分だけ

抜いてきたので、当時の公民館はどんな場

所だったのかご覧ください。 

 

※以下、映画ナレーション音声より 

菅田町（すがたちょう）公民館。 

おや、自転車が止まりました。 

この公民館では、パンを作っています。

風呂敷の中身は小麦粉でした。公民館に粉

を持っていくと、パンと取替えてくれます。

手数料が少し要りますが、それはこの事業

の維持費になります。公民館は、儲け仕事

をしたり、個人の商売と競争することはあ

りません。ここの公民館でパンを作ってい

るのは、食べ物の改善運動のためであり、

また菅田町が深い山奥で、パン屋の店がな

いからです。 

パン屋の隣は、歯医者さんです。この町

には歯医者がいません。公民館では日を決
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めて、遠い隣町の歯医者さんに来てもらっ

ています。 

その隣の部屋は、おやおや、パーマネン

ト屋さん。これでさっきの娘さんの髪の謎

が分かりました。町にはまだ美容院がない

ので、公民館がこのような仕事をしている

わけです。 

それではあの娘さんのスタイルの秘密

もここにあるかな。ははあ、これこれ、公

民館の青年学級の講座。 

菅田町の新しい姿は、ここから始まるの

でしょう。 

乳牛を飼うようになったのも、公民館の

世話したことでした。 

菅田町の公民館を造るためには、町で

持っていた林の木を売払って、その金で費

用を作りました。そのために裸になった山

に、今新しい苗木を植えています。この苗

木は大きくなって、さらにより良き公民館

を作ってくれることでしょう。 

ここの公民館には、附属の図書館があり

ます。誰でもここに来て、自由に本を読む

ことができます。農村の人々は本を読みた

くても読めないというのが一般の実情で

すが、こうした設備ができて、熱心な読書

家がたくさんできました。また、ここの本

は、自由に貸出しもしています。ただし、

手数料１円也を納めます。 

図書館の２階は会議や集まりのために

使われます。大勢集まっています。何をし

ているのでしょう。公民館の俳句の集まり

です。みんな楽しそうに俳句の互選をして

います。どうですか、いい句ができました

か。ちょっと見せてください。 

ここではまた独特の結婚式を行ってい

ます。全国の公民館の多くは、結婚改善の

ために努力し、衣装道具を備え付け、特定

の宗教だけを支持するということなく、式

場として使うようにしています。 

だが、菅田町では新しい形の式をつくり、

それを実行しています。農村では、特に結

婚には金がかかり、無駄が多いと分かって

いても、今までのしきたりを変えることが

容易ではありません。式の内に新郎新婦は

誓いの言葉を述べ、結婚記念録も既に幾組

かの署名のある後に、２人の名を記して新

しい人生の出発をします。 

（ナトコ映画『公民館』） 

 

いかがだったでしょうか。これは、岐阜県

の菅田町（現：下呂市）というところですね。 

公民館というのは、生活の最先端の姿を

見せてくれる、希望が抱けるような、そうい

う場所だったのではないかなと思います。

しかも、次の世代をちゃんと育成をしてい

くという場でもあった。その後、当然社会が

変わってきますから、役割もどんどん変わ

り、今のようになってきたということかも

しれません。 

その中で、私たちがちゃんと考えておか

なければいけないのは、例えば、今の飯田市

竜丘地区、当時竜丘村の公民館報第１号で

こんなことをいっています。 

公民館には観客は１人もいない、と。 

どういうことかいうと、みんなが主役を

張ろうとするし、みんながより良い劇を作

ろうとして、脚本家になったり、舞台を作っ

たり、道具を作ったりする主役なのだ。傍観

しているような観客は一人もいないのだ、

といっているのです。 

やはりそういう受け止め方、これは言い

方を変えれば、自治のあり方を示している

と思います。 

自分たちで自分たちの村のあり方を考え

て、自分たちで地域を作っていくのだ。誰一

人として傍観者ではいられないのだ、と

いっているのです。そんなことを私たちは

ちゃんと受け止めていかなければいけない

のではないかと思います。 
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９ 松本市町内公民館に見る公民館の可能性 

 

私たちが入れていただいた皆さんの町内

公民館から、何を学べるのかということで

すが、先ほど申しあげたように、新型コロナ

の影響で途中３年間ブランクがあり、計６

年をかけて調査に入らせていただきました。

最初の年に20地区、56館に伺った上で、最終

的に三つの町会が選ばれたことになります。 

調査結果としてはどうだったかというと、

それぞれに特色があるわけです。合併地区

もあり、当然地域の歴史や人口構造、役員選

出の仕方がそれぞれありますが、共通項も

あるのです。地域活動が活発になされてい

ることにかかわる共通項です。 

例えば、伝統的な行事があり、そこで皆さ

んがまとまれるような関わりの作り方があ

る。それから、キーパーソンがいらっしゃっ

たり、役員同士の仲が良かったり、町会が信

頼感や安定感というものを作り出している。

役員も輪番ではなく、きちんと説明をして

説得をしていく町会が活発に動いていたと

いうこともあります。 

もう一つあります。次の世代、子どもを

しっかりと受止めていて、子どもの数が多

い少ないにかかわらず、子どもを対象にし

た事業がたくさんあるということが共通項

として見えてきました。子どもを対象にす

ると、親世代も積極的に地域に関わるよう

になるので、活発に動いているという特徴

があるのではないかと思います。 

そして調査２年目から、鷹匠町町会（中央

地区）、新井町会（里山辺地区）、橋場町会

（安曇地区）がモデルとして選定され、何度

か訪問をしながら、地域の方々とのワーク

ショップなど、議論の場所をいくつか設け

て、私たちも勉強させていただきました。 

いろいろなワークショップをやってきま

したが、各町会の特徴として、例えば鷹匠町

は旧市街に位置付いていて、子どもの数は

とても少ないのです。ドーナツ化現象とい

いますか、松本市の中心市街地の人口がど

んどん減ってきている。しかも、高齢化も進

んでいて、子どもが少ない。けれども、町会

長を中心に、三世代交流会などの子ども中

心の活動がとても活発に行われている。民

生委員と何か一緒にやろうといって、子ど

も合宿を発案されて、一緒に動いてきまし

た。 

当然いろいろ問題はあって、町会長はア

イデア豊かな方なので、どうしてもトップ

ダウンになってしまう。そうすると他の役

員にやらされ感が出てきてしまう。 

ただ、こういう活動を行っていく過程で

何が起こるかというと、子どもや親の中か

ら「もっと私たちの意見を聞いてください

よ」とか、「我々の事情をちゃんと理解した

上で、町会として動けませんか」みたいなこ

とが上がってくるようになるのです。 

必ずしも上からの命令で進行していない

ので、良い関係ができてきている、というこ

となのですね。そうすると、子どもたちも自

分の意見を言えるようになっていくし、そ

れをちゃんと町会長や役員が受け止めるこ

とで、次の活動に生かし、やり方を転換させ

ていくという動きが起こっていました。 

さらに新井町会ですが、こちらは役員の

方々の仲がとても良く、結束力が感じられ

ました。ただ、新しく入ってこられた方が多

い地域なので、調査に入った当初、いわゆる

新旧住民の関係をどう調整しようかと悩ん

でいらっしゃった。これ、よくある話なのだ

ろうなと思っていたのですが、ワーク

ショップをやってみたら、どうもそうでは

なかった。 

旧住民の方々、新住民の方々、子どもだけ

でそれぞれワークショップをやってみて、

何が分かったかというと、新住民と旧住民

の間で何かわだかまりがあったり、対立関
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係があったりするのではなく、お互い遠慮

しあっていて、どうしていいか分からない、

というようなことが見えてきたのです。 

「どう声を掛けたらいいんだろうか」「旧

住民の方が楽しそうにお祭りをやっている

んだけど、我々新住民はどう手伝ったらい

いかわからないので口が出せないし、手も

出せない」と。 

さらに、子どもたちには、「この地域をど

う見ていますか、どう思いますか」という

ワークショップをやったのです。大人たち

は、例えば「交通の便が良い」とか「自然環

境が豊かである」とか、何となく生活の利便

性のような、外的なものをおっしゃるので

すね。子どもたちはなんと言ったか。「仲が

いい」「大人が子どもを大事にしてくれる」

といったことを言うのです。 

私たちが、「みんなのお父さんお母さんは、

自然環境だとか交通の利便性だとか言って

いるよ」と言うと、「えっ？」ってなるので

す。それは当然ですよね。生活環境が違いま

すから。子どもたちはそんなことより、

「だって大事にされているし、すごく仲良

いんだよ」って言ってくれるわけです。そう

いう町会です。 

当然、新住民の方々も子どもをお持ちだ

し、旧住民の方々も子どもを大事にしたい

と思っていることが見えてくるので、そこ

で今度は、子どもを中心にしながらお互い

が交流できるような仕組みがあるのではな

いですか、という話になっていくわけです。

そして、いろいろな取組みがなされてくる

ようになったということがあります。 

それから橋場町会ですが、中山間部で子

どもはいませんが、若い移住者の方々が増

えている。この若い移住者たちともワーク

ショップをやっていくと、若い方々は自分

たちなりの捉え方があって、地元の資源を

活用して自分たちの事業をやっていきたい

という議論がありました。旧住民の方々か

らすると、高齢化していく中で、彼らと一緒

にやっていくという議論もしにくいという

意見も出ていた。 

それでどうしようかといって一年が終

わってしまったのですが、2019年度、私たち

が関わらせていただいた上で、話し合う場

を何度か作っていただいた。 

お互いのコミュニケーションがうまくと

れていない。コミュニケーションが取れな

いとはどういうことかというと、お互いに

対する遠慮やお互いを理解できていないと

いうのが根本にあったのではないか。反発

し合っていたわけではなく、気づく必要が

あったのではないか。 

そうすると、例えば町会長さんが引っ

張っていくような今までのやり方から、も

う少し住民の方々に関わってもらおうとい

う動きが出てきたり、新住民の方々と一緒

になって、子どものために何かできないか

という議論が出てきたり、町会としてどう

こうというよりは、有志の団体で何かでき

ないか、といったことが出てきたりする。 

そういう意味では、地域住民の方々が話

し合う場所を持つということは、とても大

事だということが分かってきます。ただ、日

常生活の中で話し合う場を作るのは、なか

なか難しいのかもしれない。そこへ私たち

という外部の者、よそ者が入ることによっ

て、そういう場所を作ることができる。気づ

きを作っていくきっかけづくりができた。 

また、いわゆる町会単位の町内公民館と

いう仕組みのあり方と、それを地区に広げ

ていくときに、地区単位のあり方をどう考

えるのかといったことも、一つのネックに

なるのではないか。 

地域づくりセンターと福祉ひろば、それ

から地区公民館があって、それぞれの関係

性やあり方が問われていますが、それと同

時に町内公民館、または町会との関わりを

どう捉えていくのか。それがもしかしたら
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この松本市という大きな全体を考えるとき

に、とても重要な鍵になるのではないかと

思っています。 

本調査でモデル町会を決めていく過程で

何があったかというと、最初に20地区、56町

会を回らせていただき、それぞれにお話を

させていただいた上で、こんなことやるの

ですよね、という意識を持っていただいた。

ところが、２年目に、ちょっと失礼な言い方

をしますと、私たちとあまり関係がないと

ころで、モデル３町会が決められてしまっ

たのです。 

調査で訪問していない町会も入っている

のです。最初、私たちは反発をしました。議

論もしたことがないところが選ばれて、そ

こでまた新しくやり直さなければいけない

のですか、と。しかし、マスコミ発表もされ

てしまっていて変えられないということも

あり、２年目から、先ほどお話しした３町会

に入らせていただきました。 

そのような経緯があったので、１年目の

議論と２年目の継続のあり方が切れてしま

うのではないかと懸念したのです。どうし

ようかといろいろ試行錯誤しましたが、私

たちの頭の中にあったのは、ある種のＰＤ

ＣＡサイクルみたいなもの、新しい自治を

作るために、どうしたらいいか目標設定を

しながら、そこに動いていくための議論を

しようとしていたのです。 

共同研究１年目に試した結果、それがう

まくいかないので、今度はＲ-ＰＤＣＡと

いって、調査をかけて実態を理解しながら

次へ行きましょう、というやり方を考えて

いたのですが、１年目と２年目が切れてし

まったので、それができなかったのです。 

それで、２年目どうしようかというとき

に始めたのが、ＡＡＲという手法です。何か

目的設定をするというよりは、むしろ私た

ちが入れていただいて調査し、私たちが実

態を理解させていただくことを通して、地

元の方々が自分たちに気づきながら、可能

性を探っていくというやり方です。 

目的設定をするのではなく、むしろ何か

一緒にやりましょうよ、楽しそうなことが

起こるかもしれないということから始めて、

巻き込んでいくようなあり方として作って

いけないだろうか、ということになったの

です。 

私たちが（地元の方から）教えていただく。

すると学生たちが反応する。そんなことを

繰り返していくうちに、私たちも巻込まれ

ていって、「一緒に何かしましょうか」とか

「もっと、こういうことはどうですか」と問

いかけが来るような関係になっていく。 

私たちが介在することによって、例えば

「新住民と旧住民」や「役員と住民」といっ

た二者の関係が、私たちを含めた三者関係

に組替えられていく中で、「お互いにどうし

ましょうか」とか、「いや、仲が悪いと思っ

ていたけれど、実は遠慮していただけだっ

たんですよね」とか、そんなことが見えてく

るようになる。 

そして、お互いに気づいていく中で、じゃ

あ何をやればいいかという議論になり、当

事者性といっていますが、私たちも仲間に

入れていただき、一緒に考え伴走していき

ましょうか、という関係ができてきます。 

当然地元の方々も自分たちが気づかな

かったことに気づいて、「だったら、子ども

のためにこういうことやると、親も出てく

るんじゃないか」とか、親御さんたちの方か

ら「私たちはこれができますよ」と言ってく

るような関係が生まれてきた。 

そういうことを考える一つの例として、

先ほどお話をした岐阜県でのコミュニティ

スクールづくりですが、そこでもこんなこ

とが起こっていました。 

高齢の方々に対して、地元の良いところ、

それから自分たちの地元に対する思いを

語っていただくようなワークショップを
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やったのです。さらに中学生に対しても同

じことをやりました。 

この地域は、高度経済成長の頃に新規に

開発された、いわゆる新興住宅地であって、

地元の方にいわせると、モノレールが走る

はずだったのに騙されたとかいわれている

ような所です。山の近くにあってとても環

境の良い所なのですが、そこで自分たちが

いかに地元のふるさとづくりに頑張ってき

たかという話をされた。 

中学生に同じようにこの地域のことを聞

いたら、何と言ったかというと「自分たちは

ここが好きだ」と言うのです。 

「何で？」と問うと、「素晴らしい自然環

境があるから」と答える子が多かったので

すが、そのあとでこう言ったのです。「勝手

に自然がある訳じゃないんです。地元の大

人たちが環境をちゃんと整備をしてくだ

さって、今これがあるんです。だから僕たち

はここが好きなんだ」という言い方をした

のですよ。 

高齢の方々にそれをお伝えしたら、感激

されていました。ちゃんと見ていてくれた

ということを知ることができた。私たちが

関わらなくて放っておけば、たぶん高齢の

方々は、何だ、中学生は、と思っている。中

学生は思っていてもあまり口には出さない

から、お互い理解できていないかもしれな

い。 

だけど、お互いの思いや気づかなかった

ところを、こうだったんですよね、と言語化

し、話をしていく中で、皆さんが気づいてい

く。 

そうすると何が起こるかというと、高齢

の方々は、「子どものために一肌脱ぎたい」

というようになる。子どもたちは、「大人っ

てこんなにすごかったんだ」ということが

発見でき、もっと好きになる、といったこと

が起こってくるのです。 

そうしたことが、やはり今回の調査でも

起こっていて、お互いを意識していく関係

性ができてきたのではないかと思います。 

先ほど申しあげたことですが、誇りを持

てるようになっていくことが大事なのでは

ないか。地域が壊れていってしまうのは、そ

の地域に対する誇りを失い、自分に対する

自信を失ってしまうことが一番大きな要因

ではないか、ということなのです。依存して

しまうということが起こる。 

そして、それをもう少し上のレベルの議

論、例えば松本市、または松本の「地区」と

いう議論にしていくと、従来の「地区」の作

り方が、地縁関係や上から下へという関係

の中で物事を捉えていた面があったのでは

ないか。それが有効に働いた時期はあると

思いますが、むしろこの少子化・高齢化、人

口減少、担い手不足と言われているような

時代に入る中で、もう少しこの地縁団体や

地縁関係中心の設計のあり方を変えられま

せんか、ということを議論してきました。 

可能性はたくさんある。例えば、町会単位

で皆さん動いてらっしゃる。町内公民館が

ちゃんとある。そして、生活の場において、

やはり地域特性があるわけです。 

新しく入ってこられた方々もその地域に

いらっしゃるし、前から住んでらっしゃる

方もいらっしゃって、お互いに何となく遠

慮し、気づかないまま、負担感みたいなもの

だけが増えていってしまっている。だけど

何とかしたいという気持ちはずっと持って

いる。どこでうまく調整をしていくのかが

問われるのだろうと思うわけです。 

ある意味、複雑な関係というか裏腹な関

係というか、町会の活動を負担だよなと思

いながら、だけれど何とかしたいと思って

いる。そういうことの中で、何もできなく

なってしまっている。 

そうなると、やはりお互いに相手がそう

思っているのだといったことを見つけ出し、

気づいていく中で、共通項を作っていくこ
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とが大事になってくるのではないかと思う

んですね。 

そういったときに、先ほどの小田切さん

はこんなことを言っています。 

一つは、「暮らしのものさしづくり」とい

いますが、自分たちが何をしたいと思って

いるのかを共有しましょう。そうすると、自

分はこれならできるよという人が、絶対に

いるのだというのです。 

次に「仕組みづくり」の一環として、対話

する場所を作りましょう。町内公民館で週

に１回ぐらいみんな集まって、ちょっとお

酒でも飲みながら、居酒屋公民館みたいな

場所で、お互いに議論をしていくといった

ことがあるのではないか。 

さらに、少し生臭い話になりますが、地域

である程度経済が回ったり、お金が回って

いったりする。例えば、お祭りをやって少し

収入があったら、それが団体に還元されて

次の活動に展開していく、そういうことも

少しあった方がいいのではないか、とおっ

しゃるんですね。 

先ほどのＡＡＲは、元々ＯＥＣＤ（経済協

力開発機構）がラーニングコンパス、学びの

羅針盤と呼ぶときに使った言葉ですが、最

初のＡは「Anticipation」といって、「予測」

とか「予期」と訳します。少し裏の意味も

あって、良いことが起こりそうだと思って、

ワクワクしちゃうとかウキウキしちゃうと

いうのが「Anticipation」なのです。 

すると、当然「Action」次の行動が生まれ

てくるので、行動しながら「Reflection」振

り返る、あまり深刻に評価したり反省した

りしない。面白そうだと思ってやり始める

と、皆さん上手くいっているかどうか不安

になるので、当然振返りますよね。うまく

いっていれば、悪乗りしてもっとうまく

やっていこうと動いていくし、うまくいか

なければ少しやり方を変えて次へ行こうよ

と言えるような、そういう気軽な関係で回

していくことが、小田切さんがいう、村が再

生していくということにもつながっている。 

その意味では、モヤモヤしているわけで

すよね、皆さん自身が。何となくこれをやり

たいのだけどうまくいかない。何となく新

しい人たちと一緒にやりたいのだけど、ど

うしていいか分からなくて、モヤモヤして

いる。そこに第三者が入ったり、話し合う場

所を設けたりすることによって、言葉にし

ていくことができる。 

そうすると、「それならちょっとできそう

だよね」という話ができて、行動へつながっ

ていく。さらに、それを振返りながら次の新

しいことを考えて、次へ行こうよと一緒に

言えるようになってくる。 

「レジリエンス・ポイント」といったりし

ますが、ぐるぐる何となく回りながら、次へ

行こうねということが、起こっているので

はないか。これは、ＡＡＲの循環といわれて

いますが、循環よりはむしろ巻込み型に

なっているのではないかということです。 

このワークショップには、批判してはい

けないという決まりがありますから、お互

いに言いたいことを言い合うのですが、相

手のことを否定、批判はしてはいけない。 

そうすると、尊重しながら自分のことを

言って、お互いに納得できる関係になって

くるので、「次にこれやりましょうよ」「こ

こがネックだったんですね」「だったらここ

はお互い何とかしよう」という話になり、

「これから声掛合いましょうよ」と言える

ようになる。 

今回、私たちをうまく使っていただいて、

皆さん自身が自らの地域のことについて関

わっていけるような環境が作れたのだと思

います。 

その後、コロナ禍３年間を経て伺いまし

た。皆さん、久しぶりだねといって歓待をし

てくださいましたが、新井町会へ行って私

も驚いたのですが、町内公民館の壁に、コロ
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ナ禍前に子どもたちとＫＪ法でワークショ

プをやった時の模造紙が貼ってあったので

す。 

たぶん皆さんはこれを見ながら、子ども

たちはこの地域をこうやって見ているのだ

ということを思い返しながら、大人として

子どもたちをどうしたらいいだろうか、ど

う関わったらいいだろうかということを、

考えていたのだろうと思います。 

夏祭りを再開して、子どもたちにもお船

(山車)に触れてもらう機会を作ってみた。

これは過去になかったことだといいます。

そうすると、やはりその子どもの親たちか

らも、「やって良かったし、嬉しかった」「子

どもたちもとても喜んでいた」といった声

が上がり、さらに「来年は関わりますよ」と

か、「一緒にできませんか」という関係がで

きてくる。お互いに顔見知りの関係になっ

てくるのです。 

よく言われるのですね、挨拶運動をしま

しょうといっても、全然挨拶を返してくれ

ませんって言うのですけど、私の知合いに

静岡県で「何にもしない合宿」というのを

やっている小田さんという方がいて、彼が

よく「挨拶は一番あとです」と言うのです。

知合いでもないのに挨拶しますか？と。 

皆さんいかがですか。大人もしないのに

子どもに挨拶しろと言ったってするわけな

いでしょ、と彼はよく言います。だから、最

初に知り合うことが大事であって、知り

合ってしまえば、「おはよう」と言えば「お

はよう」と返してくれますよ、と言うのです。 

そして、挨拶運動を通して声を掛け続け

ることで、顔見知りになっていく。すると、

徐々に子どもたちの方から声をかけてくれ

る関係ができてくる、といったことが起こ

るのです。 

コロナ禍の３年間、何もできない中で、町

会の役員の方々は一生懸命考えていて、子

ども中心の活動を行っていくことが一番良

いと気がついていく。 

地元のお祭りや伝統行事があって、今ま

で「山車に子どもが乗っちゃいけない、触っ

ちゃいけない」といわれていたのだけれど、

お祭りをつなげていくことが大事なのか、

子どもを排除することが大事なのかと考え

ていけば、当然お祭りを継続することが大

事である。そうであれば、お祭りのあり方も

変わっていくべきだと考えられていく。 

それこそが、「不易」と「流行」という話

でもある。変わらないためには変わってい

かなければいけないということがあるはず

なのです。子ども世代とつながることに

よって新住民ともつながり、子どもを中心

として、町会が新しい活動を始めていくと

いうことが起こっている。 

さらに、鷹匠町会ですが、ここはなかなか

面白くて、コロナ禍で何をやったかという

と、これから公民館に大きいプロジェク

ターを入れるとおっしゃるのです。そして

いま Wi-Fiを整えていると。どうするんで

すかってきいたら、「ここで子どもたちとス

ポーツ観戦できるようにするんだ」と言う

わけです。しかも Wi-Fiが通れば、中高生が

ここで勉強したっていいでしょ、と。 

さらに、近くには「タカノバ」という複合

施設ができてきていて、町会長さんがマス

カットを売ったりしていましたけど、いろ

いろな形であちこちに子どもを連れて行っ

ては体験をしたり、活動したりしながら地

域の人の集いの場所を作っているのですね。 

コロナ禍をものともしないバイタリティ

あふれる方々が役員をやってらっしゃるこ

ともあると思いますが、様々な規制もあり

ながら、住民の方々の声を聞くということ

を盛んにされていたということなのです。 

そういうことの中で、子どもたちが集ま

る場所がほしい。だったら、今の子どもに必

要なものは何かというと、Wi-Fi環境が必要

なんじゃないか。もっといえば、家で一人で
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テレビを見ていてもつまらない。だったら

大きなスクリーンで、みんなでスポーツ観

戦したらどうか。 

しかも、そういうスクリーンがあれば、今

度はそれを通して誰かとつながることがで

きる。離れた町会同士でも、いろいろな交流

ができるのではないかと考えることができ

ます。 

さらに、青山様やぼんぼんも復活させて、

子どもが関わり、地域全体が巻込まれてい

くような取組みが進んできている。三世代

交流キャンプをやってみたり、空き家活用

のプロジェクトやったり、移住者の方も含

めて新しいアプローチがどんどん進んでい

くということが起こり、学校とも連携しな

がら、子どもを大事に育てようというコ

ミュニティ形成が進んできました。そう

いった形で地域が動いていく。これが大切

ですよね。 

コロナ禍で活動を停止しなければならな

かった。そのときに多くの方々から、町会の

活動はしなくたって損はないし、今まで一

生懸命やってきたけど、やらなくたって何

も変わらないんじゃないかといわれた。そ

の時に、体制ややり方を考え直そうと思っ

たそうです。そして、支え合う関係を作った

り、安心できる場所を提供したりすること

が必要ではないかと考え、子どもを中心に

して結び付こうとしてきたけれども、居場

所を作るためには、Wi-Fi環境やディスプレ

イを置かなきゃねという話になってきた。 

さらに、公民館に人を呼ぶだけではなく、

外に出て行く場所として「タカノバ」のよう

なものを活用したらどうかというように

なった。そして、コロナ禍で都市部から移住

してきた新住民がいるので、彼らにも関

わってもらいたい。 

実は若い子たちには、町会活動ってけっ

こう魅力的らしいのです。皆さんにとって

は負担かもしれませんが、私が都内でいろ

いろ活動していても、高校生たちは、「町内

会活動は面白い」ってみんな言うのです。

「何で？」と言うと、「だって、みんなでま

ちつくるんでしょ？」って言うのです。役員

が負担だとか、彼らあまり思わないのです。

この鷹匠町でも、新住民の方々はみんな町

会に入ってらっしゃる、そんなことが起

こってきています。 

さらに橋場町会ですが、ここは子どもが

いないのです。ですがこの間、若い住民の

方々が伝統芸能や行事を復活させているの

ですね。 

例えばこの「雑炊橋祭り」。地元に雑炊橋

という橋があって、橋の架替えを記念する

お祭りや行事があったそうですが、高齢化

や担い手不足で止まってしまっていた。そ

れを若い方々が自分たちで発掘してきて、

物語の人形を作ったり、布切れで橋に飾り

付けをしたりして、地元の方々に声を掛け

たとおっしゃるのですね。 

そうすると、懐かしいといって高齢の

方々も出てきてくださり、そこで新しい関

係ができて、他のいろいろな行事が動き出

すようになった。こういう若い方々がいて、

議論をしながら新たな動きを作っている。 

これもやはり「恩送り」なのです。何か見

返りがあるとは彼らは全然思ってなくて、

それ自体が嬉しいし、楽しいし、地元の方が

喜んでくださることが見返りと言えば見返

りですよね、という話が出てくるように

なってきた。そういったことが、このコロナ

禍を経て出てきた新しい動きなのではない

かと思います。 

さらに今回、最後に大庭町会（島立地区）

に入れていただきました。ここは御柱祭の

担当が回ってきたのですが、コロナ後、御柱

祭を再開するかどうしようかと、議論に

なったらしいのです。結局やることになっ

たのですが、やり方を変えようということ

で、子ども木遣りなどを基本としながら、行
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事を復活させていったというお話を伺いま

した。 

１年以上前から準備をされてきて、その

途中でコミュニケーションが取れて、次の

世代が参画するようになってきたというこ

となのです。 

さらに、この「おれんぢ」ですね。居酒屋

公民館を復活させた。今は子どもも来るそ

うです。もちろんお酒は飲んでいませんが、

一緒にジュースを飲んでいると言っていま

した。大人たちがしょっちゅう乾杯してい

るので、子どもが横で「何べん乾杯するん

だー」とか言っているそうですが、そういう

関係の中で地域の方々が自分たちで地域を

作っている。そして、困りごとがあれば、そ

のような場で気軽に相談すると、誰かが助

けてくれる関係性が生まれてきているとい

うことでした。 

やはり町会を持続可能なものとする要素

として、お互いに想像力を働かせる、相手の

ことを慮るということ。また誇りを持つ、あ

る意味「意地」ですよね。ここで負けちゃな

らないとか、ここで諦めちゃいけないとい

う思い。そこに私たちよそ者が関わること

によって、ちょっと違う見方ができたり、悩

んでいるところが本当はそこだったのか、

ということが見えてきたりする。 

さらに、子どもを基本に考えていくと

いったこと、また、次の世代をどうするか考

えていくことが大事になるのではないか。 

そこに地元が持っている伝統行事や伝統

芸能、そうした古いものをそのままではな

く、むしろ伝統行事をつなげるために、伝統

行事そのものが変わっていかなければいけ

ないのだと考えることで、子どもたちが主

役になっていく。そうなると、当然子どもた

ちもお客様ではなくなっていきますから、

自分たちでやっていくのだという感覚にな

るのではないか、ということなのです。 

そして、もっといえば地縁関係にこだわ

らない。地縁関係ベースかもしれませんけ

れども、外部から来る人もちゃんと受入れ、

関係をつくりながら、交流の中でさらに自

分たちの特性を高めていく。そんなことが

各地域で起こっているのではないか。その

ようにも見えます。 

改めて先ほどの話です。伝統文化や行事、

芸能の力といったものがあって、それが形

を変えながらつながっていく。担い手が変

わりながらつながっていく中で、全ての人

たちが、お客さんにならない。みんなが観客

ではなく、担い手になろうとする動きが出

てくる。 

それこそが、実は自治のあり方ではない

か。自治は何か政治的に難しい話をすると

いうことではなく、むしろ自分たちが自分

たちの地元の主役であって、自分たちが地

元を担っていく、そういう形で地域を作っ

ていくということなのですね。 

 

 

11 FOR ALLの上にBY ALLへ 

 

行政は「FOR ALL」という形で、全ての人

にちゃんと機会が行き渡るように政策を

作っていきます。それに対して、サービスを

くれよ、ということではなくて、むしろ今あ

るものを使いながら、我々全員がやってい

きますよという、「BY ALL」の関係に変わっ

ていくことが必要ではないでしょうか。 

子どもたちも、実はもうすでに社会の当

事者になる力を持ってきています。これは

有名な話ですが、今、全国で私が知っている

限り十数名の中高生が、町内会の役員や会

長をやっています。 

この子は横浜の巨大マンション群の自治

会長です。中学校３年生。この子がやった結

果、さらに中学生高校生が４人ぐらい仲間

に入ったそうですが、そういうことができ

る子たちが今増えてきているのです。 
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ですから、子どもたちはお客様じゃなく、

大人の仲間なのです。そのように見ていく

と、やり方が変わってくるのではないかと

思います。 

その意味では、「学び」というのは、先ほ

どいったＡＡＲを回していくような関わり

を作っていく、プロセス全体を「学び」とい

うのであって、いわゆる「お勉強」ではない

ということなのです。 

 

 

12 「はまる」と、「育つ」 

 

各町会で起こっていることは何かという

と、今までは一人ひとり強い「私」が積極的

に動いて、最終的に自己実現をすることが

基本といわれていたのが、本当はこの強い

個人が自己実現するためには、良い環境が

ないと駄目なのだといったことが見えてい

るのではないか。 

私が関わっている大阪のあるホームレス

支援事業をやっている方々がおっしゃるの

は、路上で転がっているホームレスのおっ

ちゃんたちを放っておいても、強い個人に

はならない。だけども、適切な支援があり、

適切な人間関係があると、驚くほど力を発

揮して、自分たちで仲間のあり方を変えよ

うとしたり、まちに貢献しようとしたりす

るようになるのだ、とおっしゃるのです。 

それは、本人がそうしようと思っている

ということではなく、周りの環境の中で力

を引出されているかのように見える。それ

を「ジグソーパズルモデル」と呼んでいます

が、うまく「はまっていく」ということなの

ですね。 

今、まちは新しい三世代といわれている

状態になってきています。「世代交代」や「世

代間の関係」というと、私たちはすぐに「親

子」と考えますが、私たちのこの人間社会は、

親子でつながる社会はほとんど経験をして

きませんでした。なぜすぐ「親子」と思うか

というと、日本では高度経済成長期に地方

から都市に出た若者が、都市で結婚して核

家族を作ったので、親子関係しかないので

す。 

ですが、本来人間の社会は、三世代の中抜

きでつながっているといわれます。三世代

の中抜き。じじ・ばば・孫でつながって現役

は抜かれてしまっているのです。 

私たちがすぐ現役親子で考えてしまうの

は、都市化したからなのですが、今、都市で

三世代の中抜きができる状態になってきて

います。各家庭は核家族かもしれませんし、

独居かもしれませんが、地域で見れば、じ

じ・ばば・孫がいるはずなのです。 

そうやってつながっていく可能性が出て

きたということを考えると、家庭内の問題

ではなく、コミュニティや町会の問題とし

て、じじ・ばば・孫がつながれるような関係

を、作っていくことが可能ではないか。 

さらに「おばあちゃん仮説」ってご存知で

すか。生物学の知合いにいわせると、「老後」

というのは、子どもを産めなくなったあと

の時間のことだ、というのですね。老後があ

る動物って３つしかいないそうです。人間

とシャチと鯨だけなのだそうです。犬や猫

は子どもが産めなくなるとすぐ亡くなって

しまいますよね。 

特に人間は、子どもが産めなくなってか

ら死ぬまでに、生まれてから子どもが産め

なくなるまでの間とほぼ同じくらいの時間

があるのですね。今は30年、40年という時間

が残っている。 

なぜか、というのが生物学的に大きな課

題らしいのですが、その仮説として、「孫の

面倒を見るように、生きながらえさせられ

てしまったのではないか」というのが、「お

ばあちゃん仮説」なのです。 

だから、女性が閉経して子どもが産めな

くなったあとも、まだ30年、40年の時間があ
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るのは、実は自分の次の世代をちゃんと育

てるためじゃないか。 

では、おじいちゃんはどうなるのか。 

おじいちゃんは、元々いらないものだと

いわれているらしいのですよ。ゴリラの研

究をやっている山極先生に言わせるとそう

なのです。 

山極さんがおっしゃる「おじいちゃん仮

説」という冗談があって、おじいちゃんが年

を取ると、なぜ体が丸くなっていって、毛が

抜けていくのか。子どもに遊んでもらうた

めではないか、といっています。体型が赤

ちゃんみたいになってくるのは、子どもに

かわいがってもらうためじゃないかって。 

そういうことも含めて、やはり関わって

いくことが必要だろうということなのです。

みんなの中にちゃんと「はまっていく」こと

によって、楽しいことが起こってきて、次へ

次へという気持ちが湧いてくるので、一歩

踏み出そうとする。お互いがそういう関係

で関わり合っていくと、まち全体が楽しい

ものになっていくのではないか。そういう

ことを考えていきませんか、ということな

のです。 

そうなると、もう子どもたちも大人もお

じいちゃんおばあちゃんたちも、みんなが

当事者であり、担い手であり、主役でありと

いう関係の中で、まちを作っていくことに

つながるのだろう、ということなのですね。 

 

 

14 だれもが「ふるさと」の当事者になる社

会へ 

 

「Be-ing」であることで「Do-er」になる、

という言い方が出てきています。ちゃんと

いい関係に置かれて「Be-ing」でいると、 

「Do-er」「やる人」ですよね、やらないで

はいられなくなってくる。気持ちとしてや

りたくなってしまう。動いてしまう。無理矢

理ではない。 

良い環境に置かれて、お互いに認められ

認め合って、そして気持ちよく過ごせるよ

うになってくると、一歩踏み出そうかな、あ

れやってみようかな、これならできるよ、と

いうようになる。そういうことをつなげて

いくことが大事ではないか。 

再び言いますが、これが最初の公民館の

構想の頃にいわれていた、「一人も観客はい

ない」という言葉とつながってくるのでは

ないか。そして、誰もが主役であり担い手で

ある。そういう意味では「リーダフル」、み

んなが主役で、みんながリーダーとして互

いに協調関係を作っていく社会につながっ

ていくのではないか。 

そこに松本市の町内公民館の可能性があ

る。そうしたものを基盤にしながら、それを

地区へ、さらに市へという形で持ち上げて

いくと、新しい松本市のあり方が見えてく

るのではないか、そんなふうに思います。 

少し長くなりましたが、以上で終わらせ

ていただきたいと思います。どうもありが

とうございました。 
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「ふるさと」をつくる公⺠館

̶松本市町会公⺠館調査からみる公⺠館の新たな可能性ー

牧野 篤
（東京⼤学⼤学院教育学研究科）

松本市と東京⼤学社会教育学・⽣涯学習論研究室との共同研究

多世代参画型地域共⽣コミュニティづくりモデル事業

2018年度 市内20地区56町会にヒアリング
2019年度 3モデル町会

（新井町会・鷹匠町会・橋場町会）
町会公⺠館への訪問
・インタビュー
・ワークショップ

コロナ禍で活動停⽌
2023年度 調査再開

⼤庭町会を加える
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Well-being （ウェル・ビーイング）:
（幸せを感じられる状態にある）

よりよく⽣きる （positive）

よりよくいる （存在）

よく在る （状態）

そう在るようにして在る （常態）

そう在るようにして在らしめられる（passive)
そう在るように受け⼊れあう

1．「よきこと」に気づき、実践する
︓コロナ後の社会への希望
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コロナ禍で起こった「恩送り」

地域の⾼齢者を⼼配して布マスクを縫って届けた中学⽣たち

校区の⼦どもたちのために布マスクを縫って配付した⾼齢者住⺠たち

⇦互いに相⼿を慮って、うれしかった︕︕

『中⽇新聞』(岐⾩地域欄)2020年4⽉17⽇
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Compassion

Compassionate Community

共感
基本はPassion=悲しみ・苦しみ
Com=分かちあう

Compassionとは悲しみを分かちあうこと
相⼿の⾝になること

2．転換点の社会

35



⽇本社会はいま、転換点にある

１．少⼦⾼齢⼈⼝減少社会⇨⼈⽣100年時代の社会
⇨⼈⽣のステージ転換の必要

２．経済的な「変われなさ」⇨経済の停滞
３．⼈々の階層格差の拡⼤
４．⼈⼯知能の急速な発達
５．依存から⾃⽴・⾃律が求められる
６．認知症の急速な拡⼤

(2060年には総⼈⼝の13パーセントが認知症を患うとの予測も）
７．リモート⽣活の拡⼤⇨⽣活の中に「働くこと」を組み込む
加えて、コロナ禍・激甚災害の頻発
さらに、気候変動
そして、戦争

危機︓crisis＝岐路

危機の時代には、未知の⼤海に向けて「希望」を描く「勇気」が必要

希望へのビジョンが「危機の時代」の痛みを耐えさせる

だが・・・・・
いまや、根源的危機の時代へと⽴ち⾄ってしまったのでは︖

天⽂学的には、50億年後には地球は消滅し、
また数か⽉後に天体衝突で⼈類が絶滅する可能性はある。
しかし、今世紀末（100年後）には⼈類は、過去に経験したことがないほどの
過酷な環境で⽣きることを余儀なくされる。どれくらい過酷な状況になるかは、
現在の我々がとる態度次第である（天⽂学者・岡村定矩東⼤名誉教授）

（神野直彦⽒提供資料[⼈⽣100年社会デザイン財団フォーラム20230510]参照）
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! ︖

Rapid social change

社会の変化のスピードが速くなっている
旧⽯器時代
１万年以上前

平安時代
1000年前

明治時代
150年前

現代
2020年

10000 
years

1000 
years

150 
years

10 
years?
⼈間が⼤⼈になるまでの
期間より短い

岩岡寛⼈・(⼀社)ディレクトフォース・シンポジウム資料(20230726)より

コミュニティと「学び」が焦点に
⇦⽇本社会は明治以降、国の枠組みが動揺すると
コミュニティが政策的ターゲットになる

総務省︓地域運営組織・地域⽣活総合⽀援サービス
厚⽣労働省︓地域包括ケアシステム・地域共⽣社会づくり・孤独孤⽴防⽌
国⼟交通省︓国⼟強靱化・防災訓練・孤独孤⽴防⽌
まち・ひと・しごと創⽣会議︓⼩さな拠点
経済産業省︓未来の教室、半径50センチ⾰命、STEAMライブラリー
農林⽔産省︓農村地域づくり事業体
⽂部科学省︓コミュニティ・スクール、地域学校協働活動、GIGAスクール

全国社会福祉協議会︓福祉教育から社会教育へ

政府︓⼈⽣100年時代構想会議
主要テーマ︓学び直し・リカレント教育
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世界的課題・社会の構造的変化

根源的危機の時代

これを⼈々の⽇常⽣活で引き受けざるを得ない
⇨地域社会でどう受け⽌めるのか

コミュニティと⾃⽴が課題化

どれも〈学び〉を基盤にしないと機能しない
〈学び〉が社会の基盤となる
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3．⼈⽣100年時代の到来

2007年⽣まれの⼦どもの予測平均寿命=107歳

⽇本⼈の平均寿命=男性︓81歳 ⼥性︓87歳
死亡最頻年齢=男性︓87歳 ⼥性93歳

健康寿命=世界で最も⻑い
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○ There has been a major shift in the population structure from the 19th to the 21st century.

○ It will be impossible to maintain the social security systems established in 1960-80s.

人口構造の遷移 Japan’s demographic structure & transition 

現在：Present

明治維新：
Meiji Restoration

Source: Sensus, Okazaki estimate, National Institute of Population 
and Social Security Research 2017 estimate

現行の社会保障制度はこの時期に作られた
The current social security systems developed

人口遷移250年間の推移
Demographic transition <250 years trend>

Age 50  

バブル経済：
Bubble economy

19th century model

21st century model 

UN Estimate2017© T Hasegawa RIFH. Japan 4

少⼦⾼齢⼈⼝減少社会
から

⼈⽣100年社会へ

⾼齢者への対応から
⼦どもたちを主役に

持続可能な社会をつくる
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4．「かかわり」が⼤切な社会へ

【高齢者14,001人の追跡結果】
○運動・栄養について良い習慣を持つこと、更に社会参加により死亡率が大幅
に低下

静岡県⾼齢者コホート研究

出典:「静岡県高齢者コホート調査に基づく、運動・栄養・社会参加の死亡に対する影響について」
2012年、東海公衆衛生学会、平山朋他

20

41



⼩学⽣時代にボランティアなどの
経験を積んだ者は社会貢献意識が⾼まる

参加・協⼒を経験した⼦どもは、
他者のために⾏動することを好み、
利他性と互恵性が⾼まり、
他⼈への協⼒を好み、
国への誇りを持つようになる傾向がある

5．⼈は何が⼤切なのか

42



過疎地三つの空洞化（⼩⽥切徳美︓明治⼤学農学部）

⼈の空洞化
⼟地の空洞化
集落機能の空洞化

⇨誇りの空洞化 ⇨集落の解体・⾃治の解体
⇨無住化

当事者性

プライド

⾃⼰有⽤感 Well-being
（幸せを感じられる状態にある）

サービス（お客様扱い）は
当事者性・プライド・⾃⼰有⽤感
＝⽣きる意欲
を奪う暴⼒

つながり

問題は事件が起こる前に
起きてしまっている
それが後から露わになる

⾃⼰発⾒・新しい⾃分
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芸術・⽂化そのものの効能
コミュニティ形成や維持
直接的な有⽤性
⇨⼈々を結びつける

⽣きる意欲
互いに尊重しあう

公共財・つながり・共通善

恩送り

社会的処⽅
（居場所・出番）

芸術・⽂化による社会的包摂

芸術・⽂化の本当の⼒
（平⽥オリザさんの話）

社会の基盤を「耕す」社会教育

恩送り
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6．社会教育の概念を問う

第4期教育振興基本計画（2023年6⽉閣議決定）

基本コンセプト︓
「持続可能な社会の創り⼿の育成」
「⽇本社会に根ざしたウェルビーイングの向上」

「我が国の将来を展望したとき、
教育こそが社会をけん引する駆動⼒の中核を担う営みであり、
⼀⼈⼀⼈の豊かで幸せな⼈⽣と社会の持続的な発展に向けて
極めて重要な役割を有している。」
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社会教育は、
本計画において、
改めて地域コミュニティを基盤とする社会の⼟台である
⼈と⼈との「かかわり」や「つながり」の⼟壌を耕しておく
という役割が強調され、
それが社会の持続可能性およびウェルビーイングと
結びつけられている 

社会教育が⼟壌を耕すことで、
この社会が豊かな基盤をつくることになり、
それが防災や福祉、産業振興、⽂化交流など、
いわば⾸⻑部局の⼀般⾏政が有効に機能することにもつながることが指摘

少し踏み込んだいい⽅をすれば、
⼀般⾏政の社会教育化とでも呼ぶべき⽅向性が⽰されている

「学び」による住⺠⾃治を
社会により深く実装することが求められる時代となったとの認識 
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7．地域をつくる公⺠館・社会教育

公⺠館の機能
『公⺠館の建設』（寺中作雄著）より

１．公⺠館は社会教育機関である。
２．公⺠館は社会娯楽機関である。
３．公⺠館は町村⾃治振興の機関である。
４．公⺠館は産業振興の機関である。
５．公⺠館は新しい時代に処すべき⻘年の養成に
最も関⼼を持つ機関である。

要するに公⺠館は社会教育、社交娯楽、⾃
治振興、産業振興、⻘年養成の⽬的を総合
して成⽴する地域の中核機関である。
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民主的社会教育機関です 村の茶の間です

親睦交友を深める施設です
産業振興の原動力です

民主主義の訓練場です

文化交流の場です

郷土振興の機関です

⼩和⽥武紀『公⺠館図説』(1954年)より：⽂部科学省提供資料

地域コミュニティの最先端

最先端を住⺠が⽀え、担う

ワクワクする⽣活が⽣まれる

ワクワクがさらに次の⽣活をつくり出す

次世代を育成する
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8．「認めあう社会」「かかわりあう社会」をたくさんつくる

「住み開き」︓
⾃分の空間をちょっと開いて、公共空間にする
(財)世⽥⾕トラストまちづくり︓
「地域共⽣のいえ」

岡さんのいえTOMO

a. 都市部の空き家を開放し拠点化する
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定期的な居場所をつくる / 開いてるデーカフェ＆駄菓⼦屋

ｂ. 「学び」と「⼈づくり」を⼀つながりに
︓島根県益⽥市「⼈が育つまち」「⼈が輝くまち」
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9．松本市町会公⺠館に⾒る公⺠館の可能性

2018年度の考察と課題

42

2 2018年度調査の振り返り

地域活動が活発に動いている町会の傾向

地域の伝統がある（祭り、⾏事など）

①役員のキーパーソンがいる
②役員同⼠の仲が良い
③輪番ではなく、説得される役員の選び⽅

①⼦どもの数の多寡にかかわらず、⼦どもを対象と
した事業を意識的に実施している。

②⼦どもの親世代が積極的に町会に関わっている。

❖地域的な基盤

❖町会が代々続く
信頼感、安定感

❖⼦どもを中⼼

⇨ 2019年度の調査へ
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各町会の調査報告︓鷹匠町会（旧市）

43

3 2019年度の調査報告と考察

⼦どもは少ないが、三世代交流会など⼦どもを中⼼
とした⾏事がある。

⼦ども合宿を新たに実施。

町会⻑を中⼼にしたトップダウン形式

町会役員や地域住⺠を“巻き込む”仕組みや、地域住
⺠たちで話し合えるシステムづくりが課題。

ワークショップ・⼦ども合宿の実践を通して、
町会内のコミュニケーション問題への気づき。

各町会の調査報告︓新井町会（新市）

44

3 2019年度の調査報告と考察

旧住⺠役員同⼠の仲がよく、町会の結束⼒も強い。

新住⺠との関係づくりに踏み出せていない。

ワークショップを通して旧住⺠と新住⺠との間の
共通認識の存在への気づき。

「⼦ども」や「⾃然」といったキーワードが町会の魅⼒として挙げられた。これら
は新井町会の強みでもあるため、これらの要素を⼗分に活⽤しながら町会活動をし
ていけると、もっと住⺠間に交流が⽣まれる可能性がある。

ーー【新井町会の良さを考える】新旧住⺠交流ワークショップ

願望︓⼦どもを中⼼にした今ある⾏事を活⽤して、新住
⺠と旧住⺠の交流を盛んにしたい。
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各町会の調査報告︓橋場町会（中⼭間部）

45

3 2019年度の調査報告と考察

若い移住者が⼊ってきており、町会活動にも積極的に
参加している。町会に⼦どもはいない。

近隣の⼤野川⼩学校・中学校では学校と地域の交流が
盛んだが、安曇⼩学校・中学校のほうは少ない。

学校と地域の連携の促進

町会単位を越えたつながりへの模索
安曇地区全体でのまちづくりの可能性

2019年度、３町会に⾒られた「変化」

46

3 2019年度の調査報告と考察

この１年は、町会単位で役員や住⺠同⼠が「話し合う場」
を、東⼤を媒介として作ってきた。

コミュニケーションが課題であったことへの気づき

「反発」ではなく「気づく」ことへ

鷹匠︓トップダウンから住⺠を巻き込むシステムづくりへ

新井︓結束⼒の強い旧住⺠中⼼の町会から新住⺠とともにつく
る町会へ

橋場︓地縁組織から有志団体へ
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「町会」単位のコミュニティ

「住んでいること」の共通性
「⽣活」の個別性

地縁団体の負担感

それでもなんとか、という気持ち

裏腹な感情が背中合わせ

48

「気づき」とは

それを相⼿の中に⾒つける
第三者が否定しない
⾃分の中に⾒つける

何とか、という気持ちを
第三者も含めて共有する

何かできるのでは、という感じ
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49

モヤモヤしているものが、
なんとなくはっきりする

それを⾔葉にしてみる

それを⾏動にしてみる

振り返って、次の楽しいことを考える

50

この過程に、第三者が介在する
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51

臨界点 逆臨界点

プロセス場⾯の
集積による析出

細かで複数の
レジリエント・ポイント

揺れ動きつつAARのプロセスを繰り返す
これに寄り添う第三者の役割

分岐点

Anticipation

Action

Reflection

A: Anticipation

A: Action

R: Reflection

参考︓OECD Learning compass 2030
https://www.oecd.org/education/
2030-project/
teaching-and-learning/learning/
learning-compass-2030/
in_brief_Learning_Compass.pdf

Anticipation︓予期する・予測する
⇨何か「楽しいこと・愉しいこと」
を考えてウキウキする

Action︓やってみる

Reflection︓振り返る
⇨評価しない
振り返って、さらにAnticipation
どんどん多様になる
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A: Anticipation

実際は

A: Action

R: Reflection

ストラクチャ プロセス
・よそ者(院⽣)の存在
・専⾨家が聞き役になる
・聞くことで語り、語ることで認めあう場(ワークショップ)がある
・よそ者が聞き役になることで、相互が媒介役となる(カウンセリン
グウ的な関係）がつくられる
・媒介役をも当事者化して、ワークショップの場がつくられる
・ワークショップの場が、カウンセリングからAARへと移⾏する

・よそ者(院⽣)がかかわる
・ワークショップがカウンセリングの場として構成される
・⾃分の⾔葉によって、⾃分の思いへの気づきが⽣まれる
・相互承認の関係がつくられる(ワークショップでは、否定・批判は禁じられる）
・よそ者をも当事者に組み込むことで、カウンセリングの場が、実践的なAARの場になる
・同質性から多様性・異質性へとワークショップの場が展開する
・相互に想像⼒を働かせ、慮る関係がつくられる
・相互の思いを汲み取りつつ、たのしいこと・⾯⽩いことから興味関⼼が湧き、⾏動が始まる仕掛
けがある

住 ⺠

よそ者
(院⽣)

⼦ども

もっといい地元にしたい
⼦どもために何かしたい
不登校の⼦どもが不憫
ふるさとを⼤切に思って欲しい

特
に
問
題
を
感
じ
な
い

声
を
か
け
ら
れ
る

出
席
を
求
め
ら
れ
る

院⽣からの声かけ
声かけに応える⾃分
聞き役の院⽣
⾃分の⾔葉によって気づく
仲間の⾔葉によって気づく

院⽣からの声かけ
声かけに応える⾃分
聞き役の院⽣
⾃分の⾔葉によって気づく
仲間の⾔葉によって気づく

地域の⼈と交流したい
⾼齢者のために何かしたい
⾃分でも何かできることがある
地域の⼈と交流したい

地域で
⾼齢者と交流したい

地域で
⼦どもと交流したい
町会を活発化したい

カウンセリング的段階 AAR循環の繰り返し

よそ者が鏡となる

ワ
5
ク
シ
8
9
プ

声
を
か
け
ら
れ
る

出
席
を
求
め
ら
れ
る

特
に
問
題
を
感
じ
な
い

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
的
関
係
の
形
成

よそ者・仲間を鏡
として⾃分に気づく
⇨当事者性

よそ者・仲間を鏡
として⾃分に気づく
⇨当事者性

当事者として
巻き込まれる

ワ
5
ク
シ
8
9
プ

⼦ども合宿への参加
交流会の企画・実施

⼦ども合宿の企画・実践
お話し会・昔遊びの実施

実施⽀援
参加・振り返り

ワ
5
ク
シ
8
9
プ

町
会
⾏
事
へ

町会⾏事への参加
地域の⼦どもたち
巻き込み
地域のおとなとの
かかわり

町会⾏事の実施
地域住⺠
の巻き込み
学校への働きかけ
教師との連携

ワ
5
ク
シ
8
9
プ

プロジェクト的
活動への移⾏

よそ者を巻き
込む組み換え

モヤモヤ状態

当事者と
して実践

松本
計画策定

図 松本のワークショップのストラクチャーとプロセス
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第三者が介在することの意味

コロナ禍後の動き
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⾏政依存または地域離れを防⽌するために、
町会の「⼦どもが多い地域」という特徴を⼗分に理解した上での⼯夫を模索 

新井町会

⼦ども世代とのつながりと新住⺠とのつながり

町会の新旧住⺠が⼦どもを中⼼としてつながる

伝統を継続することと⼦どもを育てることが結びつく
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鷹匠町会

これまでの活動の上に、⼦どもを中⼼として、住⺠が結びつく在り⽅を模索

公⺠館のデジタル化・⼤画⾯ディスプレイの整備
⇨⼦どもの居場所化

公⺠館に呼び寄せるだけでなく、外に出て⼈々を結びつける
⇨タカノバ

コロナで都市部から移住してきた新住⺠が新たな事業を開きつつ、町会加⼊

新しい動きをつくりつつ、住⺠が地域に展開する
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橋場町会

若い新住⺠が伝統芸能・⾏事を
新しい感覚で復活

地域住⺠を新たに結びつける

⼦どもはいないが、住⺠の結束が強化

橋場
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⼤庭町会

御柱祭の担当に当たる︓⼦ども⽊遣り
⼀年以上前から準備
⇨コミュニケーションが取れる
実施
⇨町会の⾏事も復活

伝統⾏事だけでも⼦どもたちに伝えたい
⼦ども向けのイベント開催⇨楽しかった

⾼齢者から⼦どもまでが伝統⾏事・防災にかかわる
「おれんち」も復活

⼦どもをお客様にしない

町会（地域コミュニティ）を持続可能なものとする要素︓

思い・誇り・意地
よそ者
⼦ども

伝統⾏事・伝統芸能
伝統と⾰新

⼦どもをお客様にしない

誰もが当事者となる

地縁関係にこだわらない⇨アウトリーチ、外からのかかわり、交流
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芸術・⽂化そのものの効能
コミュニティ形成や維持
直接的な有⽤性
⇨⼈々を結びつける

⽣きる意欲
互いに尊重しあう

⇨プライド

公共財・つながり・共通善

恩送り

社会的処⽅
（居場所・出番）

芸術・⽂化による社会的包摂
相互の慮り・尊重

芸術・⽂化の本当の⼒
（平⽥オリザさんの話）
に加えて

社会の基盤を「耕す」社会教育＝⾃治の基盤としての社会教育

「⾃治」とは何かを教えてくれる
⇩

誇りと他者への思いに定礎された
誰もが当事者となる関係をつくり続けること

⇩
⼈と⼈とのかかわりを耕し続けること
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10．当事者になる要素

〈ちいさな社会〉づくりの取り組みは
何をやっているのか

相互承認関係をつくる
⾮認知能⼒を向上させる
社会に信頼感をつくる

⼈々が⾃律する
⾃⼰肯定感を持てるようになる

⇨誇り・プライドを保ち、認めあう関係
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11．FOR ALLの上にBY ALLへ

「学び」＝「よきこと」に気づき、実践する
⇨社会に「共通善」を実践する営み

「学び」を「公共財」として実装する事業

「よきこと」＝「共通善」＝「在る」こと
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全員が当事者になる

⾃分を尊重してもらえる
相⼿を尊重している

信頼感と想像⼒

「楽しい」「愉しい」

12．「はまる」と、「育つ」
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Maslow's Law Jigsaw-puzzle model
上⽥假奈代「こえとことばとこころの部屋ココルーム」、東京⼤学⼤学院教育学研究科社会教育学研究室主催公開講座
「社会教育の再設計・シーズン3」における講義（第2回・2022年2⽉17⽇、オンライン） 

「はまる」とは、認められること

受け⼊れられ、受け⽌められること

お互いに思いやり、⼀緒に「在る」こと
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「はまる」とは

みんなに巻き込まれて
みんなと⼀緒に、

Well-being(在るように在らしめられる)に、
なること

⇨⾃ら在る「⾃治」の主役となること

13．「ちいさなしあわせを重ねあう」社会
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「ひと」との「あいだ」が⾃分の居場所になる

「ひと」が「ふるさと」となる

「ふるさと」とは⾃分に「誇り」を持てること
そのように在るように在ること

A: Anticipation

A: Action

R: Reflection

参考︓OECD Learning compass 2030
https://www.oecd.org/education/
2030-project/
teaching-and-learning/learning/
learning-compass-2030/
in_brief_Learning_Compass.pdf

Anticipation︓予期する・予測する
⇨何か「楽しいこと・愉しいこと」
を考えてウキウキする

Action︓やってみる

Reflection︓振り返る
⇨評価しない
振り返って、さらにAnticipation
どんどん多様になる
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A: Anticipation

実際は

A: Action

R: Reflection

この開放系の試⾏錯誤のプロセスそのものが「学び」

「楽しさ」「愉しさ」に駆動される「在ること」
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A: Anticipation

A: Action

R: Reflection

AAR循環

A: Anticipation
A: Action

R: Reflection

AAR循環

A: A
ntici

pation

A: A
ctio

nR: R
eflectio

n

AA
R循
環

A: Anticipation

A: Action

R: Reflection

AAR循環

AAR循環から
AAR代謝へ
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⼈を切り分ける社会

⇩

⼈と⼈との「かかわり」を紡ぐ社会へ

14．だれもが「ふるさと」の当事者になる社会へ
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ちいさなしあわせ＝「在る」ことを重ね合う社会へ

誰もがWell-beingな社会とは
誰もがそう在るように在ることができ
そう在ることで変化を引き出しあい

新しい⾃分で在り続けることができる社会
⇩
代謝

社会は到来し続けるものとなる

「よきこと」をつなげる〈社会〉へ
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Be-ing であることで Do-er になる

⻑野県⻯丘村（現・⻑野県飯⽥市⻯丘地区）の公⺠館報は
その第1号でつぎのように述べている。

「公⺠館には特定の役者も演出家も⽤意されていない。舞
台装置も演出家も何もかも⼀切合財皆がやるのだ。そして
観客は⼀⼈も居ないのである。そういうのが公⺠館であろ
う。⾯⽩い芝居を観ようとするのではなく、よい芝居を演
じようとするのである。そして⼀⼈ひとりが皆揃って千両
役者や偉⼤な演出家になろうとするのである。公⺠館には
観客は⼀⼈も居ないのである。」 

橋本⽞進「みんなの公⺠館」『⻯丘村公⺠館』第1号、1948年3⽉1⽇
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誰もが主役、誰もが担い⼿

⇨⾃治を耕し、⾃治を担う
＝リーダーフルな地域社会へ
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第１分科会 地域と若者 

～みんなが参加したい、参加してよかったと思える地域づくり～ 
 

話題提供者： 小 股  祐 希 （松本大学総合経済学部観光ホスピタリティ学科１年） 

 川 上  夏 希 （松本大学総合経済学部観光ホスピタリティ学科４年） 

 杉 江  夏 実 （信州大学人文学部芸術コミュニケーション分野４年） 

 村 松  駿 （松本大学総合経済学部観光ホスピタリティ学科３年） 

司会・世話人： 朝 倉  光 貴 （第一地区公民館） 

記 録・世話人： 小 河 原  萌 （内田公民館） 

 降 旗  一 博 （東部公民館） 

 小 林  弘 幸 （城東公民館） 

 宇 治  樹 （中山公民館） 

庶務： 吉 田  望 花 （里山辺公民館） 

会場：中央公民館 ６階ホワイエ／参加者：37 名 

 

１ 協議の柱 

「石芝まつり」「中央地区縁日」において、行事の運営に大学生が携わったという

事例から、「どうしたら若者が地域と関わることができるのか」や「世代を超えた人

とのつながりづくり」について気軽に意見を交わし、新たな気付きを得ることを目

的とします。 

 

２ 話題提供 

⑴ 石芝まつり（話題提供者：小股祐希氏） 

ア 事業の概要 

  「石芝まつり」は、松本市石芝地区の「石芝商店街」が主催する年１回の納

涼祭で、令和５年度で第 27 回を数える。ポップコーンや綿あめなどのお祭り屋

台が並ぶ縁日、太鼓演奏などのステージやワークショップなど、地域に密着し

た夏のイベントとして毎年大いに盛り上がっている。 

イ プロセス 

(ｱ) 参画したねらい 

   このイベントに参画するきっかけと

なったのは、松本大学の学内組織であ

る「地域づくり工房『ゆめ』」を通して

行われた石芝まつりへの参加呼びかけ

に興味を持ったこと。学生の地域交流、

参画の場の一つになればと思い、同じ

く「ゆめ」のメンバーであった同級生２

人を誘って、企画が始まった。 

(ｲ) 取り組み内容 

   まず６月から行われた石芝まつりの実行委員会に、学生数名が参加して主
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催者と意見交換を行った。その内容を受けて７月に学生ミーティングを行い、

参加内容の確認、決定した。８月には実際に学生のみで運営する手作り輪投

げなどの屋台や看板の作成に取りかかった。 

ウ 成果・課題と今後の展望 

(ｱ) 来場者、実行委員会から好評だったため、次回はより積極的に参画したい。 

(ｲ) コロナ前に先輩方が参加していたが、ノウハウが途切れてしまった。今回、 

  数年ぶりに学生が関わることとなり、当日はトラブルもあった点が課題。 

(ｳ) 学生は、「地域づくり」よりは、「友達が参加するなら自分も」という気持 

  ちで気軽に参加した。お祭りが地域づくりに関わっているとは思わず、「楽

  しい」の延長として参加した。 

    エ 質疑応答・感想（抜粋） 

(ｲ) 「石芝まつり」のどこに興味を持ったのか？ 

 →  もともと観光や地域振興を学ぶ学部に所属しており、地域のことを学びた

いという気持ちはあった。「石芝まつり」の地元のお祭りの企画段階から関わ

る学生の募集を見て、自分がやりたいことにマッチすると思った。他の仲間

には「地域のお祭りを企画からやろう」ではなく、「子どもたちに楽しんでも

らう遊びを一緒にやらない？」とわかりやすく、気軽な雰囲気で誘った。 

 (ｳ) 「石芝まつり」との関わり方 

 → 第２回実行委員会から参加し、「学生は何かしたいことがあるか？」と聞か

れ、自分たちがやりたいことを伝えた結果、アイディアを取り入れてもらえ

た。決められていた部分が半分、提案した部分が半分というイメージ。 

(ｵ) 参加して気づきや学び、参加してよかった点、地域の問題点はあったか？ 

 → みんなで実行して、学生が地域に関わった成功体験や地域の方からの感謝

の言葉があり、想像以上に子どもたちが来てくれて、うれしかった。今後学

生であるうちは関わりたい。グループを継続するかは未定。何もしない状態

でも、自分のように手を挙げる人がいるかもしれない。学内で新しくやりた

いという人がいるのを待つのも良いと思う。 

 

⑵ 中央地区縁日（話題提供者：川上夏希氏、杉江夏実氏、村松駿氏） 

ア 事業の概要 

  中央地区では、コロナ禍による事業の中止や伝統行事のマンネリ化、やらさ

れ感が課題となっていた。そこで、「大人も子どもも楽しめる」「ＰＴＡに負担

をかけない」「企画は若者、実行はみんなで」をコンセプトに、伝統行事の青山

様・ぼんぼんを始めとして、縁日屋台や花火大会を行う「中央地区縁日」を開

催した。 

イ プロセス 

  本事業は夏祭り実行委員会を中心に定期的な会議を行い、企画内容について

練っていった。会議には幅広い世代の参加者がおり、地域の学生もその一人だ

った。この事業に学生が関わろうと思ったきっかけは、「社会教育実習」「卒業

論文」「地域文化への興味関心」など様々だったが、地域で若者が活躍する場を
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増やし、また地域にどんな人がいるのかを知り、地域と若者との壁をなくして

いきたいという地域の願いと合致し、地域と学生の協働事業が始まった。 

ウ 成果・課題と今後の展望 

(ｱ) 中央地区縁日という大きなイベントを通して、地域の一体感が増した。 

(ｲ) 学生や若者がより地域と関わりを持っていけるよう、若者が地域と対等な

立場で自由に発言ができる環境が重要。若者を単なる人員として見るのでは

なく、同じ舞台を作る一員として参画できる体制の整備が必要。 

エ 質疑応答・感想（抜粋） 

 (ｳ) 大変な中でモチベーションになったことは？ 

→ 地域づくりのイベントがもともと好きだっ

た。自分の知らないところでつながりができて

いく様が良い。また、コロナ禍で文化祭ができ

なかったため、学生同士で文化祭のように進め

られた。 

→ 地域行事の調査に協力してもらったお礼とし

て地域の役に立ちたいという思いがあった。 

(ｳ) どの町会でも若者に関わってほしいという気

持ちはあるが、企画段階から関わってもらうと

ものすごく時間がかかる。積極的な人だとありがたいが。 

→ 自分たちは目的を持って参加した。地元の学生はきっかけがあれば参加す

るのではないだろうか。一からの企画段階は難しいが、「屋台を一つ任せたい」

「こういう遊びをしたいけど、今流行っている遊びは何？」などの呼びかけ

も効果的だと思う。 

(ｵ) 卒業後、自分の地域に戻って活動に参加、または参加を呼び掛ける横展開

を考えているか？ 

→ 大学生までに地域活動に参加していると参加へのハードルが下がる。自分

の役割は、「地域づくりってこんなものだよ」と形を見せる橋渡し役だと考え

ている。また、ぼんぼんがどうなるか見守りたい。卒業後も関わりたい。 

 

３ 意見交換 

⑴ 意見交換のキーワード 

ア どうして若者は地域と関わった方がいいの？ 

イ どうしたら若者が地域と関わることができるの？ 

ウ 世代を超えた人とのつながりづくりのメリットって？ 

エ 各年代の思いや意見 

⑵ 環境づくり 

・若者を便利な存在と見るのではなく、一緒にやろうという気持ちで地域へ巻き

込む。若者の視点と地域の経験が融合し補い合うような雰囲気だと良い。 

・地域と関わりたいと思う若者もいるがすでに完成されたコミュニティに入るき

っかけがない。地域で若者が意見を言えるような受け入れる環境づくりが大切。 
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⇒変化を認める。守っていくべき伝統文化を引き継ぐためにも、若い世代を運営

に入れて、意見を聞き、やり方の見直しを考えるべき。 

⑶ きっかけ 

・松本大学の「地域づくり工房『ゆめ』」は、若者（学生）が地域に関わるきっか

けになる。 

・防災ならば、全世代が関わることのため、若者も入り込みやすい。 

・地域に住む学生より、学校を窓口に学生へ呼びかけるほうが現実的ではないか。 

・学生に依存しすぎてはいけない。学生の発案したイベントで、地域に住む若い

人が地域に関わるきっかけになると良い。 

・若いママさんに文化祭への協力をお願いしたところ、相手もこちらからの声掛

けを待っていたことがわかった。 

⑷  事例 

・もちつきをしたいが、量を食べられない地域住民とたくさん食べられる学生と

いう組み合わせでもちつき大会を行った事例もある。 

・県外から松本へ移住した学生が、地域と関わり楽しいと感じた結果、「ここに

残りたい」と思ってくれた。松本で就職が決まった。 

・コロナ後、子ども向けのイベントを開催したが、参加者が少なかった。上級生

からの口コミやつながりの大切さを実感した。 

・移住者から見ると、松本市のように地域住民が集う行事がある環境は貴重。 

 

４ まとめ 

 ⑴ 様々な立場の参加者と話すことにより、お互いの考えていることや地域の様子 

  を聞くことができ、良い機会となった。 

 ⑵ 若者は地域との繋がりを自ら繋げるのは難しい。声を掛けてもらい、相談する 

ことによって自信に繋がる。 

 ⑶ 若者の武器は『発想力』と『柔軟性』であるが、弱みは経験値である。 

⑷ 若者と地域のやりたいことは必ずしも一致しない。否定からではなく、まずは 

受け入れる環境を作らなければならない。 

 ⑸ 学生は地域に出る機会が少ない。このような意見交換の場を、松本大学や信州

大学で行えば、若者の参加も増えて様々な意見を聞くことができる。 
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実践事例

「中央地区縁日だよ！
全員集合」

松本大学 川上夏希

村松 駿

信州大学 杉江 夏実

＝目次＝

１．「中央地区縁日だよ！全員集合」の背景・経緯

２．事業内容について

３．参加した大学生の感想と気づき

４．おわりに

１．「中央地区縁日だよ！全員集合」の背景・経緯

（１）課題・背景

（２）事業に携わった経緯

（１）課題・背景

〇コロナによる事業の中止

→伝統行事「ぼんぼん・青山様」の文化継承の危機

〇運営する保護者への負担

→準備や役割などが保護者にとって大きな負担に

〇住民から求める声

→新しく夏のイベントを

（２）事業に携わったきっかけ

〇松本大学の社会教育実習をきっかけに

〇伝統行事「ぼんぼん」についての卒論調査を

目的にボランティア募集から参加

２．事業内容について

（１）目的・コンセプト

（２）夏祭り実行委員会

（３）企画詳細

（４）今後の展望について
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（１）目的・コンセプト

目的

コロナで失われた地域住民の交流の場づくり
みんなが参加しやすい伝統行事

「中央地区縁日だよ！全員集合！」

（１）目的・コンセプト

コンセプト

大人も子どもも楽しめる
ＰＴＡに負担をかけない
企画は若者、実行はみんなで

夏祭り実行委員会を結成

（２）夏祭り実行委員会
（３）企画詳細

ぼんぼん・青山様 縁日屋台 花火大会

松本大学 MIC総合美術部作成

対象範囲を
中央地区に
限定せずに開催

会場では
●屋台を運営
●「ぼんぼん・
青山様」の発着
地点

→地域住民だけ
でなく、観光客
も訪れた 松本大学 MIC総合美術部作成

●青山様
法被を持ってい
ないお子さんには
豆絞りを貸出

●ぼんぼん
・「ぼんぼんを習
う会」で歌の練習
・花飾りは参加者
の手作り

参加したお子さんには
縁日屋台で使用できる

500円分の金券と一回無料券
（体験ブース）
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500円分の金券と一回無料券

松本大学 MIC総合美術部作成

●体験ブース
・松大、信大の
大学生と中学生
が運営

●飲食ブース
・ボランティアに
参加した方にも
子供たちと同じ内容
の金券を配布

・中学生の企画した
フルーツ飴を販売

・地域で活躍する
キッチンカー二台に
出店依頼

運営に関わった大学生が作成した屋台POP

松本大学 MIC総合美術部作成

●花火大会

・女鳥羽川の
河川敷で手持ち
花火を実施

●由来の説明

四柱神社参集殿にて
「ぼんぼん・青山
様」の成り立ちに
ついて学ぶ

●ボランティア

公民館職員から
地域住民を含め、
約70名が参加

松本大学 MIC総合美術部作成

（４）今後の展望について

伝統行事の継承

地域と関わるきっかけ・場づくり

地域に愛着をもってもらいたい

行事を楽しんでもらいたい
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３．参加した大学生の気づきと感想

（１）伝統文化の継承

（２）コミュニティについて

（３）若者の位置づけ

（４）ifの世界線

（１）伝統文化に触れる機会について

•「ぼんぼん・青山様」を全く知らない親子
→大人も伝統文化に興味を持っているのでは？

•本当に伝えたい「ぼんぼん・青山様」について

理解できただろうか

•本来の「ぼんぼん・青山様」とは違う形ではあるが、

このようなイベントで気軽に参加できる場があることが
文化継承に必要な足掛かりであるのではないか

（２）コミュニティについて

•過去に「ぼんぼん・青山様」を経験した大人が、

子供たちのためにと経験の場を作っていることに心動かされた

•「子供の頃に経験した」という思い出が地域や土地などの

コミュニティへの帰属意識につながるのではないか

•地域文化はただの行事ではなく、高齢者と若者との

ギャップを埋める重要なコミュニケーションの鍵になっている

（３）若者の位置づけ

●若者を巻き込めたワケ

•学生を受け入れる環境

→役割がありサポートをしてもらえる
→学生自身の主体性があった

→参加した学生にもともと地域への関心があった

※社会教育実習など

•学生同士のつながり
→イベントに興味がある学生を引き込んだ

（学生同士の人脈とボランティア募集など）

（３）若者の位置づけ

●若者が地域参加で求めるもの

•学生の力を必要としてくれるか

→対等な立場で意見を発信しやすい場所

→学生が活躍できる場所

⇒継続的に関わるためには企画段階から

•やりがいのある場所

→コミュニケーション

※学生という肩書きだけでなく、個人としての関わり

（４）i fの世界線

●来年も続けていくにあたって

•地域づくりに関心のある学生を中心とすれば…

•当日参加者に負担がないようにできれば…

•若者に求めているボーダーラインを知ることができれば…
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４．おわりに

•地域の課題には地域に属している者同士で向き合うべきだが…

⇒参加しやすい環境づくり（NGワード：強制）が大切

→学生、社会人、高齢者などそれぞれが歩み寄ること

→声を出しやすい場づくり

→異なることはいいこと

ご清聴ありがとうございました

松本大学 川上夏希

村松 駿

信州大学 杉江 夏実
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中央地区縁日、
石芝まつりに
携わった学生の
事例発表

地域の中の
若者の居場所

世代を超えた
つながり

お茶を飲みながら

ざっくばらんに

楽しくお話しまし
ょう！

世代を超えて意見交換しませんか？

13 :00  - 16 :30  

＃若者  ＃地域づくり

2 月18日（日）

▼　申込・詳細はこちら

申込期限２月９日（金）

会場　中央公民館（Ⅿウイング）
         　　　　　　　　　　　　　６階　ホワイエ　

松本市中央1-18 -1　松本駅から徒歩６分ほど
Tel :0263 -32 -1132
未来へつなぐ私たちのまちづくりの集い　第１分科会
担当：朝倉（第一地区公民館）Tel :0263 -32 -1550

聞い
て、

しゃ
べっ

て、
つな

がっ
て。

中央
地区

縁日
、石

芝ま
つり

に携
わっ

た学
生の

話を
ヒン

トに

　―「
若者

はど
うし

たら
地域

と関
われ

る？
」―

若者
も元

若者
も一

緒に
考え

ます
！

未来へつなぐ私たちのまちづくりの集い  第１分科会

＃高校生  ＃大学生
＃活躍の場  ＃居場所

ワールドカ
フェ形式

信
州
大
学

、
松本大学の学生

さ

ん
の
お
話 学校

で

も
家庭でもない第

三の

居
場
所

人
と人とのつなが

り
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第２分科会 おやこのみなさん公民館へようこそ！ 
 

世話人： 中 條 克 明 （大手公民館主任） 

世話人： 西 澤 瑞 恵 （城北公民館主任） 

世話人： 丸 山 稜 雅 （寿公民館主事） 

世話人： 深 澤 佐 惠 （第三地区公民館主事） 

世話人： 斉 川 史 徳 （入山辺公民館主事） 

庶務： 片 桐 史 門 （白板地区公民館主事） 

記録： 大 津 茜 （寿台公民館主事） 

会場：芳川みなみ福祉ひろば／参加親子：１５組 

 

１ 協議の柱 

親子がより豊かに暮らすために、家庭教育支援、子育て支援、育児世代と地域の

交流の促進など、公民館は何が出来るのか。まずは、親子の声を聴くとともに、親

も子どもも楽しみながら、学びやつながりを生む分科会とします。 

 

２ 会場 

分科会運営委員会での議論では、「育児世代をターゲットにするのであれば、会場

をＭウイングにするのではなく、育児世代が集まる場にしよう。」と意見がまとまっ

た。より多くの方へ公民館を周知するため、そして多くの声を聴くために、会場を

Ｍウイングではなく、あんさんぶる（芳川みなみ福祉ひろばと芳川こどもプラザの

複合施設）内とした。また、こどもも楽しめるお絵かきコーナー、手遊び動画の上

映などを行った。 

 

３ 話題提供 

市内公民館で行われている子育て世代向けの事業紹介を行った。（以下一例） 
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４ 聴き取り及び意見交換 

⑴ 当日の来場者に、公民館における子育て支援、家庭教育支援に関する聴き取り

を行い、意見交換を行った。 

  主な要点は以下のとおり。 

 ア 親子が集まる場所へ来てくれると、公民館への興味がわく・親しみを覚える。 
 イ 土日開館している施設が少ないので、定期的に来場する回数が多くなる。 

 ウ 転勤族は、気軽に過ごせるこうした施設の存在には敏感に反応する。だから

少し遠くても利用する。 

 エ 来場者に公民館を知っているかと問いかけても、「知らない・何をやっている

かわからない」といった声しか聞くことができなかった。 
 オ 情報の仕入れ先はＳＮＳ、イクジィ、児童センター、こどもプラザ 

 カ 所属している子育てサークルのメンバーが減ってしまい、存続が危ぶまれる。

公民館主事にも協力してもらってメンバー募集をしてもらって感謝している。 

  キ こどもプラザのような施設においては、こどもの福祉サービスを提供する側

とサービスを受ける側に分かれてしまっているのではないか。 

  

５ アンケートの実施 

  分科会当日に加え、子育て支援・家庭教育支援に関する声をさらに聴くため、松

本市公式ＬＩＮＥにおいてアンケートを実施した。 

⑴ 実施期間 

３月１日（金）から３月３１日（日） 

⑵ 回答数（３月１４日時点） 

８９件 

年代別内訳 ～２０代７件、３０代４１件、４０代２４件、５０代１３件、 

６０代３件、７０代～１件 

⑶ アンケート内容と結果（一部抜粋） 

 ア 公民館で子育て支援、家庭教育支援事業が実施されていることを知っていま

すか？  回答：はい３８件 いいえ５１件 

 イ 子育て・家庭教育について知りたい情報（複数回答可） 

・子どもや親の交流の場 ５６件 

・健康、発達にかかわること ５１件 

・ほめ方、しかり方 ４５件 

・地域との交流の場 ４１件 

・コミュニケーションの仕方 ２６件 

・相談窓口 ２４件 

・しつけ １９件 

  ウ 希望する講座など 

・アロマトリートメント、リラクゼーション、マッサージ、ヨガ、体操 

・料理教室（包丁の使い方、おやつ作り）  

・ベビーマッサージ、ベビーフォト、抱っこ教室 
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・木のおもちゃ体験、木工作、工作 

・服、おもちゃ、育児用品のお下がり会、交換会 

・移住者ママの会、一人目ママの会、子どもの年齢ごとの交流会、お茶会 

・栄養士、歯科衛生士、保健師、保育士などの専門職との相談会・座談会 

・海外の子育て方法 

・金融教育、お金にまつわる話 

・こどもへの性教育、身体のセルフケアについて 

・発達段階の成長について 

・子育て世代の企業支援 

  エ その他いただいた意見 

・託児があると自分の時間として過ごせるからありがたい。 

・最低でも月２回 定期的に集まれる場 

・育児は毎日のこと。困った時、疲れている時にいつでもアクセスでき、支援

が受けられる場 

・長期休暇イベントの充実 

・休日に行ける場所。児童センターを土日も開放してほしい。 

・雨の日に行ける場所。有料でもいい。 

・たくさん走ることのできる室内遊具場 

・公民館事業はどこを見たら載っているのか。 

・開催している側の情報発信能力がなさすぎる。 

・地域や公民館の情報が入ってこない。 

・地区内優先は理解出来るが、地区外も参加させてほしい。または自分の地区

でやってほしい。 

・公民館はお年寄りが行くところのイメージを払拭するために、現役世代の声

を積極的に活かして！ 

・わざわざ公民館に行かなくても、イオンモールや児童センターでの講座やイ

ベントが楽しいので行かないと思う。 

   

６ まとめ 

 ⑴ Ｍウイングを飛び出し、生活の延長に設定した会場 

   親子の参加者を募るよりも、「親子の参加者がいる場所に行く」会場や内容とし

た。広く市民の声を聞くには今回のように、参加者を募るだけでなく、人の集ま

る場所に出て行く方式も必要と考える。 

  

⑵ 子育て世代における公民館の認知度は低い。地域との交流機会の逸失。 

   来場する親子の中には、会場を「こどもプラザ」と認知していない人もいた。

公民館は、残念ながら一層認知度が低い（或いは、公民館と認知しないまま利用

している？）ことが推測できる。公民館は、親子に限らず住民が気軽に使える場

所だが、親子にとって身近な施設の一つとして公民館も認識されなければならな

い。また、公民館でなければ、その先の地域との交流や地域づくりに結び付かず、
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将来の担い手となる機会を逸失してしまっている。 

 

 ⑶ 公民館活動は主体性。サービスの需給ではない 

   一方で、公民館活動の充実に向けては、利用者が主体性を持つことが不可欠で

ある。子育て中であっても負担なく、楽しみながら主体性を持って活動できる場

を作るにはどうしたら良いのか、ママ・パパのニーズを把握することに合わせて、

日頃親と関わる機会の多い関係団体（子育てサークル、育成会、PTA、イクジィな

ど）の知恵を借りること・連携することも必要である。 

   福祉ひろば、こどもプラザ、つどいの広場等で子育て支援サービスを受けるこ

とが当たり前でいては、主体性や内発性は育たないのではないだろうか。社会教

育は提供する側と受ける側ではない。牧野先生の午前中の講演にもあったように、

「学び」による住民自治をより深く実装することが求められている。育児世代に

も「学び」による「かかわり」、「つながり」づくりを促す必要がある。 

 

 ⑷ 将来の担い手づくりに向けて 

   今後の公民館活動や地域の担い手のことを考えると、今回のような公民館を知

ってもらう地道な活動が必要になってくると感じる。今回参加いただけた方の中

で少しでも公民館に興味を持ち、実際に行ってみようという方がいれば幸いであ

る。 

    

 ⑸ これまでの集いのままでいいのか 

   過去のまちづくりの集いとはイメージが違い、申込者の中には「イメージと違

った」「参加しづらい」といった声もあった。また、一部の関係者から「これは分

科会の会場ではないな。」と厳しいご意見もいただいた。生活の延長に分科会を持

ってきたことはこれまでに無かったかもしれない。実際、公民館の名前すら知ら

ない方がいた。日本で最も多く公民館がある長野県においても、日頃の生活の中

に「公民館」という選択肢がない人が沢山いるということである。 

 

 ⑹ 集うのは「誰」か 

私たちのまちづくりの集いの「私たち」とは、地域の実践者のことだけを意味

するのか、あるいは「公民館」の名前も知らない方々も含めるべきなのか、集い

の在り方を考えるうえで一つの重要な論点として提起したい。 

地域の実践者も元々は実践者ではなかったはずだ。実践者になるきっかけは

様々かもしれないが、そのきっかけを提供する＝スイッチを入れるのが社会教育

であり公民館である。実践者への支援や伴走と同時に、実践者ではない人々への

アプローチも行い、実践者になりうる人たちを増やしていかなければならない。 
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公民館では「おやこ」関連の事業 を 年間約 150 個 

開催しているほか「おやこ」関連サークルも活動中！ 

ここでは           をご紹介✨ 

お近くの公民館にも「おやこ」向け事業・サークルがきっとある!? 

ここから希望の地区を選択し 

「公民館から」をチェック！ 

ぜひぜひ気軽にお問合せください♪ 

令和５年度 未来へつなぐ私たちのまちづくりの集い 第 2 分科会 

～おやこのみなさん、公民館へようこそ！～ 

うちの近くの公民館は 

どこ？どんなことしてるの？ 
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公民館名 対象 
事業名 

開催時期 
概 要 

第三地区公民館 

（中央 4-7-28） 

（℡：36-7040） 

親子 

おひさまキッズ 

毎月 

第１木曜日 

10：00～ 

第三地区福祉ひろばにて、未就園児の親子

を対象とした子育て支援事業を行っていま

す。絵本の読み聞か

せ、わらべうた、親子

遊び、季節のクラフト

など、親子で楽しめる

内容になっています。 

白板地区公民館 

（城西 1-6-17-3） 

（℡：35-7740） 

親子 

やきいも大会 

5～11 月 

さつまいもの植え付け・草取り・収穫まで

の一連を体験

し、やきいもに

して食します。 

松南地区公民館 

（芳野 4-1） 

（℡：26-1083） 

親子 

親子食育講座 

4～11 月 

年に５回の連続

講座で、松本一本

ねぎとさつまい

もを育て、収穫

し、料理を作りま

す。 

神林公民館 

（神林 1557-1） 

（℡：58-2039） 

未就園児

の親子 

ぽんぽこりんのひろば 

毎月 1 回 

子育て支援事業として、季節のイベントに

合わせて工作や遊びをしたり、果物狩りを

行うなど、親子

同士の交流の場

となっていま

す。 

笹賀公民館 

（笹賀 2929） 

（℡：58-2046） 
親子 

ほっとスペース笹賀 

毎週火曜日 令和５年２月から様々な事情により家で過

ごしている子どもたちのために少しでもほ

っとできる居場所を提供しています。 
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公民館名 対象 
事業名 

開催時期 
概 要 

波田公民館 

（波田 4417-1） 

（℡：92-2268） 
2・3 歳の

未就園児

と保護者 

竹の子教室 

５～１２月 

年４４回 

45年間続く歴史ある講

座です。親子一緒に運動

や遊びをとおして、体力

づくりと生活習慣の基

本や情操の発達を支援

しています。保護者同士の繋がりも魅力。 

 

 

 

 

施設名 
サークル名 

活動日 
概 要 

第三地区公民館 

（中央 4-7-28） 

（℡：36-7040） 

 

こどもいけばな 

第３土曜日 

10：00～ 
季節の草花を用いながら、生け花を楽しみます。

難しく考えずに自由に思いのまま生け花を楽しみ

ましょう。年少から大人まで、初心者大歓迎。 

ヒッポファミリークラブ 

毎週水曜日 

18：45～ 
多言語活動および国際交流を行います。多世代で

楽しく活動しています。何歳からでも世界が広が

ります。対象：０歳～シニア年代 

松本おはなしの会 

火・金曜日 保育園・小学校・福祉ひろばで、ストーリーテリ

ング(昔話などの語り)や読み聞かせを行っていま

す。 

子育てサークルえるも 
第 1・3 水曜日 

午前 月に 2 回リフレッシュヨガをしています。ママの

運動不足解消、リフレッシュを目的としています。 

ねっこだっこ 

木曜日 
“根っこは抱っこで育ちます”を合言葉に、０～

３歳児親子、妊婦さんを対象に、わらべうたあそ

びや絵本の読み聞かせを通して愛着を育むお手伝

いをしています。又、子育て相談も行います。 

ムジカベベ０才からの音楽会 

平日午前 赤ちゃんから聴ける音楽会の企画・開催。音楽を

通して子育て中の親子に喜んでもらえる活動で

す。お子さんがいるお母さんを中心に活動中です。 
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施設名 
サークル名 

活動日 
概 要 

笹賀公民館・福祉ひろば 

（笹賀 2929） 

（℡：58-2046） 

おやこクラブてるてる 

月１～2 回 

0～3 歳のお子さんとそのお母さんを対象とした

活動を月 1回のペースで開催しています！消防署

見学やヨガ、手形アー

トなどを月に１回開催

中～！活動の後、おに

ぎりや味噌汁などの簡

単なお昼ご飯を用意す

る「てるてるカフェ」

も不定期開催！思い出

作りに、お友達作りに、

子育て情報交換に、気

軽に遊びに来てね！ 

波田公民館 

（波田 4417-1） 

（℡：92-2268） 

波田おはなしの会 

毎週水曜日 

読み聞かせ、影絵、パネルシアターの制作・練習

をしています。不定期

ですが、公民館で親子

向けの自主公演をした

り、小学校・保育園等に

伺って楽しく活動して

います。 

 

 

 
中央 

(Ｍｳｲﾝｸﾞ) 中央 1-18-1 鎌田地区 両島 5-50 松原地区 松原 39-1 

第一地区 M ウイング 4F 松南地区 芳野 4-1 岡田 岡田町 517-1 

第二地区 本庄 2-3-23 島内 島内 4970-1 入山辺 入山辺 1509-1 

第三地区 中央 4-7-28 中山 中山 3746-1 里山辺 里山辺 2943-1 

東部 女鳥羽 2-1-25 島立 島立 3298-2 今井 今井 2231-1 

城北 開智 2-3-39 新村 新村 2179-7 内田 内田 2203-1 

大手 大手 3-8-1 和田 和田 2240-31 本郷 浅間温泉 2-9-1 

安原地区 旭 2-11-13 神林 神林 1557-1 四賀 会田 1001-1 

城東 元町 3-7-1 笹賀 笹賀 2929 安曇 安曇 1061-1 

白板地区 城西 1-6-17-3 芳川 野溝東 2-10-1 奈川 奈川 3301 

田川 渚 3-2-7 寿 寿豊丘 424 梓川 梓川梓 2288-3 

庄内地区 出川 1-5-9 寿台 寿豊丘 649-1 波田 波田 4417-1 
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第３９回松本市公民館研究集会
令和５年度松本市地域づくり市民活動研究集会
未来へつなぐ私たちのまちづくりの集い 第２分科会

芳川地区みなみ福祉ひろば
（イオンタウン松本村井２階）
松本市村井町南２丁目２１－４５

２ 悩みを共有しよう！ 少人数のグループに分かれてグループトークを行います！

親子で楽しめる手遊びや体操をします。音楽に合わせて体を動かしてみよう！

１ 公民館を知ろう！ 公民館での活動や地区事業について実際の事例を紹介します！

◎ 巨大ロール紙お絵描きブース

常設ブース

◎ お悩み個別相談ブース 小さなお悩みでもOK。保健師と個別に相談ができます。

令和６年

２月１８日（日）
９：３０～１５：３０

子どもが遊べるおもちゃやボールもあります。
親子で楽しみながら参加しませんか？
アンケートに答えて粗品もプレゼント！

分科会プログラム １１：００ ／ １３：００ ／ １５：００

いずれも同じ内容ですので
都合の良い時間に
ご参加ください

巨大ロール紙に自由にお絵描きしてみよう！

参加のお申し込みは、松本市中央公民館（Ｍウイング）へ

電話 0263-32-1132
FAX 0263-37-1153

Logoフォームからも事前申込みが可能

事前申込み無しでの当日参加も可能です！

主催：松本市・松本市教育委員会・松本市地域づくり研究連絡会
主管：未来へつなぐ私たちのまちづくりの集い実行委員会

QR

Logoフォーム

締切

２/９
（金）

公民館のおにいさん、おねえさんと一緒に手遊び
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第３分科会 「担い手人材はどこにいる？」 

            ～新たな担い手とつながるために～ 
 

話題提供者： 塩 原  敏 宏 （ 松本市社会福祉協議会地域福祉課 ） 

 三 沢  智 子 （ 筑中りんどう会準備委員会代表 ） 

 児 玉  亨 （ 筑中りんどう会準備委員会事務局 ） 

コーディネーター： 松 田  武 雄 （ 名古屋大学名誉教授 ） 

司会： 勝 家  隆 （ 島内地区地域づくりセンター長） 

世話人： 伊 藤  貴 浩 （ 松南地区公民館・主任 ） 

 木 内  翼 （ 松原地区公民館・主事 ） 

 小 林  大 （ 庄内地区公民館・主事 ） 

 清 水  春 生 （ 中央公民館・事務員 ） 

 瀧 川  航 平 （ 田川公民館・主事 ） 

 分 部  哲 志 （ 本郷公民館・主事 ） 

会場：中央公民館 会議室３－２／参加者：６１名（一般参加者：２１名） 

 

１ 協議の柱 

様々な団体・組織の抱える課題である「担い手不足」。団体などの活動に関心を持

ってもらい、行く行くは新たに担い手となってくれるような人材とつながるために、

どのような取組みが必要か考えます。 

 

２ 過去の分科会の振り返り 

  これまでのまちづくりの集いで「担い手不足」について議論した成果をまとめ、

今回の分科会やこれからの活動に役立てるヒントとしました。 

 ⑴ 成果から導き出されたもの 

  ・担い手不足の原因を整理して理解する 

  ・（町会が）何のために存在しているのか、その意義を知ってもらう 

  ・これまで関わりのなかった多種多様な人を巻き込む 

  ・他者を尊重し、他者から学ぶ関係性・環境を整える 

  ・まず誰かと何かをやってみる（巻き込む・つながる） 

 

３ 話題提供 

⑴ 松本市ボランティアセンター 

ボランティアセンターでの取組み（目標、取組みの中で大切にしていることな

ど）、具体的な事例の紹介がされました。 

ア 取組みで大切にしていること 

ボランティアの本来の意味である「自発性」「自分発」を大切にして、次のこ

とを心がけて取り組んでいます。①誰かに強制的に言われてであったり、“やら

され感”があったりしない。②得意なことや興味・関心があることをお任せす

る。③仲間や関わる人との交流など、楽しみを持って参加していただく。 
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実際に、「ボランティアをしたい。何でもいいから、決めてもらったことをや

ります。」とおっしゃる方がいて、団体を紹介してみたものの、「やっぱりやめ

ます」と言われることは割合多いです。また、「あんまり意欲がなかったけれど

やってみたら楽しかった。」とか、意欲がある方だったら「ある程度任されると

嬉しい」とか、それぞれの方の気持ちや意識に合った、「ハマる」活動を一緒に

考えていけるように心がけています。 

イ 「若者・学生」の参加で活動が活性化した事例 

こども食堂、炊き出しや防災訓練、人形劇の活動に、大学生や高校生が加わ

って、豊かな発想でアイデアを出しながら、楽しんで取り組んでもらっていま

す。学生さんだと本人の卒業を限りに活動から離れてしまいそうですが、卒業

する先輩が後輩を紹介して来てくれるということで、継続性も出てきています。 

また、市内では中学生によるゴミ出しや雪かきのお手伝いも行われており、

地域の大きな力になっているということを感じています。 

ウ 活動に参加するきっかけづくり 

ボランティアサロンで、お茶しながら気軽に情報交換ができたり、ボランテ

ィア関する講座、地域デビュー講座（地域で何か活動してみたい方を対象）を

開催したりして、「ボランティアとして活動してみたい」という人が情報を得て、

活動につなげられるよう支援しています。 

⑵ 筑中りんどう会準備委員会 

ア ＰＴＡ組織の課題と解散の背景 

戦後間もないころに構築されたＰＴＡの体制が、以後の社会変化（核家族化・

両親共働き化・雇用形態の変化など）に応じてカタチを変えることなく慣例踏

襲によって続いてきた。また、「強制加入」という誤った認識の浸透によって、

保護者にとっての負担と“やらされ感”は次第に大きくなっていきました。 

保護者からＰＴＡ加入は任意だとの指摘を受けたことで、以後、意思確認を

行うようにしたところ、役員選考前には退会者が増えたり、加入率が年々低下

したりするなど、ＰＴＡを担う人たちの不満は募っており、運営そのものの在

り方を改革し、現状の問題点を解決することが必要でした。 

イ 新たな任意参加型団体設立に向けて 

全家庭へのアンケートをもとに、ＰＴＡ理事会において、「できることをでき

る範囲で、ムリなく」「役員・会則・会費を持たない」「保護者、職員、ＯＢ／

ＯＧ、誰もが」参加できる任意参加型団体への移行を提言し、ＰＴＡ総会にて

ＰＴＡ解散と新団体「筑中りんどう会」の立上げが決定しました。 

１年間の準備期間を設けて新メンバーを常時募集し、来年度の担い手を発掘 

しています。 

ウ 成果と今後の展望 

準備期間中に行った校内の環境整備作業、制服リサイクル活動、講演会は、

やりたい人が、できることをできる範囲で関わり、やらされ感なく前向きに取

り組むことができていました（参加者の声から）。恒常的に担い手を確保するこ

とが課題ですが、参加者が楽しく活動し、その楽しさが人を通じて広がり、新
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たな担い手が見つかりつながっていくものと考えます。今後の運営の中で、生

徒、保護者、地域、職員への影響を振り返りながらより良いカタチを模索して

いきたいです。 

 

４ 意見交換（グループワーク） 

分科会参加者が６つのグループに分かれ、感想の発表や意見交換を行いました。 

⑴ 事例発表を聞いた感想（良かった点、気づきがあった点 など） 

ア 筑中りんどう会の「できることを、できる範囲で、ムリなく」というマイン

ドはとても良いと思いました。まずは自分自身が楽しむことを念頭に置き、周

りを巻き込んでいきたいです。 

イ やらされ感なく、役員は無理でも子どものためにという自発的な意識が芽生

えることを意識したいです。 

ウ 筑摩野中学校の規模を考えると、分母に対して参加者が少なすぎるように感

じます。規則（制約）がないということは理想的ではありますが、お金の出ど

ころや責任の所在が気になるので、筑中りんどう会の今後を注視したいです。 

⑵ 自分は、なぜ町会や団体などに属しているのか（理由、きっかけなど） 

ア 町会に加入していること自体は、それが当たり前だからという認識だったた

め、なぜを問われても考えたことがなかったですが、役員を引き受けた理由は、

地域への愛着や恩返しから。それを続けている理由は、やってみたら意外と楽

しく感じたからであり、今ではそれが生活の張りに繋がっています。 

イ 自分が住んでいる町会の役員が 10 年、20 年後に突然回ってきたときに大変

な思いをしそうだから、今のうちからということで消防団に所属しています。 

ウ 役員は順番制で 10 年先まで既に決まっています。任期をしっかり決めて、順

番通りやることが後継者選びに苦労しないコツなのではないでしょうか。 

⑶ 担い手とつながるために、何ができそうか（実践例、自分の団体などでできそ

うなこと） 

ア 担い手不足の解消、担い手とつながるためには、次の担い手が気持ちよくで

きるようなバトンパスが必要なのではないでしょうか。具体的には、役割を明

瞭にすること、役員となる人たちの負担が少なくなるような仕組みが必要です。 

イ 町会の草刈りなどは役員中心で行っていましたが、有償ボランティアを実践

したところ、今までは町会内の活動に参加することのなかった地域の中学生な

どが参加するようになり、役員の負担軽減だけでなく町会と担い手になり得る

人材との接点を生み出すことができました。 

ウ 「やりたい人がやりたいことをやる」というのは実際には難しいと思うので、

少しでも理想に近づくためには、団体が変わる必要があります。コロナ禍も終

わりを迎え、まずは顔見知りになる機会を作ることや、子どもを対象とした町

会や公民館に関わる機会が必要です。 

  

98



 

５ まとめ（コーディネーター 松田 名誉教授） 

協議の柱にある新たな担い手と繋がることを考える場合に、二通りの方向で考え

る必要があります。 

⑴ より多くの人たちが活動に参加できる、あるいは役員になることができるため

の活動の工夫 

・時代の動向に対応する（筑中りんどう会の取組み） 

・活動しやすくするための改革（負担軽減、町会費の徴収の仕方や有償ボランテ

ィアの導入、ＤＸ） 

⑵ 地域の埋もれている担い手となるような人たちの発掘 

・個人情報保護により困難な場面も考えられるが、顔の見える関係づくり 

（島内地区の隣組単位での防災活動、回覧板を回す取組み） 

・関係を継続する記録等の取組み（マニュアル作り） 

・多様な参画（女性、若者、学生） 

・ボランティア活動をしたい人材が講座等を経て、地域で活動する取組み 
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未来へつなぐ
私たちのまちづくりの集い～第３分科会～

氏 名 住 所 電話
（ふりがな） 〒

FAX

E-mail

備考欄（所属団体・役職・活動等）

開会式・基調講演 分科会 手話通訳 要約筆記 車椅子 託児保育

参加 ／ 不参加 第３分科会

事 例 発 表

担い手不足の課題に向き合う２つの組織からお話いただきます。

意 見 交 換

事例発表をもとに、参加者の皆さんで意見交換・対応策を考えます。

◆ 参加申込
２月９日（金）までに、下記の申込書を公民館または集会事務局（中央公民館

℡ 32-1132 Fax 37-1157）へご提出またはご連絡ください。インターネット専

用申込フォーム（ＱＲ）からもお申込いただけます。

キリトリ

Ｒ６.２.１８

１３：００～

団体などの活動に関心を持ってもらい、新たな担い手と
なってくれる人材とつながるためのヒントを探りましょう！

松本市社会福祉協議会 地域福祉課
ボランティアセンター

ボランティア等の活動紹介・支援の状況や、
ボランティア登録者とつなげる取り組み事
例をお伝えします。

筑中りんどう会準備委員会

「筑摩野中学校ＰＴＡ組織の解散から新たな
組織の立上げ、そして、今後の活動」から、
新たな担い手とつながっていくための視点を
紹介します。
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  第４分科会 つながる・つなげる、松本らしい“つどいの場” 

                ～地域づくりの事例から～   
 

話題提供者： 藤 原  香 織 （神林地区生活支援員） 

 百 瀬  俊 元 （寿地区小池町会子ども広場運営委員長） 

 深 澤  昌 彦 （寿地区小池町会子ども広場事務局） 

 草 間  秀 成 （寿地区小池町会子ども広場運営委員） 

 降 旗  都 子 （第三地区まちづくり協議会副会長） 

 太 田  昌 宏 （第三地区四ツ谷東町会防災部長） 

 三 澤  和 代 （第三地区生活支援員） 

コーディネーター： 大 蔵  真 由 美  （松本大学教育学部准教授） 

司会・世話人： 浅 井  勇 太  （島立公民館主事） 

記録・世話人： 奥 原  美 鈴 （奈川公民館主事） 

世話人： 保 科  黄 （島内公民館主事） 

 太 田  正 太 郎 （新村公民館主事） 

 小 松  一 成 （波田公民館主事） 

 宮 下  明 日 香 （生涯学習課・中央公民館主事） 

会場：中央公民館６階ホール ／参加者：６７名 

 

１ 協議の柱 

身近な地域で“つどいの場”を活用した事例や、その後に発展した助け合い・支 

えあいの実践事例から、松本らしい“つどいの場”の役割や発展性について前向き

に考えます。 

 

２ 話題提供 

⑴ 【神林地区】 

「出張サロンｉｎ町内公民館」  

ア いきいき百歳体操 

(ｱ) 町会ごとに週１回程度実施。（南新井町会、町神町会のみ合同で実施） 

(ｲ) ＪＡ女性部は農閑期（１０月～３月）に実施。   

(ｳ) 健康増進はもちろんのこと、体操終了後は語り場を設けており、誰でも 

気軽に集まれる場所となっている。 

イ パイナップルカフェ 

(ｱ) 平成２９年度当時の民生委員が主体となり立 

ち上げた。 

(ｲ) オレンジカフェ（認知症カフェ）をアレンジ 

して地域交流の場を企画、体操やコンサート、 

講演など毎回内容が異なり、情報収集や趣味を 

楽しむ場となっている。 

ウ 出張サロンｉｎ町内公民館 

(ｱ) 地域づくりセンターまで行きたくても行けないため近くの町内公民館に 

職員が来てほしいとの声があったため、スタッフが出向いて事業の紹介を 
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し、公民館福祉ひろばの新規利用者を増やすことを目標に令和３年度より 

実施した。 

(ｲ) 買物弱者の方から食材が買いたいとの声があったため、令和５年度は、 

よろず相談会＆移動販売という内容で地区の生活支援員や、地域づくりセン 

ター職員などで結成した「お手伝い隊」が中心になってサロンを実施した。 

(ｳ) 今年度の反省点（住民主体で持続可能なサロンにしていくにはどうすれば 

いいかとの観点から、町会とのかかわり方、サロンの規模、相談会の持ち 

方、若い人への周知方法）をもとに来年度の内容を検討している。 

 

⑵ 【寿地区 寿小池町会】 

「子ども広場」～人と人とがつながる場づくり～小池町会子ども広場運営委員会 

ア 経緯 

小池町会公民館行事の日帰り研修旅行が中止となり、代替えとして開催した 

お茶会を発展させてわいわい広場を開催し、さらに大人だけでなく、子どもの 

居場所づくり事業として令和２年に子ども広場を開設した。 

イ 趣旨 

(ｱ) 子どもに食事や団らんの場を提供する。 

(ｲ) 子どもへの学習のお手伝い。 

(ｳ)  生活体験の支援、地域文化の伝承などを通じ、 

子どもたちの生きる力を育む。 

ウ 活動内容（於小池公民館及び子ども広場畑） 

(ｱ) 毎月１回土曜日小学生対象。 

   10:00～自由学習、10:45～生活体験 など、 

   12:00～昼食。 

  夏休み中の学習支援「寺子屋」３回開催。 

(ｲ) 生活体験 

   モロコシの播種、ジャガイモやサツマイモの定植と、それらの収穫体験。  

ホタルの観察学習会、高齢者と昔の遊び、盆踊りの練習、正月飾りづくり、

ちびゆりさんとダンスワークショップ、大学生とのワークショップ 他。 

  エ まとめ 

(ｱ) 令和５年度はコロナが５類に移行し、毎回会食ができた。参加者が増えた。 

(ｲ) 寺子屋は学習の後、オセロなどの遊びを取り入れる工夫を工夫した。 

(ｳ) 史跡めぐりをしてそれを題材にカルタづくり→カルタ大会を実施できた。 

(ｴ) 大学生の学習支援効果は大きかった。特に、学習が長続きしない低学年の 

子どもの支援は、子どもが楽しく安心して活動できた。 

オ 発見と課題・展望 

(ｱ) スタッフ同士の関わりが見られ、子ども広場を通して、大人の関係づくり 

の場にもなった（子どもの居場所づくり→大人の居場所づくり）。 

(ｲ) 食事担当スタッフの高齢化→負担軽減、新規スタッフの募集。 

(ｳ) 子どもに寄り添う支援と事業に対するスタッフの共通理解の深化。 
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(ｴ) 収穫のよろこび、さらには「食育」についても考えていきたい。 

(ｵ) 学生による学習支援の継続。町内他団体とより一層の連携。 

⑶ 【第三地区 四ツ谷東町会】 

  「四ツ谷東町会の防災と福祉の取り組み」 

   人と人との繋がりが住みやすい安全なまちをつくる。 

ア 防災の取り組み 

(ｱ) 安否確認訓練をはじめたきっかけ 

平成２７年に実施した第三地区の避難所運営訓練に四ツ谷東町会の参加者 

が少なかったため防災の見直し、平成２９年から安否確認訓練を始めた。 

(ｲ) 安否確認訓練のやり方と取り組みの効果 

a 回覧板を回す班ごとに安否確認をし、各班の決めた場所に集まる。 

b 町会の一時避難場所に班単位で移動集合し、班長が地区部長に報告。 

c 地区部長は防災部長に報告し集計。 

d 平成３０年の第三地区避難所運営訓練への参加者が激増した。 

e 令和２年から安否確認タオルを導入した。 

(ｳ) 安否確認訓練を始めてからの効果 

a 隣近所の居住状態や家族構成が把握できて、住民同士のつながりが強 

化された。 

b 安否確認タオルの導入で、身障者・高齢者・留守宅などの安否確認の 

時短が図られるようになった。 

c 訓練開始時から一次避難場所での集計作業が短縮された。 

d 住民からも年に一度はこのような機会は大切だという声が聞かれるよ 

うになった。 

(ｴ) 今後の取り組みについて 

a 令和２年より災害時に必要な用品や設備を増 

強しているが、今後もさらに充実させるべく企 

画中である。 

b 四ツ谷東町会の一次避難場所から指定避難所 

の松本県ヶ丘高校への徒歩での移動訓練を行え 

るように計画している。 

イ 福祉の取り組み 

(ｱ) 取り組みのきっかけ 

a ケアマネジャーから社協つむぎちゃんサポートへゴミ出し支援の依頼 

があった。しかし、その当時の四ツ谷東町会にサポート協力会員がいなか 

ったため一旦依頼を断ったが、再度探してほしいとの要望があった。 

b 町会のボランティア部会班長に相談し、サポートの協力会員の募集と 

困ったときの助け合いシステム構築についてのアンケートを実施した。 

(ｲ) 助け合いポスターの作成 

a アンケートには様々な意見があり、隣近所には迷惑をかけたくないとい 

った声もあったことから、色々な方法でのサポートが必要だと考えた。 
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そこで、困ったときには一人で抱え込まず相談できる事が大事なため、町

会には助けてくれる人がいるということを知ってもらうためにポスターを

作成した。 

b ポスターのデザインは配布しても捨てられず目を引くようにと考え、 

ヤポンスキーこばやし画伯に依頼。 

c 町会の約４００世帯にＡ４版で配布し、Ａ３版はごみ置き場などの目立 

つところに掲示した。 

(ｳ) 今後の取り組み 

  ボランティア部会のメンバー増員に取り組み、いざという時にも役立つ 

助け合いシステム構築に取り組む予定。 

 

⑷ 質疑応答 

ア 安否確認タオル・助け合いポスターの作成費用について 

安否確認タオルは初回は版代も含めて２００円程度、２回目からは２００ 

円弱くらいで松本市からの補助もある。助け合いポスターはこれまでも関りの 

あるプロのデザイナーのご厚意により、特別価格でお願いすることができた。 

イ 第三地区と四ツ谷東町会ボランティア部会員は何人くらいか 

第三地区では７０人くらい、四ツ谷東町会は１０人くらい。 

 

３ 意見交換 

分科会参加者が１２のグループに分かれ意見交換後グループ発表を行った。 

主な意見は以下のとおり。 

⑴ 伝統文化を企画して子供が参加できる場をつくる。 

⑵ お祭りの仕事を分担して、一人で抱えこまない。 

⑶ 公民館居酒屋で男性や若い人が公民館にくるようになった。 

⑷ 事業内容を工夫しているが、保護者の関心が少ないためか、子供の参加が少な 

い。 

⑸ サークル活動がないので、料理教室やボッチャなどのサークルをつくりたい。 

⑹ 地域活動に参加しようとしたら、地元に断られた。性別や年齢に関係なくオー 

プンな地域になってほしい。 

⑺ 若い人にも関心をもってもらえるようにｅスポーツなどを公民館活動に取り入 

れたい。 

４ まとめ（コーディネーター 大蔵准教授） 

⑴ どれも特色がある事例発表で、他の町内公民館も参 

考になったと思う。 

⑵ コロナ前→コロナ禍→コロナ後の活動の事例発表が 

あり良かった。 

⑶ 防災・成り手不足・福祉などの課題は若い人は自分 

にはまだ先の話だと思っていても災害や家族構成の変 

化で明日にでも直面する問題なので、真剣に取り組ん 
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でもらいたい。 

⑷ 悩み事や困りごとは誰かに話す事が大事。 

⑸ 人は学んだ時になるほどと思うが、実際に何か行動 

したときに本当の学びとなる。 

⑹ 今日はさまざまな人と話ができていい学びがあった。 

 

５ 分科会の振り返り（運営委員） 

 ⑴ いろいろな方と意見交換ができて良かった。今後はテーマの背景にある課題の 

本質に迫る議論を深めることができればなお良い。 

 ⑵ 主体性をもって分科会を継続していくことが大事。 

 ⑶ 分科会運営委員会でのプロセス（学び）を大切にする。 

 ⑷ 分科会での議論を次年度にしっかりつなげる。 
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子ども広場
－人と人とがつながる場づくり－

寿小池町会 子ども広場運営委員会

寿 小池町会

令和６年２月18日

第39回公民館研究集会・令和５年度地域

づくり市民活動研究集会 第４分科会 資料

1

１ はじめに

(1) 子どもが暮らしやすい社会は

全ての人にとっても暮らしやすい社会

・ すべての人が地域の中でごくふつうにあたりまえの生活ができる社会

・ 特別なサービスを受ける権利

(2)  人と人とがつながる「場づくり」「関係づくり」が必要

・ 課題の気づき、発見

・ 支え合い 関係機関との連携

2

(3) 小池町会の概要 （令和６年１月１日現在）

・ 人口 1,949人

・ 世帯数 818 世帯

（町会加入世帯 608 世帯）

・ 高齢化率 26.2％

・ 農家組合数 約 100戸

・ 小学校児童 102名（81世帯）

小池公民館全景

3

平成29年度

小池町会公民館主催 日帰り研修旅行 中止（毎年→隔年実施）

代替として 「お茶会」 「飲み会（自費）」 の集い 4回開催

平成30年度

公民館主催 日帰り研修旅行 焼津さかなセンター・久能山東照宮

公民館主催 「ふれあい・おしゃべり広場」 1回

公民館と農家組合共催 「わいわい広場（新そば会）」 1回

（「JAモデル農家組合活動」の助成を受ける）

令和元年度

公民館主催 「わいわい広場」 4回

（「お手玉遊び」 「骨密度・体脂肪測定」 「講演会」 「新そば会」）

２ 経 緯
(1) わいわい広場

お茶会 →わいわい広場 → 子ども広場

4

小池公民館 玄関
わいわい広場 看板

令和元年11月23日
新そば会

公民館と農家組合との共催

わいわい広場 → 子どもの居場所づくりへ

5

① 大人だけでなく、子どもとふれあう場

② 小池の伝統行事や文化、歴史、遊びの伝承の場

・ 令和元年５月 打合わせ会（町会三役・公民館長・育成会長）
松本市子どもの未来応援事業

ニーズ調査

・ ７月 小学校地区ＰＴＡにアンケート実施（育成会が協力）

・ ９月 町会委員会/幹事会 「子ども広場」 立ち上げ 提案 承認

・ 10月 町会「回覧板」 子ども広場の開設と協力者の募集

・ 令和 ２年４月 子どもの居場所づくり事業

寿小池町会「子ども広場」 開設

(2) 子どもの居場所づくり

6
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○ アンケート結果

・ 令和元年7月 子どもの居場所づくりニーズ調査を実施

（PTA総会にて小学生保護者にアンケート調査）

利用した

い
21%

時々利

用したい
45%

利用しな

い
13%

どちらで

もない
17%

その他
4%

利用について

できる
2%

時々でき

る
64%

できない
15%

どちらで

もない
19%

スタッフ参加について

利用希望
66%

参加可能66%

7

３ 「子ども広場」 について （事業内容）

松本市の補助制度（子どもの居場所づくり推進事業）
を活用し、小池公民館を拠点にして、

①子どもに食事や団らんの場 を提供するとともに、

②学習のお手伝い や

③生活体験の支援、地域文化の伝承 などを通じ、
つながりを深め、子どもたちの生きる力を育むことを目指
す。

(1)  趣 旨

8

(2) 日 時

毎月１回原則最終週の土曜日 ２時間程度

於小池公民館

午前 10:00 ～受付、自由学習

10:45 ～生活体験 など

11:45 ～会 食

(3) 対 象

原則地域の小学１年生～６年生

9

(4) 運営主体 寿小池町会子ども広場運営委員会

○ 運営委員（12名）

現 町会三役、公民館長 、主事、育成会長、

高齢者クラブ会長、ＰＴＡ

前町会長・前公民館長・前育成会長 事務局

○ 協力者 （30名） 町会員、民生委員、高齢者クラブ会員

実働スタッフ 33名

３グループに分かれ月毎分担して活動

(5) 他団体の協力

町会公民館、育成会、高齢者クラブ、神社総代会、

みどり保全、松本大学生

構成

10

寿小池町会「子ども広場」運営委員会

委員 （12名）

（前） 町会長・公民館長・育成会長 →事務局

（現） 町会三役（正副町会長・正副会計）

公民館長・公民館主事

育成会長

高齢者クラブ会長

小ＰＴＡ支部代表

協 力 者 （30名）

Ａ・Ｂ・Ｃ ３グループに分かれ月毎分担

町会会員

高齢者クラブ会長 ・高齢者クラブ会員

副町会長 ・育成会長 ・民生委員

（前）民生委員・（前）健康づくり推進員

（前）町会正副会計

組 織

実 働 スタッフ 33名

（前）町会長・（前）公民館長・（前）育成会長

11

・高齢者クラブ
・神社総代会・当番常会
・公民館 ・みどり保全
・子ども会育成会

B 

子ども広場

子ども広場運営委員会
12名

・食事や団らんの場

・学習のお手伝い

・生活体験、地域文化の伝承

j

町会 協力者
30名

松本大学
・教員
・学生

松本地域子ども応援
プラットホーム

松本市塩尻市安曇野市の団体個人

NPO法人
ワーカーズコープ
松本事業所

情報
講演会 他

松本市

町会 団体

（ 3グループ）

食事
生活体験

・前 町会役員 ・現町会三役
・現公民館長、主事 ・現育成会長

・現高齢者クラブ会長 ・小PTA代表

運営

子どもの居場所づくり
推進事業

松本地域振興局
総務管理課県民生活係
フレッシュフードシェア

食材

NPO法人
フードバンク信州

（前）町会長、公民館長、育成会長

実働スタッフ 33名

学都松本寺子屋事業

地域自治支援交付金

12
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(6) 活動内容 （生活体験）

モロコシの種まき
２粒ずつ播種

4 月
ジャガイモの植付・土よせ

13

5月
令和5年5月20日

カルタ大会

「史跡めぐり」を題材にして

絵札、読み札を作った

14

5月8日 スイカの定植（大人2名）

カルタ大会の後

（ちらし寿司）

お昼 学生さんと会食
サツマイモの定植

15

6月

6/24    事前学習会

ホタル観察
7/2 

小赤みどり保全
小池子ども会育成会

町内を流れる塩沢川にて

参加者63名

ホタルの生態について
プロジェクターを使い説明

16

7 月

モロコシの収穫

夏休み 寺子屋 開催

茎から とる際 「ボキッ」と
折れる音の感触を味わう

夏休み帳に取り組む

17

８月

ジャガイモの収穫

寺子屋

学習後 「小池音頭」 練習

夏休み中３回

収穫したスイカは食後のデザート

高齢者クラブの方から
ボッチャなども教わりました

18
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9月 神社の話

おはぎづくり

おはぎ

昔の遊び
囲碁・将棋・オセロ・手品

高齢者クラブ

19

のぼり旗 設置（町内5箇所）

令和2年9月から毎月

「右側通行」の表示板
公民館階段に

20

10 月

参加者 33名

史跡めぐりを題材にして
カルタづくり

令和4年10月 史跡めぐり
～史跡・自然・生活を訪ねる～

サツマイモ掘り

大きな芋がとれました

21

焼き芋大会

11 月

神社境内にて

令和5年度 子ども広場の畑で実施

22

正月飾り づくり

12 月

翌日 子ども会育成会主催

しめ縄づくり講座輪締め 松 南天 紙垂

リース式正月飾りが人気

23

1月

たこづくり

昼食はカレーライス

令和６年１月27日

24
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２月 令和５年２月１８日 ワークショップ

積み木遊び

学生と旗づくり

大きい旗

自分の旗

学習が終わってから

25

令和 ５年３月18日３月

変面ショー 公民館と共催 自由学習 学生がサポート

26

４ ま と め

○ 令和５年度コロナ５類

毎回 自由学習・生活体験・会食

○ 寺子屋事業 夏休み中３回実施（前年より参加者増）
○ 史跡めぐり→カルタづくり→カルタ大会

・松本市地域自治支援交付金活用 100部作成

○ 多様な家庭と事業の関係

・生活体験を前面に出す

○ 大学生の学習支援効果大

・特に低学年の子ども

○ 町内他団体との連携 /共催

・高齢者クラブ 子ども会育成会 公民館 他

令和2年度10回開催
子ども：140  名 Ave.14
大 人：178  名
令和３年度 12回開催
子ども：197  名 Ave.16
大 人： 231名

延べ
参加者

令和４年度12回
子ども：163  名 Ave.14
大 人：231  名
令和５年度１月まで10回
子ども：180  名 Ave.18
大 人：253名

寺子屋除く

大人は学生
含む

27

５ 発見と課題・展望

 子どもの居場所づくりは、同時に大人の居場所づくり

・スタッフ同士の関わり、連携 事業に対する共通理解

・ 食事担当スタッフの高齢化 負担軽減、新規スタッフ

 子ども支援の深化

・子どもに「寄り添う」 課題の発見 関係機関

・学生による学習支援の継続

 コロナ収束後

・ 団らんの場の工夫 収穫のよろこび 食育

・ 居心地の良い場づくり

・ 町内他団体との共催、連携の継続

28

ご静聴ありがとうございました

寿小池町会 子ども広場運営委員会

29
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第４分科会テーマ「町内公民館」

「出張サロンin町内公民館」について

神林地区生活支援員 藤原香織

神林地区について

・神林地区は、信州まつもと空港の北側に位置し、７つの町会から

なる農村地帯。

・７町会（川西、川東、寺家、南荒井、町神、下神、梶海渡）

・「神林の歌」に“七区の契り 温かく”と唄われているように、

和を重んじ協調性のある風土
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神林地区について

・地区の公共施設は、ほぼ中央に、地域づくりセンター（出張所、

公民館、福祉ひろば）、運動広場、ＪＡ神林支所が集積し、地区

住民が集い交流を深めるには良好な環境

・地区の南端には、サンプロアルウィン、信州スカイパーク、マレ

ットゴルフ場、室内ゲートボール場、西南公園があり、一大スポ

ーツエリアが形成され、健康づくり・仲間づくりの場となってい

ます。

神林地区について

・人 口 ４,７９４人（男性２，３６５人、女性２，４４８人）

・世帯数 ２，０６４世帯

・高齢化率 ３１．７％（市平均２８．５％）

・後期高齢化率 １９．２％（市平均１６．５％）
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🍍パイナップルカフェについて🍍

平成２９年度 当時の民生児童委員が主体となり立上げ（７年目）

オレンジカフェ（認知症ｶﾌｪ）をｱﾚﾝｼﾞして、地域の交流の場を企画

誰もが気楽に集まり話せる（相談できる）場、情報収集（見たり

・聞いたり）の場、健康増進・介護予防へ取り組む場、趣味を楽

しむ場.....などの居場所づくり

月１回程、町内公民館、寺院を会場に開催
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R5年度 パイナップルカフェ実施状況

開催日 会 場 内 容 参加人数

５月２９日
（月）

下神公民館
いきいき百歳体操をご一緒に！

健康づくり課

認知症と向き合うあなたへ
南西部包括支援センター

２７名

６月 ６日
（火）

福祉ひろば 竪琴（ライアー）の爽やかコンサート

丸山恵美子＆下形和美さん

３５名

７月２４日
（月）

梶海渡公民館
（元）赤ずきんちゃんとうっかり八兵衛

社協つむぎちゃん劇団

コグニサイズの時間です！
木次由美子さん

１９名

８月２１日
（月）

南荒井東公民館 幸せをつかむ遺言書書き方 ビフォーアフター！

大沢会計事務所 大沢利充所長

２１名

R5年度 パイナップルカフェ実施状況

開催日 会 場 内 容 参加人数

９月２５日
（月）

町神公民館
電話でお金サギにあわないために！

空港北交番 小池所長

お金の話
信金二子支店 矢澤明奈さん

１９名

１０月２３日
（月）

長久寺 アルパと歌で楽しむ、秋の爽やかコンサート

ましゅまろまま 兵藤真美＆竹野真彩さん

４７名

１１月２０日
（月）

川西公民館
もしもの時に、あわてない準備

ＪＡ神林 丸山支所長

おじいちゃんがおばけになったわけ
南西部包括支援センター

２０名

１２月１１日
（月）

福祉ひろば クリスマス会
手話の会による手話歌＆手話トーク

神林手話の会

３９名
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出張サロンin町内公民館 （Ｒ3・4年度）

市内３５地区全てにある福祉ひろばと公民館。

知っているようで知らない具体的な活動内容。

知ってはいるけどなかなか.....と思われている皆さんに向けて

お近くの町内公民館へ出向いて、人気講座をご紹介

年齢関係なく共通の趣味や楽しみを通して、仲間づくりを応援

『からだリフレッシュ講座』（講師：西山知花さん）を持回り開催
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出張サロンin町内公民館 （Ｒ5年度）

『よろず相談会＆移動販売でワクワクお買い物』

お手伝い隊として出張

出張スマホ教室（公民館主事）

健康相談（保健師）

介護相談（南西部包括支援センター）

暮らしの困りごと相談（地区生活支援員）

カフェコーナー（ひろばコーディネーター）

戸部商店・ＪＡ神林支所・にじいろ工房 出店
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R5年度 出張サロン実施状況

開催日 会 場 参加人数

５月３０日
（火）

川東公民館 ５０名

６月３０日
（金）

川西公民館 ２３名

７月２６日
（水）

町神公民館 １３名

８月２３日
（水）

福應寺
（寺家町会）

２１名

開催日 会 場 参加人数

９月２８日
（木）

下神公民館 ３０名

１０月３１日
（火）

梶海渡公民館 １９名

１１月２８日
（火）

南荒井東公民館 ２８名

令和６年度に向けて

身近で歩いていける距離での居場所づくり

住民主体で持続可能な魅力的なサロン

顔見知り同士、おたがいさま・支え合いの精神で

つながりの「場づくり」「関係づくり」を推進
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神林みんなの幸せ計画
〇基本理念

『共に支えあい、安全で安心して、生き生きと暮らせる神林』

ご清聴ありがとうございました
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氏 名 住 所 電 話  

  FAX  

備 考(所属団体・役職・活動等) 開会式・基調講演 手話通訳 要約筆記 車椅子 託児保育 

 参加・不参加 有・無 有・無 有・無 有・無 

第４分科会 

つなげる・つながる、松本らしい“つどいの場” 

～地域づくりの事例から～ 
少子高齢化や人口減少、価値観や生活様式の多様化により地域連帯感の希薄化が懸念されていま

す。誰もが気軽に参加でき、緩やかにつながれる場所は身近にありますか？町内公民館を拠点に

した事例や、その後に発展した地域づくりの事例など、発表を踏まえながら意見交換しませんか？ 

令和６年２月１8 日 (日) 13：00～16：30 

【お問い合わせ】 

島立公民館 担当：浅井 TEL:47-2049 FAX:40-1258  Mail: shimadachi-ｋ@city.matsumoto.lg.jp 

第三地区 四ツ谷東町会 『安否確認・助け合いの仕組みづくり』 

＜申込方法＞右記申込フォームからご回答いただくか、上記申込用紙に必要事項を記

入し、最寄りの地区公民館(地域づくりセンター)または中央公民館へご提出ください。 

※集会当日は午前中に基調講演も開催されますので、併せてご参加をお願いします。 

未来へつなぐ私たちのまちづくりの集い 
（第３9回公民館研究集会・令和5年度地域づくり市民活動研究集会） 

第４分科会 申込用紙 

お申込みはこちら 

松本市中央公民館（Mウイング）6階ホール 

 日時 

 会場 

寿地区 小池町会 『子ども広場～人と人とがつながる場づくり～』 

地域づくりセンターまで足を延ばしにくい高齢者を対象

に、生活の悩み相談（健康・介護・スマホなど）や買い物がで

きる『出張サロン in町内公民館』を月１回開催しています。 

申込締切 

２月９日（金） 

町内公民館を拠点にして、子どもに食事や団らんの場を

提供したり、学習支援や生活体験などを定期的に行い、

子どもの居場所づくりに取り組んでいます。 

防災訓練の際に独自の方法で安否確認をしています。ま

た、日常の困りごとの相談先を記したポスターを町会内

に掲示し、気軽に相談できる雰囲気づくりをしています。 

神林地区 『出張サロン・パイナップルカフェの取り組み』 

ふりがな 
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 第５分科会 新たな視点から考える地域づくり 
 

話題提供者： 相 馬  蕗 子 （のりくら自然保育木のこ・代表） 

話題提供者： 大 宮  桃 子 （Creative Art Village Aida ムム） 

話題提供者： 大 宮  大 奨 （Creative Art Village Aida ムム・代表） 

話題提供者： 五 加  文 子 （えかきのかい・代表） 

運営委員： 小澤 佐智浩 （東部公民館・館長） 

運営委員： 川 上  正 彦 （松南地区公民館・館長） 

運営委員： 臼 井  美 保 （第二地区地域づくりセンター・センター長） 

運営委員： 柏原 せつ子 （入山辺地区地域づくりセンター・センター長） 

運営委員： 小 林  聡 （四賀地区地域づくりセンター・センター長補佐） 

リーダー・世話人： 羽 田  大 樹 （安曇公民館・主事） 

副リーダー・世話人： 宮 澤  理 沙 （今井公民館・主事） 

司会・世話人： 田 中  貢 治 （岡田公民館・主事） 

記録・世話人： 浅 沼  喜 之 （四賀公民館・主事） 

記録・世話人： 安藤 ひかり （梓川公民館・主事） 

記録・世話人： 北 澤  圭 祐 （和田公民館・主事） 

会場：全体会・基調講演（オンライン） 

   分科会 

松本市役所四賀支所 会議室 302 

Creative Art Village Aida ムム 

／参加者：17 名 

／参加者：36 名 

 

１ 協議の柱 

  地区外からの移住者による活動を学び、人と人とのつながりづくりに役立つヒン

トを探ります。ヨガやお絵かき教室等を実際に体験して、一緒に考えてみませんか。 

 

２ 話題提供 

 ⑴ まつもと お山ですくすく子育てサロン 

（のりくら自然保育木のこ 相馬 蕗子） 

  ア 概要 

    子育てをしている親同士の交流及び地域住民や保健師とのつながりづくりを

目的に、未就園児を持つ親を対象とした「気軽に集える場」をつくり、活動す

るもの。令和５年度は４回開催した。 

  イ 活動の経緯等 

松本市安曇地区内にある大野川区町会では、児童館等、子ども（特に未就園

児）及び子育て世代同士が交流できる機会や場所がない。このことで生じる孤

独感や悩み、日々の暮らしで感じる生活の不便さが、人口減少につながってい

ると考えた。 

近しい環境にある者同士が交流できる場をつくることで、悩みを分かち合う

と同時に、地域の魅力及び山での暮らしの楽しさを味わってもらえる機会とな

るよう、この活動を始めた。 
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  ウ 体験 

自分が子育て中の親という想定のもと、は

ぎれを使ったコースターづくりを行った。 

子育てのすべてを一人で抱え、心の余裕を

持ちにくい親にとって、集中できる自分の時

間を持つこと、サロンで親同士が交流できる

時間を持つことがどれだけ意味のあるものか

を疑似体験した。 

 

⑵ わくわく縁側サロン 

 （Creative Art Village Aida ムム 大宮 桃子、大宮 大奨） 

ア 概要 

地域の人たちがふらっと縁側でお茶をする

ような気持ちで立ち寄れる場所を作り、地域

の人との密度を高め、地区の皆さんを講師と

して、手仕事の体験や歴史を学ぶ機会を提供

することにより、子どもたちを中心とした世

代間交流、地域内交流を広げる。 

イ 活動の経緯等 

  令和５年から多目的スタジオをオープンするも、訪問者が限られていた。ま

た、「移住者のやっている敷居の高いもの、自分とは無縁の場所だ」と思われる

方も多く、地域に定着しきれていなかった。これを打開し、気軽に立ち寄れる

場をつくることで、多くの地域の人たちと関わりたい、この場を拠点に地域全

体のモチベーションや活力につなげたいという思いから、活動を始めた。 

ウ 体験 

様々な世代に楽しんでもらえるよう椅子

に座ったまま出来るヨガを体験した。ヨガを

通して体を動かす楽しさと、「また来たい」と

思ってもらえるような居場所づくり、仕掛け

づくりを体験した。 

 

 

⑶ 地域愛を育てる絵画教室 （えかきのかい 五加 文子） 

ア 概要 

  令和５年から、小学生を対象に絵を描くことを通して子どもたちの感性を育

み、地域に目を向けることをきっかけに、地域を愛する子どもを育て、将来地

区を離れない行動変化につなげたいと、Creative Art Village Aida ムムを会

場に週 1 回お絵描き教室を開催 

イ 活動の経緯等 

  四賀地区では、生活が不便だから若者が戻ってこないのはやむを得ないとい
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う認識が強い。一方で、移り住んだ者の目から見ると、多少の不便さはあって

も、静かで伸び伸び生活できる環境や豊かな自然は何物にも代えがたい魅力で

ある。このギャップを何とか解消するために自分ができることを考えた末、こ

の活動を始めた。 

ウ 活動の目標 

  絵を描くことを通して、四賀の自然や文化に触れ、この場所での楽しみを見

出すなかで、子どもたちの感性を育み、子どもの能力を活かすこと、伸ばすこ

と、考える力を養うことにより、無限にある子どもの可能性を引き出したい。 

 この経験を通じて、「地区の子どもたちが地区を離れない」という、遠い将来の

行動に影響を与えることが目標 

エ 体験 

  地元産のりんごと松本一本ねぎをモチーフ

にデッサン体験を行った。デッサンのコツも

教わりながら、活動の原点である「地域のも

のに触れることから地域に目を向けることに

つなげる」という意義について考える機会を

体験した。 

 

３ 意見交換 

  来場者同士の交流をもつことと視野を広げることを目指し、分科会参加者が５つ

のグループに分かれ、発表や体験を通して得られたことについて、２つの設問を軸

に意見交換を行った。 

⑴  本日の発表や体験を通して得られた、“新たな気づき” 

ア 体験（はぎれのコースターづくり）では、手を動かしながら話をすること

で、話しやすい雰囲気になることを体感できた。 

イ 地区外から移住された方は、新たな視点で地域の魅力を捉え、その活用方

法を模索し、活動につなげていることが分かった。 

ウ 地域の魅力に気が付くことで、ずっとその地域に住み続けようと思うこと

に繋がる。そのことが地域を良くしていこうと考えることに繋がっていくと

感じた。 

エ 「やるかやらないか」を考えるだけではなく、行動すると何かが変わって

いく。このことを広く知ってもらうことも大切だと感じた。 

⑵  活動に広がりをもたせるためのアイディアや、今後に活かしたいと思った点 

ア 福祉ひろばと地域の活動について、棲み分けながらも協力して、より楽し

く活動できるようにしたい。 

イ 事例を聞くことに加え、実際に体験してみることで、次のアイディアが出

てくると感じ、自分自身のこれからが楽しみになった。 

ウ 特技を持つ大人を生かし、子ども向けのワークショップを実施すれば楽し

いと思う。 

エ 行政、住民がそれぞれにできること、得意とすることを持ち寄り、補い合

うことが、取り組みの広がりや持続につながるのではないか。 
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４ まとめ 

地区外から移住された方による活動を「新たな視点」と位置付け、その活動事例

の発表を聞いた後、実際に体験をした。「新たな視点」で捉えている地域の魅力や課

題を、自分のできることから取り組み、人と人がつながっていく様子は、多くの示

唆を得るものだった。 

今回の第５分科会が重きを置いた体験では、はぎれのコースターづくりとデッサ

ンは学生時代以来という参加者も多く、できるつもりでいてもいざやってみるとな

かなかできない。集中力がいる。無心になることで色々なことを考える。こうした

時間を取ることの重要性を考えさせられた。 

最後に行ったヨガ体験では、長時間に及ぶ分科会の疲れがリフレッシュできたと

同時に、参加者同士、一日を振り返る姿があった。 

一つの活動を通して、人と人とがつながり、集まって“何か”をすることで、自

然と会話が生まれる場面も見受けられた。 

３つの体験は、どれも“老若男女問わず取り組みやすいこと”とした。体験から

得られる効果は様々だが、本分科会を通して見えてきた体験することの効果は、主

に次の２点だと考える。 

・体験は、初対面の人と話す（つながる）きっかけに有効であること。 

・話を聞くだけよりも、体験はより多くの気付き（学び）が期待できること。 

 

私たちの多くは、日常に追われ、多忙を理由にこうした時間をつくることができ

ないと言い訳をする。しかし、今回の体験によって、意識することの大切さを学ん

だように思う。また、事例発表を通して、同じような意識をもって各地区で活動し

ている人がいることを知ることができて嬉しかったという意見もあった。 

他方、これらの取組みを持続的なものにするための負担・費用のあり方について

も意見が及んだ。「気軽に参加できる金額設定で、参加費を徴収する」という手法も

あるが、お互いが得意なことを持ち寄ることや、必要なところを補い合うことが大

切だと学んだ。それが、この地域の特徴であり、強みとも言える。 

この点で、本分科会では、準備段階を含めて次の特徴的な動きがあった。 

・今年度の話題提供者の一人、えかきのかいの五加文子さんが、グラフィックデ

ザイナーの技術を生かし、本分科会の周知チラシ作成にご協力いただいたこと。 

・四賀地区で地元産農産物の良さを広める活動を行っている、のらどこの織田 

倉悠さんが、本分科会のお茶請けの準備に参画いただいたこと。 

・昨年度の本集会で、話題提供者だった、たね編集部の相原愛さんと四賀を結び 

隊の田中ゆかりさんが分科会に参加いただき、田中ゆかりさんは当日の弁当販売 

にも参画いただいたこと。 

 

今回学んだことを、今後の地域づくりに生かして、このつながりが広まっていく

ことを望みたい。 
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はぎれのコースター作り | 乗鞍すもも荘 （ 相馬蕗子）
ヨガ体験 | Creative Art Village Aida ムム （ Talk／大宮桃子、Yoga／大宮大奨 ）
お絵描き体験 | えかきのかい （ 五加文子 ）　※敬称略

新
た
な

視
点
か
ら

考
え
る

地
域
づ
く
り

第39回松本市公民館研究集会 | 令和5年度松本市地域づくり市民活動研究集会

未来へつなぐ私たちのまちづくりの集い | 第5分科会

sun

2024 218

new from a certain point of view think regional creat ion

「未来へつなぐ私たちのまちづくりの集い」は、住民・職員が身近な地域や生活・暮らしの課題に
ついて共に考え、学びあう場です。地域で様々な活動を行う市民の事例をもとに“気づき” や
“つながり” を持ち帰り、自分が暮らす地域に生かしていくことを目的として開催します。
第5分科会では、「新たな視点から考える地域づくり」をテーマに、地区外からの移住者の活動
を通し、人と人とのつながりづくりに役立つヒントを探ります。ヨガやお絵描き教室等を実際に
体験して、一緒に考えてみませんか？ お気軽にご参加ください。

会場  | Creative Art Village Aida ムム
松本市会田77-1   Open | 13:00～16:30

Talk and
Trial Session
［ お話と体験 ］

和田公民館（ 電話：48-5445　FAX：40-1259 ）
まで、電話またはFAXでお申し込みください。
※第5分科会のみのお申込み方法。2.9締切。

参加
申込

9:00

受付 開会式
at 松本市四賀支所

基調講演
at 松本市四賀支所

第5分科会
at Creative Art Village Aida ムム

昼食
※お弁当販売あり

9:30～9:45 9:45～11:50 11:50～12:50 13:00～16:30

※9:00～12:50までは、松本市四賀支所にて 「ふるさと」をつくる公民館 ｜牧野 篤 氏（東京大学大学院教育学研究科教授）をオンライン視聴。同所でお弁当販売もございます。
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地
区
名

事
業

名
（
活
動
名
）

実
施
主
体

取
組
概
要

特
記
事
項

東
部
地

区
園
芸

交
流
会
（
エ
ク
セ
ラ
ン
高
校
）

・
町
会
連
合
会

・
福
祉
ひ
ろ
ば
事
業
推
進
協
議
会

・
地
区
活
動
へ
の
若
者
世
代
の
参
画
（
交
流
）
を
模
索
し
て
い
る
中
、
毎
年
、
市
に
花
の
種
を
寄
贈
い
た
だ
い

て
い
る
エ
ク
セ
ラ
ン
高
校
と
の
交
流
が
持
て
な
い
か
相
談
、
快
諾

・
花
い
っ
ぱ
い
運
動
発
祥
の
地
と
し
て
、
東
部
複
合
施
設
（
東
部
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
）
前
の
花
壇
を

色
と
り
ど
り
の
花
で
、
利
用
者
を
始
め
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
お
も
て
な
し
を
し
た
い
。

・
令
和
５
年
６
月
１
４
日
(水

)、
１
１
月
１
日
(水

)
・
エ
ク
セ
ラ
ン
高
校
、
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
（
市
緑
化
推
進
事
業
で
購
入
）
で
用
意
し
た
花
を
、
エ
ク
セ
ラ

ン
高
校
生
徒
と
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
で
植
栽
後
、
茶
話
会
を
実
施

・
花
い
っ
ぱ
い
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
に
初
め
て
応
募
、
優
秀
賞
受
賞

・
２
回
目
の
交
流
会
時
に
感
謝
状
を
贈
呈

・
地
区
活
動
へ
の
若
者
世
代
の
参
画
（
交
流
）

・
普
段
交
流
が
少
な
い
地
域
住
民
と
高
校
生
と
の
交
流
（
ふ
れ
あ
い
）
が
で
き
た
。
同
時
に
、
地
区
内

で
活
動
し
て
い
る
信
大
生
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
新
た
な
繋
が
り
が
で
き
た
。

・
花
い
っ
ぱ
い
運
動
発
祥
の
地
と
し
て
の
緑
化
活
動

東
部
地

区
東
部

地
区
減
塩

ヘ
ル
シ
ー

教
室

・
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

・
福
祉
ひ
ろ
ば

・
健
康
づ
く
り
課
（
北
部
保
健
セ
ン
タ
ー

）

・
Ｋ
Ｄ
Ｂ
（
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
）
を
分
析
し
た
結
果
、
脂
質
異
常
症
が
東
部
地
区
の
大
き
な
健
康

課
題
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
地
区
住
民
を
対
象
に
、
脂
質
異
常
を
改
善
す
る
た
め
の
食
習
慣
、
運
動
習
慣
に

取
り
組
む
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
健
康
講
座
（
２
回
）
を
実
施

・
１
回
目
：
令
和
５
年
９
月
６
日
(水

)
　
　
　
　
　
講
義
（
市
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
）
（
福
祉
ひ
ろ
ば
、
調
理
室
）

　
　
　
　
　
調
理
実
習
（
地
区
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
）

・
２
回
目
：
令
和
５
年
１
０
月
４
日
(水

)
　
　
　
　
　
講
義
（
市
保
健
師
）
（
福
祉
ひ
ろ
ば
）

　
　
　
　
　
実
技
（
健
康
運
動
指
導
士
）

　
　
　
　
　
お
や
つ
試
食
（
地
区
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
）

・
参
加
者
：
特
定
健
診
受
診
者
（
中
性
脂
肪
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
高
値
者
）
、
町
会
長
他

・
令
和
４
年
度
地
域
ケ
ア
会
議
で
取
り
上
げ
た
健
康
課
題
を
継
続
的
に
取
り
組
み
、
解
決
し
て
い
く
も

の
（
専
門
職
員
の
知
見
と
住
民
の
健
康
増
進
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
（
現
場
）
の
力
の
融

合
）

・
２
回
と
も
参
加
者
は
少
な
か
っ
た
が
、
改
め
て
健
康
課
題
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
生
活
を
見
直
し

て
い
た
だ
く
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

・
継
続
開
催
を
希
望
す
る
参
加
者
も
多
く
、
地
区
全
体
へ
の
展
開
（
拡
大
）
を
今
後
計
画
し
て
い
き
た

い
（
Ｒ
５
参
加
者
（
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
）
、
新
規
参
加
者
増
）
。

東
部
地

区
福
祉

ひ
ろ
ば
事
業

（
出

張
ふ
れ
あ
い
健
康
教
室
）

・
町
会
連
合
会

・
福
祉
ひ
ろ
ば
推
進
事
業
協
議
会

・
町
内
公
民
館
長
会

・
福
祉
ひ
ろ
ば
で
月
１
回
開
催
し
て
い
る
ふ
れ
あ
い
健
康
教
室
を
、
身
近
な
町
内
公
民
館
（
７
か
所
、
全
町
会

対
象
）
で
開
催
し
、
参
加
者
増
を
図
る
も
の

・
内
容
：
ス
ト
レ
ッ
チ
（
日
常
運
動
）
、
健
康
教
室
（
健
康
習
慣
）
、
ミ
ニ
音
楽
（
ギ
タ
ー
生
演
奏
と
歌
（
音

楽
生
活
）
）
、
ラ
ン
チ
会

・
健
康
教
室
は
、
相
澤
東
病
院
に
講
師
を
依
頼
（
脳
神
経
内
科
医
師
、
看
護
師
、
管
理
栄
養
士
、
薬
剤
師
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
）
。
地
域
拠
点
病
院
と
の
連
携
強
化

・
ス
ト
レ
ッ
チ
は
、
地
区
健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
が
担
当

・
全
７
回
（
５
回
実
施
済
み
）

・
フ
レ
イ
ル
予
防
の
実
践
（
食
事
、
運
動
、
社
会
参
加
）

・
よ
り
身
近
な
町
内
公
民
館
で
開
催
す
る
こ
と
で
、
新
規
参
加
者
の
増
を
目
指
し
た
が
、
参
加
者
の
固

定
化
は
変
わ
ら
な
い
。

・
同
時
に
、
他
町
会
（
他
日
程
）
へ
の
参
加
も
可
能
と
し
た
が
、
参
加
者
の
広
が
り
は
見
ら
れ
な
い
。

安
原
地

区
学
習

支
援

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｓ

・
令
和
5年

度
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
を
設
立
し
、
目
的
の
一
つ
で
あ
る
学
習
支
援
を
ス
タ
ー
ト

・
4月

か
ら
開
催
場
所
を
安
原
地
区
公
民
館
と
し
、
日
曜
日
14
時
か
ら
17
時
ま
で
開
催

・
対
象
は
地
域
の
小
学
生
か
ら
高
校
生

・
元
教
諭
、
英
会
話
学
校
主
催
者
、
信
大
教
員
と
大
学
院
生
が
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加

・
主
要
5科

目
だ
け
で
な
く
、
選
抜
入
試
に
も
対
応
し
た
学
習
支
援
を
試
み
て
い
る

・
2名

の
生
徒
が
長
野
県
科
学
振
興
会
の
科
学
研
究
費
助
成
金
に
採
択

・
卓
球
ク
ラ
ブ
と
し
て
も
活
動
し
て
い
る

田
川
地

区
自
然

環
境
保
護
活
動

・
た
が
わ
水
辺
を
守
る
会

田
川
地
区
の
河
川
で
ホ
タ
ル
調
査
や
生
き
物
観
察
会
を
実
施
し
、
川
に
親
し
む
機
会
を
設
け
、
田
川
地
区
の
自

然
環
境
を
保
護
し
て
い
く
こ
と
目
的
と
す
る
。

・
生
き
物
多
様
性
の
た
め
の
環
境
保
全
・
調
査
（
ホ
タ
ル
調
査
）

・
川
な
ど
で
生
き
物
観
察
会
の
実
施
（
両
島
川
生
き
物
観
察
会
）

・
田
川
小
学
校
の
環
境
学
習
の
講
師
（
「
生
き
物
自
然
観
察
ク
ラ
ブ
」
等
へ
の
支
援
）

・
川
や
水
路
の
多
い
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、
自
然
環
境
保
護
や
環
境
学
習
な
ど
を
行
っ
て
い
る
点
。

松
南
地

区
木
陰

マ
ル
シ
ェ

・
松
本
市
希
望
の
家

・
令
和
2年

6月
か
ら
　
毎
月
第
3水

曜
日
に
、
な
ん
ぷ
く
プ
ラ
ザ
前
芝
生
広
場
で
開
催
し
て
い
る
。

・
希
望
の
家
他
障
が
い
者
の
就
労
支
援
施
設
が
、
施
設
利
用
者
や
地
域
の
方
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
施
設
で
制

作
し
た
パ
ン
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
の
商
品
を
販
売
す
る
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し
て
い
る
も
の

・
地
域
に
開
か
れ
た
マ
ル
シ
ェ
の
開
催
に
よ
り
、
障
が
い
者
と
地
域
の
方
の
交
流
の
場
が
作
ら
れ
て
い

る
。

・
地
域
の
方
へ
の
障
が
い
者
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
て
い
る
。

・
障
が
い
者
の
自
己
実
現
、
自
己
表
現
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

島
立
地

区
島
立

買
い
物
乗
合
タ
ク
シ
ー

・
島
立
地
区
町
会
連
合
会

・
経
過
と
目
的
公
共
交
通
機
関
や
自
家
用
車
等
を
利
用
で
き
な
い
島
立
地
区
の
高
齢
者
の
要
望
か
ら
近
隣
の
大

型
ス
ー
パ
ー
へ
の
移
動
支
援
策
と
し
て
令
和
２
年
１
月
か
ら
の
試
行
運
航
を
経
て
、
令
和
５
年
１
月
に
本
格
運

行
に
移
行
し
た
。

・
実
施
時
期
と
場
所

　
地
区
内
を
２
分
割
に
し
、
毎
週
木
曜
日
に
そ
れ
ぞ
れ
１
台
を
運
行
し
て
い
る
。
利
用
料
金
は
一
人
往
復
５
０

０
円
を
徴
収
し
て
い
る
。
不
足
分
は
、
地
域
づ
く
り
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、
町
会
連
合
会
が
負
担
し
て
い

る
。

・
今
後
も
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
買
い
物
弱
者
対
策
と
し
て
、
地
域
が
取
り
組
ん
で
い
る
。

未
来
へ
つ
な
ぐ
私
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り
の
集
い

（
第
３
９
回
公
民
館
研
究
集
会
・
令
和
５
年
度
地
域
づ
く
り
市
民
活
動
研
究
集
会
）

実
践
事
例
の
掘
り
起
し
取
り
ま
と
め
一
覧
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地
区
名

事
業

名
（
活
動
名
）

実
施
主
体

取
組
概
要

特
記
事
項

島
立
地

区
島
立

っ
子
　
森
・
杜
探
検
隊

（
も

り
も
り
た
ん
け
ん
た
い
）

・
島
立
っ
子
　
森
・
杜
探
検
隊
　
自
然
体

験
学
習
チ
ー
ム

（
協

力
：

島
立

地
区

町
会

連
合

会
、

島
立

地
区

子
ど

も
育

成
会

、
島
立
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
他
）

・
経
過
と
目
的

　
島
立
地
区
に
お
け
る
住
民
主
体
（
主
に
子
ど
も
）
の
地
域
づ
く
り
活
動
の
一
環
と
し
て
、
平
成
２
７
年
度
に

発
足
。
地
域
づ
く
り
推
進
交
付
金
を
活
動
資
金
と
し
て
実
施
。

・
実
施
時
期
と
場
所

　
概
ね
８
月
、
１
０
月
、
１
１
月
。
山
や
川
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
自
然
体
験
学
習
を
行
っ
た
り
、
三
九
郎
・
ま
ゆ

玉
づ
く
り
体
験
な
ど
文
化
の
継
承
に
も
取
り
組
む
。

・
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
を
育
む
た
め
に
は
何
が
良
い
経
験
に
な
る
か
考
え
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち

に
何
を
や
っ
て
み
た
い
か
を
常
に
問
い
か
け
て
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

・
五
感
を
通
じ
て
リ
ア
ル
な
体
験
を
提
供
し
て
い
る
。

・
地
区
内
団
体
の
理
解
と
協
力
の
上
、
事
業
が
実
施
で
き
て
い
る
。

島
立
地

区
ゆ
い

ま
ー
る
　
こ
ど
も
ひ
ろ
ば

・
ゆ
い
ま
ー
る
こ
ど
も
ひ
ろ
ば
運
営
委
員

会
（

協
力

：
お

や
こ

ク
ラ

ブ
て

る
て

る
、

松
本

大
学

、
NP
O
法

人
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
信

州
、

島
立

地
区

町
会

連
合

会
、

島
立

地
区

地
域

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
他
）

・
経
過
と
目
的

　
活
動
の
前
身
で
あ
っ
た
「
ゆ
い
ま
ー
る
子
ど
も
食
堂
」
の
食
事
提
供
が
諸
般
の
理
由
に
よ
り
継
続
困
難
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
の
過
ご
し
方
を
豊
か
に
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
「
ゆ
い
ま
ー

る
こ
ど
も
ひ
ろ
ば
」
と
名
称
を
変
え
、
学
習
支
援
、
遊
び
の
支
援
、
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
を
行
っ
て
い
る
。

・
実
施
時
期
と
場
所

　
毎
月
１
回
、
島
立
小
学
校
の
前
に
あ
る
島
立
公
民
館
を
会
場
と
し
て
実
施
。

・
大
学
生
が
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
相
手
、
宿
題
の
学
習
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ
る
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
を
行
い
、
食
の
確
保
に
も
つ
な
げ
て
い
る
。

島
立
地

区
お
た

す
け
隊
 島

立
※
す

で
に
何
度
か
分
科
会
テ
ー
マ
で
扱
わ
れ
て

い
る

・
島
立
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

・
高
齢
者
が
生
活
し
て
い
く
う
え
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
を
、
地
域
住
民
が
無
理
な
く
で
き
る
範
囲
で

お
手
伝
い
す
る
有
償
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

・
令
和
2年

8月
よ
り
開
始

・
ゴ
ミ
出
し
（
可
燃
、
廃
プ
ラ
、
資
源
要
相
談
）
草
取
り
、
雪
か
き
（
生
活
に
支
障
の
あ
る
個
所
）

・
利
用
申
請
書
を
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
（
地
区
生
活
支
援
員
）
に
提
出

・
協
力
隊
員
と
つ
な
ぎ
合
わ
せ
（
地
区
生
活
支
援
員
）
支
援
す
る

・
利
用
料
…
ゴ
ミ
出
し
（
1回

10
0円

　
2袋

ま
で
）

　
　
　
　
　
草
取
り
（
1時

間
程
度
）
…
１
人
に
つ
き
20
0円

　
　
　
　
　
雪
か
き
…
１
人
に
つ
き
20
0円

・
報
償
費
…
ゴ
ミ
出
し
１
回
２
０
０
円

　
　
　
　
　
草
取
り
…
５
０
０
円

　
　
　
　
　
雪
か
き
…
５
０
０
円

新
村
地

区
新
村

地
区
の
防
災
に
関
す
る
取
り
組
み

・
あ
た
ら
し
の
郷
協
議
会

（
安
全
安
心
部
会
）

・
松
本
大
学
地
域
防
災
科
学
研
究
所

・
消
防
団

・
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

・
防
災
士

・
保
育
園

・
児
童
セ
ン
タ
ー
他

１
　
新
村
地
区
防
災
計
画
策
定

　
⑴
　
経
過

　
　
　
R3
年
豪
雨
災
害
時
、
梓
川
左
岸
・
右
岸
堤
防
の
一
部
損
壊
を
契
機
に
、
地
区
防
災
計
画
の
策
定

　
　
を
進
め
た
も
の
。

　
⑵
　
目
的

　
　
　
地
域
住
民
が
自
ら
考
え
話
し
合
い
な
が
ら
平
時
の
防
災
活
動
や
災
害
時
の
行
動
を
地
域
の
特
性
等

　
　
を
踏
ま
え
計
画
に
示
す
こ
と
に
よ
り
自
助
・
共
助
を
推
進
す
る
。

　
⑶
　
実
施
時
期

　
　
　
R3
～
R4
策
定

　
⑷
　
方
法

　
　
　
新
村
地
区
防
災
計
画
策
定
委
員
会
を
発
足
し
検
討
・
策
定

２
　
新
村
地
区
避
難
所
運
営
の
見
直
し

　
⑴
　
経
過

　
　
　
新
村
地
区
防
災
計
画
策
定
に
伴
い
、
松
本
大
学
地
域
防
災
科
学
研
究
所
か
ら
、
す
で
に
策
定
済
み

　
　
の
松
本
大
学
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
運
営
委
員
会
組
織
の
見
直
し
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

　
　
け
た
こ
と
か
ら
、
見
直
し
に
つ
い
て
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

　
⑵
　
目
的

　
　
　
松
本
大
学
地
域
防
災
科
学
研
究
所
が
東
日
本
大
震
災
時
に
避
難
所
運
営
を
支
援
し
た
経
験
か
ら
、

　
　
現
状
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
組
織
体
制
で
は
効
果
的
な
運
営
が
難
し
い
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
た

　
　
め
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
改
め
て
運
営
委
員
会
の
組
織
及
び
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見

　
　
直
し
を
図
る
も
の
。

　
⑶
　
実
施
時
期

　
　
　
R5
～
R6

　
⑷
　
方
法

　
　
　
現
在
、
1回

/月
の
ペ
ー
ス
で
避
難
所
運
営
見
直
し
委
員
会
を
開
催
中

３
　
関
連
事
業

　
⑴
　
保
育
園
避
難
訓
練

　
⑵
　
児
童
セ
ン
タ
ー
夏
休
み
防
災
訓
練
、
防
災
講
座

　
⑶
　
新
村
地
区
（
高
綱
中
学
校
）
防
災
訓
練

・
防
災
は
ど
こ
の
地
区
で
も
重
要
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

・
新
村
地
区
防
災
計
画
は
、
松
本
市
地
域
防
災
計
画
に
も
位
置
付
け
ら
れ
た
市
内
35
地
区
初
の
計
画
で

あ
る
。

・
地
区
住
民
と
松
本
大
学
と
の
協
働
が
図
ら
れ
て
い
る
。
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地
区
名

事
業

名
（
活
動
名
）

実
施
主
体

取
組
概
要

特
記
事
項

新
村
地

区

こ
ど

も
の
居
場
所
、
こ
ど
も
食
堂

（
笑

和
は
う
す
、
寺
子
屋
、
信
州
み
ん
な
の
食

堂
）

・
笑
和
は
う
す

（
協
力
：
こ
ど
も
福
祉
課
、
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
信
州
他
）

・
寺
子
屋

（
主
催
：
松
本
大
学
考
房
ゆ
め
）

・
信
州
み
ん
な
の
食
堂

（
協
力
：
こ
ど
も
福
祉
課
、
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
信
州
他
）

・
笑
和
は
う
す

　
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
・
食
事
提
供
、
第
2第

4土
曜
日
・
公
民
館

・
寺
子
屋

　
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
、
月
末
日
曜
日
、
公
民
館

・
信
州
み
ん
な
の
食
堂

　
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
・
こ
ど
も
食
堂
、
毎
週
水
曜
・
旧
レ
ス
ト
ラ
ン
　
ア
ン
ダ
ン
テ

・
当
初
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
個
別
に
学
習
支
援
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
食

事
の
提
供
に
取

り
組

ん
で
い
た
が

、
現
在
は
相
互
に
情
報
共
有
や
連
携
を
深
め
お
互
い
に
支
援
し
あ
う

こ
と
が
で
き
る

よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
る
。

神
林
地

区
出
張

サ
ロ
ン
in
町
内
公
民
館

・
神
林
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

・
全
７
町
会
の
町
内
公
民
館
で
開
催
。

・
職
員
に
よ
る
よ
ろ
ず
相
談
会
（
出
張
ス
マ
ホ
教
室
、
健
康
・
介
護
・
困
り
ご
と
相
談
）

・
移
動
販
売
（
戸
部
商
店
、
Ｊ
Ａ
神
林
支
所
、
に
じ
い
ろ
工
房
）

・
身
近
な
場
所
で
の
買
い
物
や
、
気
楽
に
集
ま
り
話
せ
る
（
相
談
で
き
る
）
場
づ
く
り

芳
川
地

区
芳
川

地
域
づ
く
り
協
議
会

・
芳
川
地
域
づ
く
り
協
議
会

・
協
議
会
発
足
か
ら
８
年
目
、
活
動
の
振
り
返
り
組
織
の
見
直
し
を
検
討

・
事
業
実
施
を
主
と
し
た
組
織
か
ら
、
地
域
課
題
の
共
有
、
視
点
・
知
恵
の
出
し
合
い
を
主
と
し
、
実
践
は
各

団
体
の
現
場
と
す
る
。

・
令
和
４
年
度
　
協
議
会
組
織
見
直
し
　
臨
時
総
会
に
お
い
て
規
約
等
改
正

・
令
和
５
年
度
　
情
報
提
供
、
課
題
の
共
有
、
意
見
交
換
の
で
き
る
場
づ
く
り

（
運
営
委
員
会
　
年
１
回
→
毎
月
開
催
）
各
部
会
が
イ
ベ
ン
ト
開
催
だ
け
を
目
的
と
し
な
い
体
制
づ
く
り

・
芳
川
地
域
づ
く
り
協
議
会
（
ゆ
る
や
か
な
協
議
体
）
を
地
区
内
団
体
が
繋
が
る
た
め
の
「
ハ
ブ
」
に

・
地
域
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り

・
各
団
体
が
地
域
の
中
で
い
き
い
き
と
活
動
で
き
、
存
在
を
認
め
ら
れ
る
環
境
へ

芳
川
地

区
芳
川

地
域
づ
く
り
協
力
隊

（
モ

デ
ル
地
区
重
点
課
題
事
業
）

・
芳
川
い
き
い
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
芳
川
地
域
づ
く
り
協
力
隊
）

・
地
区
重
点
課
題
「
若
い
世
代
の
地
域
参
加
促
進
」
を
目
的
と
し
発
足
さ
れ
た
団
体
「
芳
川
地
域
づ
く
り
協
力

隊
」
の
中
で
課
題
検
討
チ
ー
ム
「
芳
川
い
き
い
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
で
き
、
若
い
世
代
か
ら
意
見
の
出
し
合

い
実
施

・
若
い
世
代
の
視
点
に
よ
り
、
「
気
軽
」
に
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
の
提
案
、
実
施

・
「
芳
川
ま
る
っ
と
青
空
市
」
（
マ
ル
シ
ェ
）
は
、
定
期
定
置
開
催
で
は
な
く
各
町
会
で
の
開
催
を
企
画
し
効

果
を
検
証

・
全
４
回
（
４
町
会
）
開
催
に
よ
り
、
地
区
内
で
認
知
さ
れ
次
回
の
開
催
を
期
待
す
る
声
も
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
る
。

・
令
和
５
年
で
モ
デ
ル
地
区
最
終
年
、
地
域
の
人
の
交
流
に
効
果
が
見
ら
れ
た
活
動
を
次
年
度
以
降
に
も
生
か

す
た
め
、
「
芳
川
防
災
フ
ェ
ス
タ
」
「
芳
川
健
康
フ
ェ
ス
タ
」
そ
れ
ぞ
れ
と
「
芳
川
ま
る
っ
と
青
空
市
」
を
同

時
開
催

・
若
い
世
代
の
参
加
に
効
果
が
見
ら
れ
た
が
、
継
続
可
能
か
協
議
を
行
う
。

・
若
い
世
代
が
求
め
る
「
気
軽
さ
」
に
視
点
を
置
い
た
企
画

・
「
こ
ど
も
」
を
真
ん
中
に
し
た
企
画

寿
地
区

寿
地

区
・
福
祉
の
文
化
祭

・
令
和
５
年
度
福
祉
の
文
化
祭
実
行
委
員

会
（
構
成
：
寿
地
区
福
祉
ひ
ろ
ば
事
業
推
進

協
議
会
、
寿
地
区
町
会

連
合
会
、
寿
地
区

　
民
生
児
童
委
員
協
議
会
、
寿
地
区
地
域

づ
く
り
協
議
会
（
福
祉

部
会
）
、
寿
小
学
校
、

寿
地
区
高
齢
者
・
障
が
い
者
施
設
（
８
施

設
）
、
寿
地
区
地
域
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
（
出

張
所
、
公
民
館
、
福
祉
ひ
ろ
ば
）
）

１
　
経
過

　
・
寿
地
区
文
化
祭
は
、
今
年
で
46
回
目
の
開
催
（
S5
1か

ら
）

　
・
福
祉
ひ
ろ
ば
の
開
所
（
H1
0）

、
民
間
の
障
が
い
者
就
労
施
設
の
開
所
（
H1
1）

に
よ
り
、
ひ
ろ
ば
事
業
へ

の
障
が
い
の
あ
る
方
の
参
加
、
文
化
祭
参
加
の
要
望
あ
り

　
・
平
成
24
年
に
初
め
て
地
区
文
化
祭
の
前
日
に
開
催
し
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
文

　
化
祭
に
参
加

　
・
今
年
12
回
目
を
数
え
、
コ
ロ
ナ
前
は
、
寿
体
育
館
で
一
堂
に
会
し
直
接
交
流

　
・
令
和
３
、
４
年
は
、
間
接
交
流
事
業
に
切
り
替
え
て
福
祉
の
絆
作
品
展
示
・
交

　
換
を
開
催

２
　
目
的

　
　
誰
も
が
く
ら
し
や
す
い
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、
寿
地
区
の
皆
さ
ん
や

　
福
祉
に
関
わ
る
方
々
が
一
堂
に
会
し
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
皆
さ
ん
と
住
民

　
や
子
ど
も
た
ち
が
互
い
に
交
流
を
深
め
、
お
互
い
を
知
る
き
っ
か
け
と
し
ま
す
。

　
　
ま
た
交
流
を
重
ね
る
こ
と
で
、
互
い
に
足
り
な
い
も
の
を
補
い
支
え
合
え
る

　
「
お
互
い
さ
ま
」
の
心
を
地
区
全
体
で
育
ん
で
い
く
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

３
　
実
施
時
期
と
会
場

・
福
祉
の
絆
作
品
展
示
・
交
換
の
開
催

　
寿
小
学
校
で
の
展
示
（
８
施
設
・
団
体
の
作
品
を
展
示
）
：
９
月
中

　
施
設
・
団
体
で
の
展
示
（
寿
小
学
校
の
８
ク
ラ
ス
作
品
を
展
示
）
：
１
０
月
中

・
福
祉
の
交
流
・
演
奏
会
の
開
催

　
９
月
１
３
日
（
水
）
１
０
：
０
０
～
１
１
：
３
０
　
寿
体
育
館

４
　
方
法
等

　
・
実
行
委
員
会
を
３
回
開
催
し
、
話
し
合
い
を
重
ね
準
備
し
ま
し
た
。

　
・
福
祉
の
絆
作
品
展
示
・
交
換
は
コ
ロ
ナ
禍
対
策
と
し
て
令
和
３
年
か
ら
企
画

　
し
直
接
交
流
が
で
き
な
い
中
、
間
接
交
流
を
進
め
今
回
で
３
回
目
を
数
え
ま
す
。

　
　
寿
小
学
校
２
～
４
学
年
の
８
ク
ラ
ス
と
８
施
設
が
作
品
を
交
換
展
示

　
・
福
祉
の
交
流
・
演
奏
会
は
今
回
初
め
て
企
画
し
、
４
施
設
が
施
設
紹
介
等
の
ブ

　
－
ス
出
展
と
楽
団
ケ
・
セ
ラ
の
演
奏
会
に
１
８
７
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

・
他
地
区
で
は
、
地
区
文
化
祭
と
ひ
ろ
ば
祭
り
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
寿
地
区
で
は
高
齢
者
・
障
が

い
の
あ
る
方
と
地
域
住
民
、
小
学
生
が
参
加
交
流
で
き
る
事
業
を
開
催
し
て
い
る
。

・
民
間
施
設
の
積
極
的
な
参
加
協
力
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地
区
名

事
業

名
（
活
動
名
）

実
施
主
体

取
組
概
要

特
記
事
項

寿
台
地

区
寿
台

ハ
ッ
ピ
ー
食
堂

・
寿
台
町
会
連
合
会
（
実
施
主
体
）

・
寿
台
児
童
館
（
協
力
団
体
）

・
20
16
年
3月

よ
り
事
業
開
始

・
食
事
を
通
し
て
、
「
生
き
る
力
を
つ
け
る
」
「
作
っ
て
く
れ
た
人
に
感
謝
で
き
る
」
「
食
べ
物
を
大
切
に
す

る
」
そ
し
て
地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
に
よ
り
、
「
地
域
全
体
で
子
育
て
を
応
援
す
る
」
と
い
う
目
的
で
活
動

し
て
い
る
。

・
主
に
寿
台
児
童
館
に
て
、
月
2回

不
定
期
で
行
っ
て
い
る
。

・
調
理
学
習
、
生
活
体
験
（
味
噌
作
り
、
し
め
縄
作
り
、
松
本
七
夕
づ
く
り
）

・
フ
ー
ド
ロ
ス
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
学
習
、
学
習
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

岡
田
地

区
暮
ら

し
い
ろ
ど
る
　
岡
田
マ
ー
ケ
ッ
ト

・
岡
田
で
楽
し
む
！
実
行
委
員
会
（
信
大

生
）

・
岡
田
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

・
岡
田
公
民
館

・
岡
田
地
区
福
祉
ひ
ろ
ば

・
地
域
づ
く
り
課
（
ユ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
担

当
）

・
令
和
５
年
度
地
域
自
治
支
援
交
付
金
提
案
事
業
の
一
つ

・
目
的
：
岡
田
で
の
暮
ら
し
や
人
と
の
つ
な
が
り
、
新
し
い
出
会
い
を
楽
し
め
る
空
間
を
つ
く
る
も
の

・
内
容
：
岡
田
地
区
住
民
を
主
体
と
し
た
出
店
者
に
よ
る
販
売
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
う
も
の

・
実
施
時
期
：
令
和
５
年
１
１
月
１
８
日
（
土
）
午
前
１
０
時
～
午
後
３
時

・
会
場
：
岡
田
公
民
館
及
び
岡
田
公
民
館
駐
車
場

・
大
学
生
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
事
業
で
あ
る
。

・
大
学
生
と
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
等
と
の
協
働
事
業
で
あ
る
。

里
山
辺

地
区

地
域

住
民
の
繋
が
り
づ
く
り

・
つ
な
が
ろ
う
会
（
有
志
団
体
）

協
力
：
里
山
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

、
東
部
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、

里
山
辺
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
（
地

区
生
活
支
援
員
）

○
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
高
齢
者
の
引
き
こ
も
り
や
外
出
控
え
の
対
策

○
住
民
の
「
顔
が
み
え
　
心
つ
な
が
る
　
里
山
辺
」
を
目
指
し
て
取
組
み

・
「
ふ
れ
あ
い
ベ
ン
チ
」
の
製
作

散
歩
途
中
の
休
憩
・
交
流
の
場
に
な
る
よ
う
手
作
り
ベ
ン
チ
を
製
作
し
て
設
置
。

※
設
置
場
所
：
針
塚
古
墳
、
八
坂
神
社
、
薄
宮
神
社
、
地
区
公
民
館
等

・
「
青
空
サ
ロ
ン
　
さ
と
カ
フ
ェ
」
の
開
催

地
区
住
民
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
と
し
て
無
料
の
コ
ー
ヒ
ー
と
お
茶
菓
子
を
用
意
し
希
望
の
場
所
へ
出
張
し

て
カ
フ
ェ
を
開
催
。
さ
と
カ
フ
ェ
で
使
用
す
る
テ
ー
ブ
ル
や
紙
コ
ッ
プ
を
入
れ
る
カ
ッ
プ
ホ
ル
ダ
ー
も
メ
ン

バ
ー
が
手
作
り
。

・
つ
な
が
ろ
う
会
メ
ン
バ
ー
自
身
が
楽
し
み
交
流
で
き
る
事
業
を
企
画
開
催
小
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
メ
ン
バ
ー

内
で
企
画
し
実
行
す
る
。

※
今
年
度
は
、
「
安
曇
野
め
ぐ
り
」
「
地
区
内
施
設
視
察
研
修
」
「
思
い
出
の
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
」
「
そ

ば
打
ち
体
験
」
を
実
施
予
定

・
そ
の
他
、
ふ
れ
あ
い
会
食
会
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り
、
人
材
育
成
講
座
の
開
催

・
地
区
生
活
支
援
員
や
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
生
活
支
援
体
制
整
備
の
一
環
と
し
て
住
民
と

協
力
し
て
立
ち
上
げ
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
が
、
リ
ー
ダ
ー
等
を
決
め
ず
、
活
動
は
自
由
で
、
緩
や
か
な

有
志
グ
ル
ー
プ
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

⇒
そ
の
分
、
地
区
生
活
支
援
員
の
関
わ
り
が
大
き
く
な
る
。

・
自
分
達
も
楽
し
め
る
活
動
を
す
る
こ
と
が
モ
ッ
ト
ー
。

内
田
地

区
内
田

サ
サ
ラ
祭
り
・
内
田
地
区
大
運
動
会

・
内
田
サ
サ
ラ
祭
り
実
行
委
員
会

・
内
田
地
区
大
運
動
会

・
両
行
事
と
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
お
よ
び
天
候
不
順
に
よ
り
4年

ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
。

・
役
員
が
改
選
さ
れ
、
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
－
の
中
に
、
両
行
事
に
今
ま
で
参
加
し
た
こ
と
が
な
い

と
い
う
役
員
が
多
く
み
ら
れ
た
。
役
員
に
な
っ
て
初
め
て
地
区
の
こ
と
を
知
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
と

思
う
。

・
役
員
に
な
っ
て
み
て
地
区
内
、
町
会
内
に
対
し
て
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
と
思
う
。

・
運
動
会
の
選
手
選
考
す
る
に
あ
た
り
、
町
会
間
で
日
ご
ろ
か
ら
の
付
き
合
い
の
状
況
に
差
が
出
て
き

た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
－
シ
ョ
ン
不
足
と
思
わ
れ
る
。

松
原
地

区
松
原

地
区
町
会
対
抗
ウ
ル
ト
ラ
ゲ
ー
ム
大
会

・
ウ
ル
ト
ラ
ゲ
ー
ム
大
会
実
行
委
員
会

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
、
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
。

・
運
動
会
の
参
加
者
が
減
少
す
る
中
で
、
ウ
ル
ト
ラ
○
×
ク
イ
ズ
、
ウ
ル
ト
ラ
ジ
ャ
ン
ケ
ン
な
ど
住
民
が
参
加

し
や
す
い
ゲ
ー
ム
に
シ
フ
ト
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
の
継
続
に
結
び
付
け
て
い
る
。

・
ス
ポ
ー
ツ
協
会
主
催
か
ら
町
会
連
合
会
主
催
に
運
営
が
変
更
さ
れ
、
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
－
と

な
っ
た
役
員
も
前
役
員
か
ら
の
引
き
継
ぎ
も
な
く
、
苦
労
の
上
、
開
催
に
漕
ぎ
つ
け
た
。

・
大
会
を
通
じ
て
、
地
区
住
民
の
交
流
の
輪
を
一
層
大
き
く
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

松
原
地

区
ひ
ろ

ば
を
支
え
る
会

・
ひ
ろ
ば
を
支
え
る
会

・
ひ
ろ
ば
の
事
業
を
行
う
と
き
の
サ
ポ
ー
ト

・
男
性
会
員
が
多
く
、
協
力
体
制
が
整
っ
て
い
る
。

四
賀
地

区
四
賀

「
お
い
し
い
里
山
」
計
画

・
の
ら
ど
こ
（
代
表
　
織
田
倉
　
悠
）

・
移
住
し
、
地
元
の
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
気
づ
い
た
四
賀
の
里
山
の
価
値
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
実
施

・
交
付
金
の
対
象
期
間
は
、
令
和
５
年
８
月
１
日
～
令
和
６
年
３
月
３
１
日

・
五
常
地
区
に
あ
る
店
舗
、
移
動
販
売
、
イ
ベ
ン
ト
出
店
等

・
四
賀
地
区
の
農
産
物
の
良
さ
を
体
感
し
て
も
ら
う
た
め
の
惣
菜
、
加
工
食
品
の
製
造
・
販
売
（
交
付
金
は
、

必
要
な
厨
房
備
品
の
購
入
に
充
当
）

・
移
住
者
の
視
点
か
ら
四
賀
地
区
の
魅
力
を
「
里
山
の
恵
み
」
に
注
目
し
、
そ
の
良
さ
を

気
軽
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
付
加
価
値
を
付
け
ら
れ
る
惣
菜
・
加
工
品
製
造
・
販
売
に
取
り
組

ん
だ
点
（
自
身
は
非
農
家
）

・
令
和
５
年
度
新
規
の
地
域
自
治
支
援
交
付
金
採
択
事
業

四
賀
地

区
（
仮

称
）
四
賀
地
区
未
来
会
議

・
四
賀
地
区
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

・
四
賀
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会

・
昨
年
度
実
施
し
た
（
仮
称
）
若
手
未
来
会
議
を
発
展
的
に
解
消
し
、
地
域
の
良
さ
、
魅
力
を
見
つ
め
直
し
、

持
続
可
能
な
地
域
と
す
る
た
め
に
、
地
域
に
あ
っ
た
地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
具
体
化
す
る
目
的
で
開
催

・
令
和
５
年
９
月
か
ら
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
（
令
和
６
年
３
月
ま
で
の
予
定
）

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
話
し
合
い
等
を
通
じ
て
、
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

・
強
化
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
四
賀
地
区
独
自
で
行
っ
て
い
る
事
業

・
従
来
か
ら
の
在
住
者
と
移
住
者
が
交
流
し
な
が
ら
進
ん
で
い
る
た
め
、
新
た
な
気
づ
き
、
ア
イ
デ
ア

等
か
ら
の
化
学
反
応
に
期
待
し
て
い
る
。
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地
区
名

事
業

名
（
活
動
名
）

実
施
主
体

取
組
概
要

特
記
事
項

梓
川
地

区
梓
川

地
区
　
出
張
ど
こ
で
も
え
ん
が
わ

・
梓
川
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

・
梓
川
地
区
社
協

・
地
域
福
祉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
で
、
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
地
域
の
通
い
の
場
な
ど
の
集
ま
り
が

な
く
な
っ
た
町
会
が
あ
る
と
い
う
話
を
聞
く
。

・
市
民
タ
イ
ム
ス
記
事
で
松
南
地
区
の
出
張
ど
こ
で
も
え
ん
が
わ
を
知
り
、
梓
川
地
区
で
も
出
前
ふ
れ
健
、
集

い
の
場
等
が
な
い
町
会
に
対
し
て
、
身
近
な
場
所
で
集
ま
れ
る
機
会
を
作
っ
て
み
る
こ
と
に
な
る
。

・
8月

に
１
町
会
で
実
施
、
10
月
に
他
の
1町

会
で
実
施
予
定

梓
川
地

区
福
祉

ひ
ろ
ば
事
業

（
出

前
ふ
れ
あ
い
健
康
教
室
）

・
氷
室
第
２
町
会

・
目
　
　
的
：
各
町
会
で
の
健
康
増
進
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
強
化
の
事
業

・
実
施
時
期
：
令
和
５
年
７
月
２
７
日

・
場
　
　
所
：
「
さ
ん
ぽ
み
ち
」

・
方
　
　
法
：
エ
ル
ダ
ー
を
使
っ
た
体
操
、
脳
ト
レ
、
体
サ
ポ
に
よ
る
体
操

・
参
加
人
員
：
町
会
員
２
名
（
内
容
が
良
い
の
に
参
加
者
が
少
な
く
残
念
で
あ
っ
た
。
）

・
今
年
度
よ
り
健
康
づ
く
り
推
進
員
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
区
で
先
頭
に
立
っ
て
周
知
、
ま

と
め
役
と
な
る
役
員
が
無
く
な
る
事
態
と
な
っ
た
。
そ
の
代
役
と
し
て
健
康
づ
く
り
連
絡
員
を
設
け
て

は
い
る
が
、
他
組
織
役
員
と
の
兼
務
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
本
事
業
の
内
容
が
細
か
く
伝
わ
っ
て
い
な

い
。
ま
た
、
組
織
間
の
連
携
が
取
れ
て
い
な
い
た
め
、
地
域
住
民
に
本
事
業
の
開
催
内
容
が
周
知
徹
底

さ
れ
な
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

＊
工
夫
の
一
案

　
案
内
文
書
（
参
加
申
込
書
添
付
）
を
地
区
住
民
へ
配
付
し
、
こ
の
事
業
内
容
を
周
知
す
る
と
と
も
に

参
加
を
促
す
よ
う
に
す
る
。
（
参
加
人
数
の
把
握
が
で
き
、
準
備
作
業
に
役
立
つ
）

安
曇
地

区
ま
つ

も
と
お
山
で
す
く
す
く
子
育
て
サ
ロ
ン

・
乗
鞍
す
も
も
荘

・
安
曇
公
民
館

⑴
　
経
過
・
目
的

　
ア
　
地
域
の
人
間
関
係
の
希
薄
化
等
に
よ
る
子
育
て
中
の
親
（
特
に
母
親
）
の
育
児
へ
の
不
安
感
や
負

　
　
担
感
の
増
大
、
育
児
の
孤
立
化
が
、
少
子
化
の
背
景
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
イ
　
子
ど
も
が
幼
稚
園
・
小
学
校
に
入
る
と
子
ど
も
を
通
じ
た
親
同
士
の
交
流
に
よ
り
、
地
域
の
様
々

　
　
な
情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
以
前
の
子
ど
も
が
0～

3歳
く
ら
い
の
子
育
て
期
間
で

　
　
は
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
の
数
が
減
っ
て
い
く
中
、
同
年
代
の
子
ど
も
を
周
り
で
探
す
こ
と
も
難
し

　
　
い
。

　
ウ
　
そ
ん
な
中
、
中
山
間
地
域
で
、
子
育
て
支
援
に
係
る
活
動
を
し
て
い
る
団
体
と
共
催
す
る
こ
と

　
　
で
、
子
育
て
中
の
親
子
が
、
気
軽
に
集
え
る
場
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
を
狙
い
、
開

　
　
催
す
る
も
の
。

⑵
　
実
施
時
期

　
　
令
和
５
年
６
月
を
初
回
と
し
、
年
４
回
（
６
、
１
０
、
１
２
、
３
月
）
に

　
実
施

⑶
　
場
所

　
　
乗
鞍
す
も
も
荘
及
び
奈
川
文
化
セ
ン
タ
ー
夢
の
森
等

⑷
　
方
法

　
　
乗
鞍
高
原
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
自
然
保
育
を
実
践
し
て
い
る
「
の
り
く
ら
自
然
保
育
 木

の
こ
」

　
を
中
心
と
し
た
講
師
を
お
迎
え
し
、
外
遊
び
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
ソ
ー
イ
ン
グ
、
消
し
ゴ
ム
ハ
ン

　
コ
作
り
等
を
行
な
う
。

⑴
　
官
民
協
働
の
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と

⑵
　
令
和
５
年
度
に
「
長
野
県
移
住
推
進
モ
デ
ル
地
区
」
に
認
定
さ
れ
た
大
野
川
区
で
の
取
り

　
組
み
で
あ
る
こ
と

⑶
　
実
施
の
都
度
、
参
加
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
、
企
画
内
容
及
び
実
施
場
所
等
、
柔

　
軟
に
対
応
し
て
い
る
こ
と

奈
川
地

区
奈
川

Ｄ
Ａ
Ｙ
を
つ
く
ろ
う
（
Ｒ
５
年
度
）

・
奈
川
え
ん
が
わ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
信
州
大
学
生
有
志
が
令
和
３
年
に
活
動
を
は
じ
め
、
今
年
で
３
年
目
の
取
組
み

・
奈
川
に
住
ん
で
い
る
人
の
暮
ら
し
が
少
し
で
も
楽
し
く
充
実
し
た
も
の
に
な
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を

テ
ー
マ
に
、
学
生
の
視
点
で
、
奈
川
の
魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
。

・
奈
川
地
区
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
１
日
を
企
画
。
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
み
に
加
え
て
地
域
の
大
人
や
大
学

生
が
交
流
し
、
奈
川
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
機
会
を
つ
く
る
。

・
活
動
場
所
は
奈
川
地
区
全
域
　
・
活
動
期
間
：
令
和
５
年
５
月
か
ら
令
和
６
年
３
月

・
地
域
や
行
政
と
連
携
し
て
、
活
動
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
。

・
拠
点
（
市
営
住
宅
）
が
あ
る
こ
と
で
、
地
域
と
深
く
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

・
活
動
が
浸
透
し
つ
つ
あ
り
、
地
域
住
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
認
め
ら
れ
て
い
る
。

・
新
た
な
メ
ン
バ
ー
を
募
り
、
地
域
と
学
生
の
協
働
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
る
な
ど
、
メ
ン
バ
ー
の
入
れ
替

わ
り
が
あ
っ
て
も
活
動
を
継
続
す
る
意
思
が
あ
る
。

奈
川
地

区
な
が

わ
青
空
マ
ル
シ
ェ
＆
マ
ー
ケ
ッ
ト

・
な
が
わ
青
空
マ
ル
シ
ェ
＆
マ
ー
ケ
ッ
ト

実
行
委
員
会

・
地
域
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
「
マ
ル
シ
ェ
を
や
り
た
い
」
メ
ン
バ
ー
が
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
主
体
的
に
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
た
。

・
夏
場
の
ス
キ
ー
場
の
活
用
を
図
り
、
地
区
内
外
に
奈
川
の
魅
力
を
発
信
し
な
が
ら
、
大
勢
の
人
が
交
流
す
る

場
づ
く
り
を
し
て
、
地
域
の
元
気
と
賑
わ
い
を
創
出
し
た
。

・
開
催
日
：
令
和
５
年
８
月
２
０
日
　
・
場
所
：
松
本
市
奈
川
野
麦
峠
ス
キ
ー
場

・
来
場
者
数
：
延
べ
３
０
０
人
（
ス
タ
ッ
フ
・
出
店
者
等
含
む
）

・
持
続
可
能
な
奈
川
地
区
推
進
協
議
会
の
取
組
み
か
ら
生
ま
れ
た
、
住
民
主
体
の
新
た
な
活
動
で
あ
る

こ
と
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
・
協
力
を
得
て
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
で
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
。

・
初
回
と
し
て
は
盛
会
で
あ
っ
た
が
次
回
以
降
に
課
題
と
期
待
が
あ
る
。
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地
区
名

事
業

名
（
活
動
名
）

実
施
主
体

取
組
概
要

特
記
事
項

奈
川
地

区
持
続

可
能
な
奈
川
地
区
推
進
事
業

・
持
続
可
能
な
奈
川
地
区
推
進
協
議
会

・
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
著
し
い
奈
川
地
区
に
お
い
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
奈
川
地
区
が
持
続
可
能
な
地

域
と
な
る
た
め
に
、
令
和
３
年
９
月
に
「
持
続
可
能
な
奈
川
地
区
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
、
地
域
住
民
を
は

じ
め
、
関
係
団
体
や
行
政
、
専
門
家
な
ど
が
、
様
々
な
意
見
交
換
や
調
査
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
経
て
、

令
和
５
年
８
月
に
知
地
域
づ
く
り
の
基
本
姿
勢
と
具
体
的
な
行
動
を
示
し
た
「
持
続
可
能
な
奈
川
地
区
推
進
計

画
」
を
策
定
し
た
。

・
令
和
４
年
11
月
か
ら
地
域
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
始
ま
り
、
住
民
主
体
の
活
動
を
生
み
出
す
取
組
み
が
始

ま
っ
た
。
令
和
５
年
８
月
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
生
ま
れ
た
企
画
（
イ
ベ
ン
ト
）
を
実
践
し
た
。

・
推
進
計
画
を
道
標
と
し
て
、
引
き
続
き
、
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
み
を
行
な
い
、
住
民
主
体
の
活
動
を
生

み
出
し
支
援
す
る
と
と
も
に
、
様
々
な
取
組
み
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
人
材
の
発
掘
と
育
成
を
行
う
。

・
地
域
住
民
が
主
体
と
な
り
な
が
ら
、
地
域
外
の
人
た
ち
や
行
政
・
関
係
団
体
な
ど
、
多
く
の
主
体
の

参
画
と
協
働
で
推
進
計
画
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

・
市
内
34
地
区
に
先
駆
け
て
、
地
域
づ
く
り
推
進
の
た
め
の
体
制
を
つ
く
り
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。
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